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昨
年
10
月
３
日
に
熊
本
県
で

開
催
さ
れ
た
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
大
会
に
先
立
っ
て
開

か
れ
た
記
者
会
見
の
中
で
︑
私

は
３
つ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
︒

　

ま
ず
︑﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
会
長
と
し
て
︑
究
極
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と

を
覚
悟
し
て
い
る
﹂
と
い
う
こ

と
︒
し
か
し
︑
業
界
の
健
全
な

発
展
の
実
現
に
向
け
て
︑
こ
れ

ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
必
死
に

身
を
削
っ
て
い
ら
し
た
坂
本
前

会
長
の
よ
う
に
︑
私
も
全
身
全

霊
で
職
務
に
あ
た
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
覚
悟
を
決

め
た
︒

　

ま
た
︑﹁
政
治
等
の
交
渉
事
﹂

に
つ
い
て
は
︑
今
後
も
坂
本
最

高
顧
問
と
浅
井
隆
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
事
業
政
治
連
盟
会
長
が
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
︑
非
常
に
心
強

く
感
じ
て
い
る
︒

　

最
後
に
︑﹁
会
長
就
任
ま
で

の
間
に
会
長
と
し
て
の
あ
り
方

を
一
つ
ひ
と
つ
勉
強
し
︑
来
年

の
通
常
総
会
で
会
長
と
し
て
の

抱
負
を
述
べ
た
い
﹂
と
お
話
し

し
た
︒

　

本
日
︑
皆
様
の
満
場
一
致
を

も
っ
て
︑
全
ト
協
の
会
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
︒
会
長

と
し
て
の
抱
負
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
︑
ま
ず
﹁
会
員
フ

ァ
ー
ス
ト
︑
業
界
フ
ァ
ー
ス
ト
﹂

と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
︒
こ
れ

は
決
し
て
ブ
レ
る
こ
と
な
く
︑

力
強
く
推
し
進
め
た
い
と
決
意

し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
今
年
６
月
４
日
に
歴

史
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
可
決
・
成

立
し
た
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
﹂

と
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の

適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備

等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
﹂（
新

法
）
に
つ
い
て
は
︑
改
め
て
中

身
を
読
ん
で
︑
業
界
の
健
全
的

な
発
展
に
繋
が
る
と
非
常
に
感

激
し
て
い
る
︒

　

こ
れ
を
一
日
も
早
く
実
現
さ

せ
る
こ
と
こ
そ
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
に
と
っ
て
の
大
き
な
転

機
に
な
る
と
考
え
て
い
る
︒
全

ト
協
で
は
︑
新
し
く
本
件
に
特

化
し
た
委
員
会
を
立
ち
上
げ
︑

国
土
交
通
省
と
連
携
し
な
が

ら
︑
成
立
し
た
新
法
を
速
や
か

に
実
行
段
階
に
移
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
︒

　

こ
れ
ま
で
︑
全
ト
協
の
会
長

と
し
て
業
界
を
力
強
く
率
い
て

き
た
坂
本
前
会
長
は
︑
ま
さ
に

空
前
絶
後
の
会
長
で
あ
っ
た
︒

坂
本
前
会
長
の
後
任
と
し
て
︑

私
も
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
︒
皆
様
方
に

お
か
れ
て
は
︑
今
ま
で
以
上
に

温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
た

い
︒

　

本
日
を
も
っ
て
私
に
代
わ
り
︑

寺
岡
新
会
長
が
就
任
す
る
︒
寺

岡
新
会
長
の
最
大
の
特
長
は
︑

ひ
と
た
び
お
付
き
合
い
を
し
た

ら
離
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
魅
力

が
あ
る
こ
と
だ
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
は
︑

今
こ
そ
鉄
の
団
結
力
が
求
め
ら

れ
る
︒
寺
岡
新
会
長
の
も
つ
強

い
指
導
力
を
活
か
し
な
が
ら
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会
長

と
し
て
︑
高
い
手
腕
を
発
揮
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
︒

　

私
は
平
成
29
年
に
全
ト
協
の

会
長
を
仰
せ
つ
か
り
︑
８
年
間

業
界
の
た
め
に
懸
命
に
努
力
し

て
き
た
︒
こ
の
８
年
間
を
振
り

返
る
と
︑
ま
さ
に
﹁
大
相
撲
﹂

の
よ
う
な
８
年
間
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い

て
様
々
な
諸
課
題
が
山
積
し
て

い
る
中
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
条
件
改
善
や
業
界
の
健
全
な

発
展
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
非
常
に
大
き
な
苦
労
が
あ
っ

た
︒
大
相
撲
で
い
え
ば
︑
あ
と

一
押
し
で
土
俵
を
割
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
厳
し
い
局
面
だ
っ
た

と
い
え
よ
う
︒

　

そ
の
よ
う
な
中
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

は
人
間
で
い
う
と
こ
ろ
の
血
液
﹂

で
あ
る
と
い
う
我
々
の
価
値
を
︑

社
会
の
皆
様
方
に
ご
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ
し

て
︑
皆
様
方
が
も
つ
底
力
を
存

分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を﹁
土
俵
際
﹂

か
ら
﹁
土
俵
の
中
央
﹂
ま
で
戻

す
こ
と
が
で
き
た
︒

　

あ
と
は
︑
寺
岡
新
会
長
を
中

心
に
︑
業
界
が
一
枚
岩
と
な
っ

て
し
っ
か
り
と
団
結
し
︑﹁
上
手

投
げ
﹂
で
難
局
を
打
破
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
︒

　

今
後
︑寺
岡
新
会
長
の
下
で
︑

我
が
業
界
は
新
た
な
時
代
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
︒
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
皆
様
方
に
お
か
れ

て
は
︑
自
信
と
誇
り
を
も
ち
な

が
ら
一
致
団
結
し
︑
当
業
界
の

力
強
さ
を
多
く
の
方
々
に
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
︒

　

会
長
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
８

年
間
の
御
礼
と
︑
寺
岡
新
会
長

へ
の
期
待
を
込
め
て
︑
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
︒

新
理
事
長
に

重お
も
だ田

雅ま
さ
し史

氏
が
就
任

寺岡　洋一
全ト協新会長

がっちりと固い握手を交わす寺岡洋一新会長と坂本克己最高顧問（6月26日、第一ホテル東京）

重田　雅史理事長

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
６
月
26
日
︑
東
京

都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
︑
第
１
０
２
回

通
常
総
会
お
よ
び
第
２
１
１
回
理
事
会
を
開

催
︒
第
２
１
１
回
理
事
会
で
は
︑
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
︑
寺
岡
洋
一
氏
が

会
長
に
就
任
し
た
︒
ま
た
︑
坂
本
克
己
会
長

は
最
高
顧
問
に
就
任
し
た
︒

　

寺
岡
新
会
長
は
就
任
あ
い
さ
つ
で
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
が
固
く
結
束
し
︑
持
続
可
能
な

物
流
の
実
現
に
取
り
組
む
よ
う
︑
会
員
事
業

者
に
対
し
て
強
く
呼
び
か
け
た
（
関
連
２
面
。

８
・
９
面
に
令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
を
掲

載
）︒

寺岡洋一氏が新会長に就任
「会員・業界ファースト」を力強く決意!!

寺
岡
新
会
長
を
中
心
に

今
こ
そ
「
上
手
投
げ
」
で
難
局
打
破
を
！

坂
本
前
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

寺
岡
新
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

坂
本
克
己
氏
が
最
高
顧
問
に
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
等

を
承
認

重
量
部
会

　

６
月
17
日
︑
岐
阜
県
高
山

市
で
重
量
部
会
（
内
宮
昌
利

部
会
長
）
の
令
和
７
年
度
総

会
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
６
年
度
事
業

報
告
（
案
）
や
７
年
度
事
業

計
画
（
案
）
等
に
つ
い
て
︑

原
案
通
り
承
認
︒
ま
た
︑
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
︑
現
行
役
員
の
留
任
を
承

認
し
た
︒

　

７
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

①
特
殊
車
両
の
通
行
に
関
す

る
諸
課
題
改
善
の
推
進
（
関

係
行
政
と
の
連
携
強
化
）︑

②
特
殊
車
両
の
通
行
に
係
る

法
令
改
正
等
へ
の
対
応
︱
︱

の
２
施
策
を
軸
に
部
会
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
８
年
度
の
総
会
に

つ
い
て
は
︑
６
月
に
香
川
県

で
開
催
予
定
と
し
た
︒

令
和
７
年
度
役
員
が
決
定

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
出
島
康
佑
部
会
長
）

は
６
月
20
日
︑﹁
勇
往
邁
進

~
つ
な
ぐ
心
︑
い
ま
未
来
へ

走
り
出
す
~
﹂
を
令
和
７
年

度
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
︑
７
年

度
第
１
回
﹁
全
国
代
表
者
協

議
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

出
島
部
会
長
に
よ
る
開
会

あ
い
さ
つ
と
︑
楠
木
寿
嗣
全

ト
協
副
会
長
に
よ
る
来
賓
あ

い
さ
つ
に
続
き
︑
国
土
交
通

省
中
国
運
輸
局
自
動
車
交
通

部
の
田
中
幸
久
貨
物
課
長
が

﹁
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン

の
活
動
及
び
ト
ラ
ッ
ク
物
流

を
巡
る
状
況
に
つ
い
て
﹂
と

題
し
て
講
演
を
行
っ
た
︒

　

議
事
で
は
ま
ず
︑
新
旧
役

員
を
紹
介
︒７
年
度
役
員
は
︑

出
島
部
会
長
（
関
東
）︑
副

部
会
長
の
東
崎
真
也
氏
（
北

陸
信
越
）︑稲
見
政
隆
氏
（
四

国
）
を
再
任
︒
新
副
部
会
長

に
は
︑
小
林
大
作
氏
（
北
海

道
）︑藤
谷
裕
樹
氏（
東
北
）︑

佐
藤
裕
昭
氏
（
中
部
）︑
藤

本
豊
久
氏
（
近
畿
）︑
柏
𠩤

宏
輝
氏
（
中
国
）︑
古
賀
安

一
朗
氏
（
九
州
）
が
就
任
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
︒

　

続
い
て
︑
６
年
度
事
業
報

告
︑
７
年
度
事
業
計
画
・
重

点
取
組
の
各
案
に
つ
い
て
審

議
・
承
認
︒
７
年
度
は
︑
①

研
修
事
業
︑
②
経
営
改
善
・

Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会
か
ら
の
諮

問
に
対
す
る
答
申
︑
③
業
界

課
題
へ
の
重
点
的
な
取
り
組
み

（
⑴
適
正
運
賃
の
収
受
︑
⑵

物
流
Ｄ
Ｘ
の
推
進
︑
⑶
災
害

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
）︑
④
関
係
機
関
・
行
政

機
関
︑
お
よ
び
他
業
界
組
織

青
年
部
︑
女
性
部
会
と
の
意

見
交
換
︑
⑤
社
会
貢
献
活
動

の
実
施
︱
︱
と
い
っ
た
活
動

を
軸
に
︑
業
界
の
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
︒

　

ま
た
︑社
会
貢
献
活
動
や
︑

７
年
度
の
行
事
予
定
な
ど
に

つ
い
て
も
報
告
し
︑
今
年
度

の
青
年
部
会
全
国
大
会
は
︑

８
年
２
月
13
日
に
開
催
予
定
︒

「
運
賃
計
算
シ
ス
テ
ム
（
簡

易
版
・
詳
細
版
）」
の
提
供

を
開
始

「
標
準
的
運
賃
」

活
用
ツ
ー
ル
と
し
て

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

６
月
25
日
︑
令
和
６
年
３
月

よ
り
適
用
さ
れ
て
い
る
﹁
標

準
的
運
賃
﹂
に
つ
い
て
︑
地

図
上
で
発
・
着
地
を
指
定
す

る
と
自
動
で
標
準
的
運
賃
表

に
基
づ
い
た
運
賃
が
計
算
さ

れ
る
︑﹁
運
賃
計
算
シ
ス
テ
ム

（
簡
易
版
・
詳
細
版
）﹂（
写

真
）
の
提
供
を
開
始
し
た
︒

　

簡
易
版
は
︑
地
図
か
ら
距

離
制
運
賃
の
み
を
計
算
す
る

こ
と
が
で
き
る
︑
操
作
が
シ

ン
プ
ル
か
つ
容
易
な
仕
様
︒

操
作
手
順
は
︑
①
車
種
（
小

型
車
・
中
型
車
・
大
型
車
・

ト
レ
ー
ラ
）
を
選
択
↓
②
届

出
の
運
輸
局
を
選
択
↓
③
高

速
道
路
利
用
の
有
無
を
選
択

（
※
距
離
計
算
の
た
め
の
選

択
で
︑
高
速
料
金
は
計
算
さ

れ
な
い
）
↓
④
地
図
上
を
ク

リ
ッ
ク
し
出
発
地
・
到
着
地

を
設
定
↓
⑤
地
図
の
下
に
あ

る
﹁
標
準
的
運
賃
（
概
算
）

を
計
算
す
る
﹂
を
ク
リ
ッ
ク

↓
⑥
基
準
運
賃
額
を
表
示
︒

　

詳
細
版
は
︑
料
金
・
割
増

等
の
詳
細
を
設
定
し
計
算
す

る
︒
操
作
手
順
は
︑
①
・
②

は
簡
易
版
と
同
様
で
︑
③
運

る
場
合
は
︑﹁
適
用
す
る
﹂

を
ク
リ
ッ
ク
し
各
種
設
定
を

入
力
↓
⑥
画
面
上
部
に
あ
る

﹁
計
算
ボ
タ
ン
﹂
を
ク
リ
ッ

ク
↓
⑦
計
算
結
果
（
基
準
運

賃
額
＋
料
金
等
）
を
表
示
︒

　

同
シ
ス
テ
ム
は
︑
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
か
ら

利
用
可
能
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

６
月
26
日
︑
東
京
都
港
区
の

第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
１
０

２
回
通
常
総
会
お
よ
び
第
２

１
１
回
理
事
会
を
開
催
し
た

（
関
連
１
・
８
~
９
面
）︒

　

総
会
で
は
冒
頭
︑
坂
本
克

己
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
︑

４
期
８
年
に
わ
た
っ
て
務
め

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
（
当
時
︑
以

下
同
）
は
６
月
17
日
︑
自
由

民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興

議
員
連
盟（
加
藤
勝
信
会
長
）

の
総
会
に
出
席
し
︑﹁
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
及
び
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化

の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
の

推
進
に
関
す
る
法
律
﹂
が
︑

た
会
長
職
を
振
り
返
り
︑
感

謝
の
意
を
示
し
た
（
１
面
に

掲
載
）︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
６
年

度
事
業
報
告
書
（
報
告
事

項
）︑
②
６
年
度
計
算
書
類

（
貸
借
対
照
表
︹
案
︺︑
正

味
財
産
増
減
計
算
書
︹
案
︺

及
び
収
支
計
算
書
︹
案
︺）

６
月
４
日
の
参
議
院
本
会
議

で
可
決
・
成
立
し
た
こ
と
に

つ
い
て
議
連
か
ら
の
報
告
を

受
け
︑
早
期
に
可
決
・
成
立

と
な
っ
た
こ
と
に
謝
意
を
述

べ
る
と
と
も
に
︑
改
正
事
業

法
お
よ
び
新
法
の
実
効
性
を

期
す
た
め
︑
自
民
党
ト
ラ
ッ

ク
議
連
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
固

に
連
携
︑
一
丸
と
な
る
こ
と

等
の
承
認
︑
③
定
款
の
変
更

（
案
）︑
④
理
事
・
監
事
・

会
計
監
査
人
の
選
任
（
案
）

並
び
に
会
長
候
補
者
の
選
定

（
案
）
︱
︱
に
つ
い
て
審
議

し
︑
原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

ま
た
︑
当
面
す
る
諸
案
件

と
し
て
︑
第
30
回
﹁
全
国
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
﹂

な
ど
の
決
意
を
表
明
し
た
︒

　

同
会
は
宮
内
秀
樹
議
連
事

務
局
次
長
の
司
会
で
進
行

し
︑
冒
頭
に
加
藤
会
長
が
︑

﹁
皆
様
方
に
議
論
い
た
だ
い

た
改
正
事
業
法
と
新
法
が
６

月
４
日
に
可
決
・
成
立
し
︑

11
日
に
公
布
さ
れ
た
︒
党
内

は
も
と
よ
り
野
党
を
含
め
︑

関
係
者
と
の
調
整
に
奔
走
い

た
だ
い
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
︒

同
法
は
坂
本
克
己
全
ト
協
会

の
開
催
概
要
（
案
）
及
び
第

31
回
開
催
ブ
ロ
ッ
ク
（
案
）

な
ど
が
報
告
さ
れ
︑
開
催
地

と
な
る
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
小
林
和
男

会
長
が
招
聘
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
（
別
掲
）︒

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
︑
総
会
を
一
時
中
断

し
て
︑
第
２
１
１
回
理
事
会

を
開
催
︒
新
会
長
に
は
寺
岡

洋
一
氏
が
選
出
さ
れ
た
︒
ま

た
︑
坂
本
会
長
は
最
高
顧
問

に
就
任
し
た
︒

　

ま
た
︑
副
会
長
︑
常
任
理

長
の
熱
い
想
い
が
色
濃
く
反

映
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
お

り
︑
坂
本
会
長
を
は
じ
め
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
皆
様
の

熱
意
そ
の
も
の
の
現
れ
と
感

じ
る
︒
法
律
は
成
立
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
︑
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
に
誇

り
と
責
任
を
も
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
社
会
的
・
経
済
的

な
地
位
の
向
上
を
図
り
︑
ま

た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
皆
様
に
も
経
営
の
安
定
を

い
た
だ
く
こ
と
を
通
じ
て
︑

日
本
経
済
の
動
脈
で
あ
る
物

流
が
生
産
年
齢
人
口
減
少
時

代
に
お
い
て
も
し
っ
か
り
と

確
保
︑
発
展
し
て

い
く
基
盤
を
作
る

法
律
で
あ
り
︑
こ

の
実
効
に
向
け
て

一
緒
に
努
力
し
て

い
き
た
い
﹂
と
あ

い
さ
つ
し
た
︒

　

引
き
続
き
︑
国

土
交
通
省
の
鶴
田

浩
久
物
流
・
自
動

車
局
長
（
当
時
）

が
あ
い
さ
つ
︒
ま

た
︑
上
野
賢
一
郎

議
連
幹
事
長
代
行

が
法
成
立
ま
で
の

経
緯
な
ど
を
説

事
︑
理
事
長
︑
専
務
理
事
︑

常
務
理
事
等
の
選
定
な
ら
び

に
代
表
理
事
︑
業
務
執
行
理

事
を
選
定
︒
副
会
長
と
し
て

青
木
均
氏（
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

を
新
た
に
選
任
し
︑
松
橋
謙

一
副
会
長
（
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
）︑
庄
子
清
一
副
会
長
（
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
）︑
水
野
功
副
会

長
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）︑
小
林

和
男
副
会
長
（
北
陸
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
）︑
平
島
竜
二
副
会
長

（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
）︑
小
丸
成

洋
副
会
長（
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
）︑

楠
木
寿
嗣
副
会
長
（
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
）︑
馬
渡
雅
敏
副
会
長

（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
）︑
杉
山
千

尋
副
会
長
（
全
国
）
が
留
任

し
た
︒
な
お
︑
７
月
10
日
に

開
催
さ
れ
る
第
２
２
６
回
常

任
理
事
会
・
第
２
１
２
回
理

事
会
合
同
会
議
に
お
い
て
︑

会
長
指
名
に
よ
る
副
会
長
が

　

総
会
再
開
後
に
は
︑
来

賓
と
し
て
︑
国
土
交
通
省

の
鶴
田
浩
久
物
流
・
自
動

車
局
長
（
当
時
）︑
山
本

巧
道
路
局
長
（
当
時
）︑

三
輪
田
優
子
物
流
・
自
動

車
局
貨
物
流
通
事
業
課

長
︑
松
本
健
道
路
局
高
速

道
路
課
長
（
当
時
）
が
入

場
︒
寺
岡
新
会
長
の
あ
い

さ
つ
（
写
真
・
１
面
に
掲

載
）
に
続
き
︑
来
賓
ら
の

前
で
会
長
︑
常
任
理
事
︑

理
事
︑
監
事
の
退
任
に
伴

う
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
た
（
別
掲
）︒

　

ま
た
︑
来
賓
を
代
表
し

て
︑
鶴
田
物
流
・
自
動
車

局
長
と
山
本
道
路
局
長
が

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
（
別

掲
）︒

　

総
会
終
了
後
に
は
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
︑
来
賓
の

高
見
康
裕
国
土
交
通
大
臣

政
務
官
を
は
じ
め
多
く
の

業
界
関
係
者
が
出
席
し
︑

交
流
を
深
め
た
︒

選
任
さ
れ
る
︒

　

ま
た
︑
理
事
長
に
は
若
林

陽
介
氏
に
代
わ
り
︑
重
田
雅

史
氏
が
就
任
し
た
︒

　

今
回
で
30
回
目
の
節
目
と

な
る
事
業
者
大
会
は
︑
19
年

ぶ
り
に
新
潟
県
新
潟
市
で
開

催
さ
れ
る
︒
新
潟
県
は
︑
冬

は
一
面
銀
世
界
に
包
ま
れ
る

雪
国
で
あ
る
︒
こ
の
雪
が
ス

キ
ー
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
を
生

明
︒
さ
ら
に
︑
衆
議
院
法
制

局
の
片
山
敦
嗣
第
四
部
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

最
後
に
坂
本
会
長
が
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

環
境
改
善
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
発
展
の
た
め
︑
そ
し

て
日
本
経
済
と
国
民
生
活
の

た
め
に
︑
改
正
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
お
よ
び
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の

た
め
の
体
制
整
備
等
推
進
法

の
可
決
・
成
立
に
向
け
て
︑

我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

と
と
も
に
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
振
興
議
員
連
盟
の
先
生

方
に
は
本
当
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
と
し
て
︑
今
後
も
し
っ

か
り
と
物
流
を
支
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

熱
く
強
い
想
い
の
中
で
︑
物

流
で
例
え
れ
ば
﹃
血
液
が
サ

ラ
サ
ラ
﹄
と
流
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
︑
今
回
の
法
改

正
︑
整
備
を
目
指
し
︑
ま
さ

に﹃
サ
ラ
サ
ラ
﹄と
流
れ
る
よ

う
な
法
律
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
︒
改
め

て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

る
﹂
と
︑
謝
意
と
今
後
も
物

流
を
力
強
く
支
え
続
け
て
い

く
決
意
を
述
べ
︑
大
き
な
拍

手
を
浴
び
て
閉
会
と
な
っ
た
︒

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
で
坂
本
会
長
が
謝
意
と
決
意

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
で
坂
本
会
長
が
謝
意
と
決
意

改
正
事
業
法
お
よ
び
新
法
の
早
期
成
立
を
報
告

改
正
事
業
法
お
よ
び
新
法
の
早
期
成
立
を
報
告

副
会
長
・
理
事
長
ら
を
選
出

副
会
長
・
理
事
長
ら
を
選
出

第
１
０
２
回
通
常
総
会
・
第
２
１
１
回
理
事
会

第
１
０
２
回
通
常
総
会
・
第
２
１
１
回
理
事
会��

（
１
面
に
関
連
）

鶴
田　

浩
久　

国
土
交
通
省

物
流
・
自
動
車
局
長

　

坂
本
前
会
長
は
︑
業
界
に

と
っ
て
激
動
で
あ
っ
た
時
代
の

中
で
︑
戦
略
的
な
目
を
も
っ

て
︑
類
ま
れ
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
で
業
界
を
力
強
く
け
ん

引
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
︒

今
後
は
最
高
顧
問
に
就
任
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
︑
引
き

続
き
大
所
高
所
か
ら
ご
指
導

を
頂
戴
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
︒

　

ま
た
︑
寺
岡
洋
一
新
会
長

に
お
か
れ
て
は
︑
引
き
続
き

業
界
を
取
り
巻
く
課
題
が
山

積
し
て
い
る
中
で
︑
業
界
を

引
っ
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
︒

　

今
年
６
月
に
成
立
し
た

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
﹂と

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の

適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整

備
等
の
推
進
に
関
す
る
法

律
﹂
は
︑
業
界
を
大
き
く
変

え
る
よ
う
な
重
要
な
法
律
で

あ
り
︑
一
日
も
早
く
施
行
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
︒
坂
本
前
会
長
は

よ
く
﹁
仏
に
魂
を
入
れ
る
﹂

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
︑

我
々
も
所
管
官
庁
と
し
て
責

任
を
も
っ
て
︑
早
期
施
行
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

山
本　

巧　

国
土
交
通
省

道
路
局
長

　

坂
本
前
会
長
は
︑
全
国
道

路
利
用
者
会
議
（
全
道
利
）

で
の
活
動
を
通
じ
て
︑
道
路

利
用
者
の
立
場
か
ら
︑
利
用

し
や
す
い
道
路
の
実
現
に
向

け
て
積
極
的
に
活
動
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
︒
坂
本
前
会
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
︑

こ
れ
ま
で
全
道
利
の
活
動
に

ご
参
画
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

全
国
の
会
員
事
業
者
の
方
々

に
も
多
く
ご
参
画
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
︑
非
常

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
高
速
道
路
料
金
の

大
口
・
多
頻
度
割
引
に
つ
い

て
も
︑
坂
本
前
会
長
を
は
じ

め
と
し
た
全
ト
協
の
皆
様
方

か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
の
お

か
げ
で
︑
こ
れ
ま
で
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
︒

　

道
路
に
関
し
て
は
︑
渋
滞

の
緩
和
や
Ｓ
Ａ
（
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
）・
Ｐ
Ａ
（
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
）
等
の
休
憩
・
休

息
施
設
の
拡
充
な
ど
︑
様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
︒
今
後

も
︑
道
路
利
用
者
で
あ
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
皆
様

方
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
頂

戴
し
な
が
ら
︑
皆
様
に
と
っ

て
利
用
し
や
す
い
道
路
の
実

現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
︒

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）�

（
役
職
は
当
時
）

み
︑
雪
解
け
水
が
お
い
し
い

お
米
を
育
み
︑
海
に
流
れ
込

む
栄
養
豊
富
な
雪
水
が
お
い

し
い
魚
を
育
て
︑新
潟
の﹁
食
﹂

の
も
と
と
な
り
︑
好
循
環
を

生
み
出
し
て
い
る
︒
ブ
ラ
ン

ド
米
の
﹁
コ
シ
ヒ
カ
リ
﹂
や

流
麗
な
喉
ご
し
の
日
本
酒
で

味
わ
う
様
々
な
お
い
し
い
食

べ
物
は
︑
必
ず
や
ご
満
足
い

た
だ
け
る
も
の
と
自
負
し
て

い
る
︒

　
﹁
物
流
革
新
﹂
へ
の
対
応
を

は
じ
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
︑﹁
全

国
の
事
業
者
の
方
々
が
一
堂

に
会
し
︑
業
界
が
抱
え
て
い

る
諸
問
題
に
つ
い
て
活
発
に

議
論
し
︑
業
界
の
未
来
を
思

考
す
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
意

義
深
い
も
の
が
あ
る
﹂
と
の

思
い
か
ら
︑
北
陸
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
の
新
潟
県
︑
長
野
県
︑

富
山
県
︑
石
川
県
の
４
県
が

一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て

い
る
︒
事
業
者
大
会
へ
の
︑

多
数
の
事
業
者
の
皆
様
の
参

加
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
︒

　

通
常
総
会
で
は
︑
会
長
・

常
任
理
事
・
理
事
・
監
事
の

退
任
に
伴
う
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
た
︒

　

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
の

は
︑次
の
方
々
（
敬
称
略
）︒

︻
会
長
︼
坂
本
克
己
氏
（
大

阪
府
・
在
職
年
数
８
年
）

︻
常
任
理
事
︼
髙
橋
嘉
信
氏

（
岩
手
県
・
同
10
年
）︑
石

塚
安
民
氏
（
栃
木
県
・
同
４

年
）︑
瀬
山
豪
氏
（
埼
玉
県

・
同
４
年
）︑小
池
長
氏
（
長

野
県
・
同
７
年
）︑
久
安
常

信
氏（
石
川
県
・
同
８
年
）︑

清
水
則
明
氏
（
福
井
県
・
同

16
年
）︑
遠
藤
俊
夫
氏
（
岡

山
県
・
同
８
年
）︑
若
林
陽

介
氏
（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
・
同
２
年
）

︻
理
事
︼
福
原
裕
二
氏
（
北

海
道
・
同
10
年
）︑川
島
満
氏

（
埼
玉
県
・
同
12
年
）︑
若

杉
福
雄
氏
（
愛
知
県
・
同
14

年
）

︻
監
事
︼
蒔
田
良
夫
氏
（
京

都
府
・
同
２
年
）

　

贈
呈
式
で
は
︑
髙
橋
嘉
信

氏
︑
石
塚
安
民
氏
︑
久
安
常

信
氏
︑
清
水
則
明
氏
︑
遠
藤

俊
夫
氏
︑
蒔
田
良
夫
氏
に
︑

寺
岡
洋
一
会
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
退
任
役
員
を
代
表

し
て
清
水
則
明
氏
が
あ
い
さ

つ
し
た
︒

長
年
の
功
績
を
た
た
え
て

　

会
長
・
常
任
理
事
・
理
事
・
監
事
の
退
任
に
伴
い

感
謝
状
を
贈
呈

第
30
回
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
」

「
新
潟
大
会
」
招
聘
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

小
林　

和
男　

会
長

行
距
離
の
計
測
方
法
を
４
つ

の
方
法
（
⑴
地
図
上
を
ク
リ

ッ
ク
し
出
発
地
・
到
着
地
を

設
定
︑
⑵ 

住
所
を
入
力
し

出
発
地
・
到
着
地
を
設
定
︑

⑶
距
離
数
︹
キ
ロ
程
︺
を
直

接
入
力
︑
⑷ 

フ
ェ
リ
ー
を
使

用
す
る
場
合
は
出
発
地
・
乗

船
港
名
・
下
船
港
名
を
入

力
）
か
ら
選
択
↓
④
高
速
道

路
利
用
の
有
無
を
選
択（
同
）

↓
⑤
料
金
・
割
増
を
適
用
す

令和7年度重量部会総会（6月17日、高山グ
リーンホテル）

令和7年度第1回青年部会全国代表者協議
会（6月20日、全ト協）

寺岡会長から退任役員に感謝状を贈呈。写真は
清水則明氏（右）

（
７
月
５
日
〜
31
日
）

▽
７
月
８
日

・
第
80
回
鉄
鋼
部
会

▽
７
月
10
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
２
２
６
回
常
任
理
事
会
・
第

２
１
２
回
理
事
会
合
同
会
議

▽
７
月
16
日

・
第
21
回
利
用
運
送
・
積
合
部
会

▽
７
月
22
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会
議

▽
７
月
24
日

・
女
性
部
会
全
国
代
表
者
協
議
会

▽
７
月
25
日

・
第
43
回
セ
メ
ン
ト
部
会

▽
７
月
28
日

・
第
55
回
引
越
部
会

改正事業法および新法の可決・成立について報告を行った自民党トラック議連
総会（6月17日、自民党本部）

加藤　勝信
自民党トラック議連会長

坂本　克己
全ト協会長（当時）

鶴田浩久局長

山本巧局長

小林和男会長

▶詳細版

▶

簡易版
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁

   

ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁

   

ニ
ュ
ー
ス
等
）

～運転免許編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		12歳以上であれば、特定小型原動機付自転車を運転できる。　　　　
（	○・×	）

❷	 	第一種の運転免許には、大型免許、中型免許、準中型免許、普通免
許、小型免許、大型特殊免許、小型特殊免許、大型二輪免許、普通二
輪免許、原付免許がある。（	○・×	）

❸	 	大型免許を取得していれば、大型以外に、中型、準中型、普通、大型
特殊、小型特殊の各自動車のほかに、原付自転車を運転することがで
きる。（	○・×	）

❹	 	自動車または原動機付自転車を運転するときは、その自動車等にかか
わる免許証を携帯しなければならない。（	○・×	）

❺	運転免許証は、警察官から掲示を求められたときは掲示しなければ
ならない。（	○・×	）

（解答は5面）

　

ア
メ
リ
カ
国

内
で
販
売
さ
れ

る
大
型
ト
ラ
ッ

ク
用
の
リ
ト
レ

ッ
ド
タ
イ
ヤ
（
再
生
タ
イ
ヤ
）
の
購
入
に
対
し

て
︑
優
遇
措
置
を
与
え
る
法
案
が
成
立
し
ま

し
た
︒
そ
の
中
身
は
︑
ア
メ
リ
カ
製
の
リ
ト

レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
を
購
入
す
れ
ば
税
額
控
除
が

受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
︑
リ
ト
レ
ッ
ド
タ

イ
ヤ
の
価
格
は
新
品
タ
イ
ヤ
の
６
割
程
度
で

す
か
ら
︑
そ
こ
に
減
税
が
加
わ
れ
ば
︑
新
品

タ
イ
ヤ
の
半
額
ほ
ど
の
価
格
で
購
入
で
き
る

計
算
に
な
り
ま
す
︒

　

そ
の
政
策
の
最
大
の
目
的
は
︑﹁
雇
用
創
出
﹂

で
す
︒
ア
メ
リ
カ
国
内
に
は
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ

ヤ
の
生
産
工
場
が
５
０
０
か
所
近
く
あ
り
︑

Ｒ
﹂な
る
︑

耐
摩
耗
性

能
を
示
す

数
値
（
基
準
値
は
１
０
０
で
︑
数
値
が
大
き
い

ほ
ど
減
り
に
く
い
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
︒
タ

イ
ヤ
を
消
耗
品
と
捉
え
る
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は

の
︑
経
済
性
を
重
視
し
た
タ
イ
ヤ
政
策
と
い
え

る
で
し
ょ
う
︒

　

そ
の
一
方
で
︑
ア
メ
リ
カ
と
は
対
極
的
な
タ
イ

ヤ
思
想
を
も
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
︑﹁
タ
イ
ヤ
の
安

全
性
を
重
視
し
た
タ
イ
ヤ
政
策
﹂
を
打
ち
出
し

ま
し
た
︒そ
れ
は
︑摩
耗
し
た
自
動
車
タ
イ
ヤ（
乗

用
車
用
タ
イ
ヤ
）
に
関
し
て
︑
あ
る
﹁
新
し
い

条
件
﹂
を
加
え
る
規
則
で
す
︒

　

タ
イ
ヤ
の
溝
は
︑
摩
耗
す
る
こ
と
で
排
水
能

力
が
低
下
し
︑
雨
の
日
に
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く
な

り
ま
す
︒
特
に
高
速
道
路
で
は
︑
タ
イ
ヤ
の
溝

が
新
品
時
と
比
較
し
て
30
％
ほ
ど
の
深
さ
に
な

る
と
︑
タ
イ
ヤ
が
路
面
か
ら
浮
き
出
し
︑
操
縦

そ
の
生
産
に
関
わ
る
労
働
者
数
は
20
万
人
以
上

と
い
わ
れ
ま
す
︒
生
産
す
る
本
数
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
︑
労
働
者
の
雇
用
増
加
だ
け
で

な
く
︑
新
た
な
工
場
の
建
設
も
促
す
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
の
製
造
で
消
費

さ
れ
る
天
然
資
源
に
は
︑
新
品
タ
イ
ヤ
と
比
較

す
る
と
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
︒
大
型
ト
ラ

ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
の
場
合
︑
タ
イ
ヤ
１
本
当
た
り
で

換
算
す
る
と
︑
石
油
消
費
量
が
約
60
㍑
︑
ゴ
ム

な
ど
の
材
料
が
約
40
㌔
㌘
も
節
約
で
き
ま
す
︒

加
え
て
︑
廃
タ
イ
ヤ
の
排
出
本
数
を
減
ら
し
︑

保
管
場
所
の
問
題
ま
で
解
決
で
き
ま
す
か
ら
︑

ま
さ
に﹁
一
石
三
鳥
﹂の
政
策
と
い
う
わ
け
で
す
︒

　

ま
た
︑
ア
メ
リ
カ
国
内
で
流
通
す
る
乗
用
車

用
タ
イ
ヤ
の
側
面
に
は
︑﹁
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｗ
Ｅ
Ａ

不
能
に
陥
っ
て
し
ま
う
﹁
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ
ー
ニ
ン

グ
現
象
﹂
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
︒
そ
の

危
険
性
が
あ
る
た
め
︑
こ
の
よ
う
な
場
合
は
も

ち
ろ
ん
タ
イ
ヤ
を
新
品
に
交
換
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
で
す
が
︑
も
し
も
雨
の
日
の
ブ
レ
ー
キ

制
動
性
能
が
低
下
し
な
け
れ
ば
︑
そ
の
タ
イ
ヤ

は
ま
だ
ま
だ
使
え
る
わ
け
で
す
︒

　

そ
こ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
︑
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー

に
対
し
︑﹁
新
品
時
か
ら
︑
タ
イ
ヤ
の

法
定
摩
耗
限
界
=
ス
リ
ッ
プ
サ
イ
ン

が
出
る
ま
で
使
用
し
て
も
︑
ウ
エ
ッ

ト
性
能
が
低
下
し
な
い
タ
イ
ヤ
﹂
の

開
発
を
義
務
化
す
る
欧
州
規
則
（
Ｒ

１
１
７
︱
０
４
）を
発
令
し
た
の
で
す
︒

　

ス
リ
ッ
プ
サ
イ
ン
が
露
出
す
る
ま

で
使
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
廃
タ
イ

ヤ
の
排
出
本
数
も
減
り
ま
す
︒
タ
イ

ヤ
メ
ー
カ
ー
の
開
発
者
に
と
っ
て
は
ハ

ー
ド
ル
の
高
い
規
則
で
す
が
︑
世
界

で
は
﹁
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
﹂

に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る

の
で
す
︒

 

第
165
回 

「
欧
米
の
タ
イ
ヤ
政
策
か
ら
日
本
が
学
ぶ
こ
と
」

（6月15日号）

A B C D E F
サ ス テ ナ ブ ル

答え合わせ

水
嶋
氏
が
事
務
次
官
に
就
任

物
流
・
自
動
車
局
長
に
石
原
氏

道
路
局
長
に
沓
掛
氏

化
の
た
め
の
﹁
標
準
仕
様
パ

レ
ッ
ト
﹂
の
利
用
促
進
支
援

事
業
費
補
助
金
の
追
加
公
募

を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ

ト
事
業
を
営
む
事
業
者
か

ら
︑
補
助
対
象
要
件
パ
レ
ッ

ト
を
導
入
す
る
荷
主
・
物
流

事
業
者
等
に
対
し
て
︑
荷
役

作
業
の
効
率
化
に
取
り
組
む

事
業
お
よ
び
補
助
対
象
要
件

 

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配
送
を
取
り

巻
く
諸
課
題
へ
の
対
応
を

議
論

「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配
送
の
効

率
化
等
に
向
け
た
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
６
月
26

日
︑
第
１
回
﹁
ラ
ス
ト
マ
イ

ル
配
送
の
効
率
化
等
に
向
け

た
検
討
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

我
が
国
の
物
流
は
︑
い
わ

ゆ
る
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

等
に
伴
い
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
担
い
手
不
足
が
顕

在
化
し
︑
今
後
も
深
刻
化
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
︑

再
配
達
率
の
高
止
ま
り
に
よ

る
宅
配
事
業
者
の
負
担
の
増

加
や
︑
過
疎
地
域
等
に
お
い

て
貨
物
量
の
減
少
や
積
載
効

率
の
低
下
に
よ
り
物
流
サ
ー

パ
レ
ッ
ト
を
効
果
的
に
活
用

し
︑
物
流
改
善
に
取
り
組
む

事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
︒

　

公
募
期
間
は
︑
７
月
15
日

㈫
16
時
ま
で
（
必
着
）︒

　

詳
細
は
︑

特
設
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

ビ
ス
の
持
続
可
能
な
提
供
が

困
難
と
な
る
事
態
な
ど
に
直

面
し
て
い
る
︒
同
検
討
会
は
︑

こ
れ
ら
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配

送
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
対

応
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
︑
議
論
・
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
︒

　

検
討
会
で
は
︑
ラ
ス
ト
マ

イ
ル
配
送
を
取
り
巻
く
現
状

・
課
題
と
関
係
部
局
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

説
明
︒
そ
の
後
︑
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
今
後
３

回
ほ
ど
検
討
会
を
開
催
し
た

上
で
︑
秋
頃
の
取
り
ま
と
め

を
予
定
し
て
い
る
︒

の
２
次
募
集
を
受
け
付
け
て

い
る
︒

　

同
事
業
は
︑﹁
物
流
情
報

標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
活

用
し
て
共
同
輸
配
送
や
帰
り

荷
の
確
保
︑
配
車
・
運
行
管

理
の
高
度
化
等
の
物
流
効
率

化
を
図
る
た
め
に
︑
複
数
の

荷
主
企
業
や
物
流
事
業
者
︑

物
流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
者

（
物
流
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
等
）
等
が
連
携
し
て
︑﹁
物

流
・
商
流
情
報
の
オ
ー
プ
ン

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
﹂
の
構

築
や
運
営
を
行
う
事
業
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
︒

　

公
募
期
限
は
７
月
24
日
㈭

17
時
（
必
着
）
で
︑
補
助
対

象
事
業
者
へ
の
交
付
決
定
は

８
月
中
~
下
旬
頃
を
予
定
︒

事
業
期
間
は
交
付
決
定
日
~

令
和
８
年
２
月
20
日
㈮
︒

　

同
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て

は
︑
執
行
団
体
（
㈱
日
本
能

率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

物
流
デ
ー
タ
連
携
促
進
支
援

事
務
局
）
の

特
設
サ
イ
ト

（
二
次
元
コ
ー

ド
）を
参
照
︒

 

令
和
７
年
度
「
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
等
推
進
事
業
」
の
２

次
募
集
を
受
付
中

７
月
31
日
㈭
17
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
７
年
度
﹁
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
等
推
進
事
業
（
補
助
事

業
）﹂
に
つ
い
て
︑
２
次
募
集

の
応
募
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
︑
流
通
業
務

の
省
力
化
に
よ
る
持
続
可
能

な
物
流
体
系
の
構
築
を
図
る

た
め
に
実
施
す
る
も
の
︒
今

年
度
事
業
で
は
︑
貨
客
混
載

を
は
じ
め
と
す
る
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
の
配
送
効
率
化
に

つ
い
て
︑
過
疎
地
域
以
外
の

取
り
組
み
も
補
助
対
象
と
す

る
︒
対
象
事
業
は
次
の
通
り
︒

① 

物
流
効
率
化
法
に
基
づ
く

総
合
効
率
化
計
画
策
定
の

た
め
の
調
査
事
業
（
総
合

効
率
化
計
画
策
定
事
業
）

② 

物
流
効
率
化
法
の
総
合
効

率
化
計
画
に
基
づ
き
実
施

す
る
事
業
（
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
推
進
事
業
・
幹
線
輸

送
集
約
化
推
進
事
業
・
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配
送
効

率
化
推
進
事
業
・
中
継
輸

送
推
進
事
業
）

　

補
助
対
象
事
業
者
は
︑
荷

主
お
よ
び
物
流
事
業
者
等
物

流
に
係
る
関
係
者
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
協
議
会
︒
補
助

対
象
経
費
（
補
助
率
）
の
上

限
総
額
は
︑
①
が
５
０
０
万

円
︑
②
が
１
千
万
円
で
︑
予

算
額
は
１
億
５
１
２
０
万
円
︒

応
募
期
限
は
７
月
31
日
㈮
17

時
（
必
着
）︒

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

Ｋ
Ｐ
Ｉ
導
入
に
よ
り
荷
待
ち

・
荷
役
時
間
短
縮
の
「
見

え
る
化
」
を

「
総
合
物
流
施
策
大
綱

に
関
す
る
検
討
会
」
で

馬
渡
副
会
長
が
発
言

　

国
土
交
通
省
は
６
月
13

日
︑
第
２
回
﹁
２
０
３
０
年

度
に
向
け
た
総
合
物
流
施
策

大
綱
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
座

長
:
根
本
敏
則
敬
愛
大
学

特
任
教
授
）
を
開
催
し
た
︒

　

会
議
で
は
︑
現
行
の
総
合

物
流
施
策
大
綱
や
︑﹁
２
０
３

０
年
度
に
向
け
た
政
府
の
中

長
期
計
画
﹂（
令
和
６
年
２

月
16
日
︑
我
が
国
の
物
流
の

革
新
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会

議
決
定
）
等
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
︑
事

務
局
か
ら
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み
や

農
林
水
産
物
・
食
品
等
の
流

通
合
理
化
等
に
つ
い
て
説
明
︒

そ
の
後
︑
構
成
員
に
よ
る
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か

ら
は
馬
渡
雅
敏
副
会
長
が
構

成
員
と
し
て
出
席
し
︑﹁
令

和
６
年
４
月
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
が
設
け

ら
れ
た
一
方
で
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
荷
待
ち
・
荷
役
時
間
は

令
和
７
年
度
「
物
流
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
優
良

事
業
者
」
を
募
集
中

８
月
19
日
㈫
ま
で

　

国
土
交
通
省
・
経
済
産
業

省
で
は
現
在
︑
物
流
分
野
に

お
け
る
環
境
負
荷
低
減
︑
物

流
の
生
産
性
向
上
等
持
続
可

能
な
物
流
体
系
の
構
築
に
関

し
︑
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

事
業
者
を
表
彰
す
る
た
め
︑

令
和
７
年
度
﹁
物
流
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
優
良
事
業
者
﹂

を
募
集
し
て
い
る
︒

　

荷
主
と
物
流
事
業
者
な
ど

複
数
事
業
者
︑
団
体
間
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
実

施
さ
れ
る
物
流
の
改
善
方
策

を
通
じ
︑
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削

減
等
の
環
境
負
荷
低
減
︑
物

流
の
生
産
性
向
上
等
に
よ
る

持
続
可
能
な
物
流
体
系
の
構

築
を
実
現
し
た
取
り
組
み

（
１
か
月
以
上
の
実
績
が
あ

る
も
の
）
を
行
っ
た
事
業
者

が
対
象
︒
選
考
に
あ
た
っ
て

は
︑
物
流
デ
ジ
タ
ル
化
や
物

流
標
準
化
の
推
進
に
よ
る
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
最

適
化
︑労
働
環
境
の
改
善（
改

正
物
流
効
率
化
法
へ
の
対
応

を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
等
を

含
む
）︑
商
慣
習
の
見
直
し
︑

輸
送
モ
ー
ド
の
多
様
化
に
よ

る
強
靱
な
物
流
網
構
築
等
の

視
点
も
踏
ま
え
て
総
合
的
に

評
価
す
る
︒
受
賞
者
は
︑
12 

月
開
催
予
定
の
﹁
グ
リ
ー
ン

物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会

議
﹂
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
︑

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
す
る
︒

　

募
集
期
間
は
８
月
19
日
㈫

ま
で
︒

　

応
募
方
法

等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
）

に
掲
載
の
︑
応
募
要
領
・
申

請
様
式
・
記
載
例
等
を
参
照
︒

減
っ
て
は
い
な
い
︒
大
綱
の

見
直
し
に
向
け
て
は
︑
荷
待

ち
・
荷
役
時
間
を
実
際
に
ど

う
減
ら
し
て
い
く
か
︑
重
要

業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

を
設
定
す
る
な
ど
︑
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
か
ど
う
か

が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
﹂
と
の
意
見
を
述
べ
た
︒

　

な
お
︑
同
検
討
会
で
は
︑

７
月
上
旬
に
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
第
３
回
以
降
︑
構

成
員
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
予
定
︒

 

「
災
害
時
の
支
援
物
資
輸

送
体
制
構
築
促
進
事
業
」

２
次
募
集
を
受
付
中

７
月
11
日
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
７
月
11

日
ま
で
︑﹁
災
害
時
の
支
援

物
資
輸
送
体
制
構
築
促
進
事

業
﹂（
補
助
事
業
）
の
２
次

募
集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
官
民
が
連
携
し

て
行
う
支
援
物
資
輸
送
訓
練

を
通
じ
︑
災
害
時
の
ラ
ス
ト

マ
イ
ル
に
お
け
る
円
滑
な
支

援
物
資
輸
送
体
制
の
構
築
・

強
化
を
促
す
た
め
に
実
施
す

る
も
の
︒
地
方
公
共
団
体
と

物
流
事
業
者
等
で
構
成
す
る

協
議
会
等
が
連
携
し
て
実
施

す
る
︑
災
害
時
の
支
援
物
資

輸
送
訓
練
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
︒

　

公
募
期
間
は
︑
７
月
11
日

㈮
ま
で（
必
着
）︒
詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

「
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
」
利

用
促
進
支
援
事
業
費
補
助

金
追
加
公
募
を
実
施

７
月
15
日
㈫
16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
７
月
15

日
ま
で
︑
荷
役
作
業
の
効
率

　

国
土
交
通
省
は
７
月
１
日

付
で
幹
部
人
事
を
発
令
し
た
︒

　

吉
岡
幹
夫
国
土
交
通
事
務

次
官
が
辞
職
し
︑
後
任
に
は

水
嶋
智
氏
が
就
任
︒
技
監
に

は
廣
瀬
昌
由
氏
が
留
任
︒
国

土
交
通
審
議
官
に
は
寺
田
吉

道
氏
と
天
河
宏
文
氏
が
留
任

し
た
ほ
か
︑
塩
見
英
之
氏
が

新
た
に
就
任
し
た
︒
ま
た
︑

大
臣
官
房
長
に
は
黒
田
昌
義

氏
が
︑
大
臣
官
房
総
括
審
議

官
に
は
岡
野
ま
さ
子
氏
が
︑

道
路
局
長
に
は
沓
掛
敏
夫
氏

が
就
任
し
た
︒

　

物
流
・
自
動
車
局
関
係
で

は
︑
総
合
政
策
局
長
に
就
任

し
た
鶴
田
浩
久
氏
に
代
わ

り
︑
石
原
大
氏
が
局
長
に
就

任
︒
久
保
田
秀
暢
次
長
︑
木

村
大
大
臣
官
房
審
議
官
（
物

流
・
自
動
車
）︑
大
窪
雅
彦

大
臣
官
房
審
議
官
（
同
）
が

留
任
し
た
ほ
か
︑
原
田
修
吾

氏
が
新
た
に
大
臣
官
房
審
議

官
（
同
）
に
就
任
し
た
︒

・
略
歴

︻
国
土
交
通
事
務
次
官
︼

▽
水
嶋　

智
（
み
ず
し
ま
・
さ

と
る
）
氏　

昭
和
38
年
生
ま
れ
︑

京
都
府
出
身
︒
東
京
大
学
法
学

部
卒
業
︒
昭
和
61
年
運
輸
省
入

省
︒
海
事
局
長
︑
鉄
道
局
長
︑

大
臣
官
房
長
︑
国
土
交
通
審
議

官
な
ど
を
歴
任
︒

︻
国
土
交
通
審
議
官
︼

▽
塩
見　

英
之
（
し
お
み
・
ひ

で
ゆ
き
）
氏　

昭
和
41
年
生
ま

れ
︑
兵
庫
県
出
身
︒
早
稲
田
大

学
政
治
経
済
学
部
卒
業
︒
平
成

２
年
建
設
省
入
省
︒
住
宅
局
長
︑

不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
︑
総

合
政
策
局
長
な
ど
を
歴
任
︒

︻
大
臣
官
房
長
︼

▽
黒
田　

昌
義
（
く
ろ
だ
・
ま

さ
よ
し
）
氏　

昭
和
41
年
生
ま

れ
︑
愛
知
県
出
身
︒
一
橋
大
学

経
済
学
部
卒
業
︒
平
成
３
年
建

設
省
入
省
︒
大
臣
官
房
審
議
官

（
住
宅
局
担
当
）︑
国
土
政
策

局
長
な
ど
を
歴
任
︒

︻
大
臣
官
房
総
括
審
議
官
︼

▽
岡
野　

ま
さ
子
（
お
か
の
・

ま
さ
こ
）
氏　

昭
和
45
年
生
ま

れ
︑
東
京
都
出
身
︒
東
京
大
学

経
済
学
部
卒
業
︒
平
成
５
年
運

輸
省
入
省
︒
総
合
政
策
局
政
策

課
長
︑
大
臣
官
房
審
議
官
（
鉄

道
局
担
当
）
な
ど
を
歴
任
︒

︻
総
合
政
策
局
長
︼

▽
鶴
田　

浩
久
（
つ
る
た
・
ひ

ろ
ひ
さ
）
氏　

昭
和
42
年
生
ま

れ
︑
東
京
都
出
身
︒
東
京
大
学

法
学
部
卒
業
︒
平
成
２
年
運
輸

省
入
省
︒
自
動
車
局
長
︑
物
流

・
自
動
車
局
長
な
ど
を
歴
任
︒

︻
道
路
局
長
︼

▽
沓
掛　

敏
夫
（
く
つ
か
け
・

と
し
お
）
氏　

昭
和
42
年
生
ま

れ
︑
東
京
都
出
身
︒
京
都
大
学

工
学
部
卒
業
︒
平
成
３
年
建
設

省
入
省
︒
道
路
局
高
速
道
路
課

長
︑
大
臣
官
房
技
術
審
議
官
な

ど
を
歴
任
︒

︻
物
流
・
自
動
車
局
長
︼

▽
石
原　

大
（
い
し
は
ら
・
だ

い
）
氏　

昭
和
43
年
生
ま
れ
︑

神
奈
川
県
出
身
︒
東
京
大
学
法

学
部
卒
業
︒
平
成
４
年
運
輸
省

入
省
︒
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官

な
ど
を
歴
任
︒

︻
大
臣
官
房
審
議
官
︼

▽
原
田　

修
吾
（
は
ら
だ
・
し

ゅ
う
ご
）
氏　

昭
和
45
年
生
ま

れ
︑
福
岡
県
出
身
︒
東
京
大
学

法
学
部
卒
業
︒
平
成
６
年
運
輸

省
入
省
︒
九
州
運
輸
局
長
な
ど

を
歴
任
︒

 

学
識
者
交
え
取
り
ま
と
め

案
に
つ
い
て
議
論

第
４
回
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る

多
重
下
請
構
造
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
６
月
17

日
︑
第
４
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
に
お
け
る
多
重
下
請
構

造
検
討
会
﹂（
座
長
:
野
尻

俊
明
流
通
経
済
大
学
名
誉
教

授
）
を
開
催
︒
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
か
ら
は
︑
平
島
竜

二
副
会
長
（
適
正
取
引
委
員

長
）と
若
林
陽
介
理
事
長（
当

時
）
が
出
席
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
令
和
６
年

８
月
に
同
検
討
会
を
設
置
︒

こ
れ
ま
で
３
回
に
わ
た
り
︑

多
重
取
引
構
造
の
背
景
・
課

題
の
検
証
や
︑
そ
の
是
正
に

向
け
た
対
策
に
つ
い
て
議
論

を
重
ね
て
き
た
︒
今
回
は
︑

前
回
行
わ
れ
た
論
点
整
理
を

踏
ま
え
︑
事
務
局
が
作
成
し

た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お

け
る
多
重
下
請
構
造
検
討
会

と
り
ま
と
め
（
案
）﹂
に
つ
い

て
︑
学
識
者
を
交
え
議
論
︒

審
議
・
承
認
し
た
内
容
に
つ

い
て
は
︑
近
く
最
終
取
り
ま

と
め
を
公
表
予
定
と
し
た
︒

　

同
案
で
は
︑
多
重
取
引
構

造
の
是
正
に
向
け
た
今
後
の

政
策
の
方
向
性
と
し
て
︑
①

川
上
を
起
点
と
す
る
規
律
あ

る
取
引
環
境
の
形
成
︑
②
川

下
に
お
け
る
浄
化
作
用
の
強

化
︑
③
川
上
と
川
下
を
つ
な

ぐ
取
引
ル
ー
ト
の
拡
大
︑
④

荷
主
側
の
意
識
改
革
の
加
速

化
︱
︱
の
４
点
に
取
り
組
む

べ
き
と
述
べ
︑﹁
今
こ
そ
︑
官

民
を
挙
げ
て
健
全
な
競
争
環

境
を
実
現
す
る
と
き
で
あ

る
﹂
と
結
論
付
け
て
い
る
︒

 

令
和
６
年
度
補
正
予
算

「
中
小
物
流
事
業
者
の
労

働
生
産
性
向
上
事
業
（
テ

ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
等
導

入
等
支
援
）」
を
実
施

申
請
受
付
期
間

７
月
28
日
〜
９
月
30
日

　

国
土
交
通
省
は
６
月
23

日
︑
令
和
６
年
度
補
正
予
算

に
係
る
﹁
中
小
物
流
事
業
者

の
労
働
生
産
性
向
上
事
業

（
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー

等
導
入
等
支

援
）﹂
の
申
請

受
付
を
７
月

28
日
か
ら
開

 
ト
ラ
ッ
ク
搭
載
型
ク
レ
ー
ン

車
は
「
３
割
増
」国交

省
通
達

　

国
土
交
通
省
は
６
月
24

日
︑
標
準
的
運
賃
に
係
る
ト

ラ
ッ
ク
搭
載
型
ク
レ
ー
ン
車

の
割
増
率
に
つ
い
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
搭
載
型
ク
レ
ー
ン
輸
送
事

業
者
を
対
象
と
し
た
実
態
調

査
結
果
か
ら
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

搭
載
型
ク
レ
ー
ン
車
は
︑﹃
標

準
的
な
運
賃
﹄に
お
け
る﹃
小

型
車
（
２
㌧
ク
ラ
ス
）﹄︑﹃
４

㌧
ク
ラ
ス
﹄︑﹃
大
型
車
（
10

㌧
ク
ラ
ス
）﹄
の
﹃
３
割
増
﹄

と
な
る
﹂こ
と
を
通
達
し
た
︒

始
す
る
と
発
表
し
た
（
二
次

元
コ
ー
ド
）︒

　

同
事
業
は
︑
新
規
投
資
の

余
力
が
な
く
︑
経
営
環
境
が

厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
小
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
︑

荷
役
作
業
の
効
率
化
（
荷
役

時
間
の
短
縮
・
荷
役
負
担
の

軽
減
）
等
に
資
す
る
機
器
な

ど
の
導
入
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
も
の
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
７
月
28

日
㈪
~
９
月
30
日
㈫
（
※
補

助
金
申
請
額
が
予
算
額
を
超

過
し
た
場
合
︑
補
助
金
が
交

付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
）

で
︑
６
年
12
月
１
日
~
７
年

９
月
30
日
の
間
に
表
の
対
象

機
器
等
の
導
入
等
を
実
施
し

た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
等

に
対
し
︑
導
入
費
用
の
２
分

の
１
ま
た
は
６
分
の
１
を
支

援
す
る
︒

　

補
助
事
業
の
執
行
団
体
は

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
︑

後
日
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
詳
細
が
掲
載
さ
れ
る
︒

こ
れ
を
受
け
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
同
日
付
で
︑
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し

て
同
内
容
に
つ
い
て
会
員
事

業
者
へ
の
周
知
を
行
う
よ
う

通
知
し
た
︒

 

「
共
同
輸
配
送
や
帰
り
荷

確
保
等
の
た
め
の
デ
ー
タ
連

携
促
進
支
援
事
業
費
補
助

金
」
の
２
次
募
集
受
付
中

公
募
期
限
７
月
24
日
㈭

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
共
同
輸
配
送
や
帰
り
荷
確

保
等
の
た
め
の
デ
ー
タ
連
携

促
進
支
援
事
業
費
補
助
金
﹂

表�補助対象機器等
種類 補助対象事業

１. 車両の効
率化設備
の導入等
事業

①テールゲートリフター
②トラック搭載型クレーン
③トラック搭載用２段積みデッキ
④ダブル連結トラック

２. 業務効率
化事業

⑤予約受付システム
⑥ASNシステム 
⑦受注情報事前確認システム 
⑧パレット等管理システム 
⑨配車計画システム
⑩求貨求車システム
⑪運行・労務管理システム
⑫契約書電子化システム
⑬車両動態管理システム　※

３. 経営力強
化事業

⑭原価管理システム
⑮M&A・事業承継

４.人材確保・
育成事業

⑯人材採用活動 
⑰人材育成活動
⑱ 中型免許、大型免許、けん引免許およびフォークリフト運転資格 

※⑤～⑫いずれかのシステムとの同時導入（重複申請）が必要

経 産 省

第4回「トラック運送業における多重下請構造
検討会」（6月17日、経済産業省）

塩見　英之
国土交通審議官

沓掛　敏夫
道路局長

水嶋　智
国土交通事務次官

黒田　昌義
大臣官房長

岡野　まさ子
大臣官房総括審議官

石原　大
物流・自動車局長

鶴田　浩久
総合政策局長

原田　修吾
大臣官房審議官
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　あなたは、２車線の幹線道路を走行しています。自車と前
方のトラックの間には乗用車がいます。また隣の車線の後
方には二輪車が走行しています。この場面にはどのような
危険がありますか。また、危険を避けるためにはどのような
運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 177回〕「２車線の幹線道路」

（解説・5面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

答え合わせ答え合わせ

まちがいさがしまちがいさがし
　『広報とらっく』4月30日号掲載の「まちがい
さがし」の正解は、下記の30か所でした。正解
者の中から抽選で20名様に記念品をプレゼント
します。なお、当選者の発表は賞品の発送をも
って代えさせていただきます。多数のご応募あ
りがとうございました。

執
行
団
体
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
お
よ
び
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
リ
プ
ロ
サ
ー
ビ
ス

㈱
の
同
事
業
特
設
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を

参
照
︒

点
や
倉
庫
︑
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー

ミ
ナ
ル
等
の
物
流
施
設
等
に

お
い
て
︑
物
流
の
脱
炭
素
化

促
進
に
資
す
る
取
り
組
み
を

実
施
す
る
た
め
の
︑
水
素
お

よ
び
大
容
量
蓄
電
池
等
を
活

用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
電
気
の
利
用
に
必
要
な
設

備
や
︑
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
す
る
車
両
等
の
導

入
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
︒

　

公
募
期
間
は
︑
７
月
11
日

㈮
16
時
ま
で
（
必
着
）︒
詳

細
は
︑
特
設

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

参
照
︒

 

ド
ラ
イ
バ
ー
が
納
得
で
き
る

評
価
を
通
じ
て
職
場
改
善
へ

好
事
例
集
を
取
り
ま
と
め

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
も
雇
用

改
革　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
が
納
得
で
き
る
評
価
を
し

て
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ

く
り
好
事
例
集
﹂（
写
真
）

を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
評
価
に
関
す

る
実
態
を
把
握
す
る
た
め

に
︑
事
業
主
や
管
理
者
に
聞

き
取
り
調
査
を
実
施
︒
そ
こ

で
収
集
し
た
事
例
を
分
析

し
︑
評
価
に
関
す
る
事
例
を

中
心
に
取
り
ま
と
め
て
い
る
︒

　

同
事
例
集
は
︑
国
交
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
︒

 

７
月
1
日
か
ら
動
画
公
開

「
中
継
輸
送
」「
共
同
輸
送
」

「
配
送
ル
ー
ト
合
理
化
・
仕

分
け
作
業
効
率
化
」
の
３
本

　

国
土
交
通
省
は
７
月
１
日

か
ら
︑｢

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

に
資
す
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

効
率
化
の
取
組｣

の
調
査
結

果
と
し
て
︑﹁
中
継
輸
送
﹂︑

﹁
共
同
輸
送
﹂︑﹁
配
送
ル
ー

ト
合
理
化
・
仕
分
け
作
業
効

率
化
﹂
の
３
本
の
動
画
を
作

成
し
︑
国
交
省
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル（
二
次
元

コ
ー
ド
）
で
公

開
し
て
い
る
︒

　

同
動
画
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
効
率
化
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
効
果
を
定
量
的

に
示
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
や
荷
主
に
対
し
て
周
知

す
る
こ
と
に
よ
り
︑Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
削
減
に
資
す
る
効
率
的

な
輸
送
形
態
へ
の
転
換
を
促

進
す
る
と
と
も
に
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間

短
縮
や
荷
役
作
業
の
負
担
軽

減
等
の
﹁
働
き
方
改
革
﹂
に

資
す
る
取
り
組
み
の
観
点
か

ら
︑
同
３
テ
ー
マ
が
有
効
で

あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
︒

 

「
物
流
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
装

支
援
事
業
」
の
公
募
を
開
始

７
月
17
日
17
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
物
流
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実

装
支
援
事
業
﹂
の
公
募
を
行

っ
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
我
が
国
の
物

流
分
野
に
お
け
る
担
い
手
不

足
や
労
働
生
産
性
の
抜
本
的

な
改
善
・
改
革
を
目
的
に
︑

デ
ジ
タ
ル
技
術
等
に
よ
る
物

流
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
物
流

Ｄ
Ｘ
）
の
実
現
を
加
速
さ
せ

る
た
め
︑
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
の
創
出
を
図
る
と
と
も
に
︑

実
証
に
よ
り
課
題
・
具
体
的

な
手
順
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
︑
物
流
Ｄ
Ｘ
の
社
会
実

装
を
図
る
も
の
︒
国
内
物
流

分
野
に
お
け
る
課
題
を
特
定

  

中
継
輸
送
拠
点
﹃
コ
ネ
ク

ト
エ
リ
ア
﹄
の
新
拠
点
が
２

か
所
開
設

「
東
名
浜
松
西
」と「
静
岡
」

６
月
１
日
か
ら
事
業
開
始

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
６
月

１
日
か
ら
︑
東
名
高
速
道
路

（
Ｅ
１
東
名
）
の
浜
松
西
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

付
近
に
遠
州
ト
ラ
ッ
ク
㈱
と

連
携
し
﹁
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア

東
名
浜
松
西
﹂
を
︑
静
岡
市

内
の
国
道
１
号
岡
部
バ
イ
パ

ス
沿
い
に
︑
遠
州
ト
ラ
ッ
ク

お
よ
び
㈲
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
と

連
携
し
︑﹁
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア

静
岡
﹂
を
開
業
し
た
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
は
︑

遠
州
ト
ラ
ッ
ク
と
共
同
で
︑

長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
環
境
・
働
き
方
の

改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
︑
中
継
輸
送
拠
点
﹁
コ

ネ
ク
ト
エ
リ
ア
浜
松
﹂
を
運

営
し
て
い
る
が
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
中
日
本
で
は
︑
今
回
の
新

拠
点
２
か
所
の
開
業
に
よ
り
︑

﹁
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
﹂
の
駐

車
バ
ー
ス
数
が
３
割
増
強
さ

れ
る
こ
と
で
深
夜
時
間
帯
の

飽
和
状
態
が
緩
和
さ
れ
る
と

と
も
に
︑
３
拠
点
の
相
互
利

用
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
︑

円
滑
・
的
確
な
中
継
輸
送
に

対
応
が
可
能
に
な
る
と
し
て

い
る
︒
な
お
︑
利
用
事
業
者

を
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
の
公
式

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
か
ら

募
集
し
て
い

る
︒

　

新
た
な
２
拠
点
の
概
要
は
次
の

通
り
︒

〇 「
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
東
名
浜
松
西
」

・ 

所
在
地
:
静
岡
県
浜
松
市
中

央
区
湖
東
町
５
７
２
０
（
遠
州

ト
ラ
ッ
ク
㈱
浜
松
営
業
所
内
︑

東
名
・
浜
松
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
約

１
㌔
㍍
）

・ 

駐
車
ス
ペ
ー
ス
:
４
バ
ー
ス

（
幅
３
・
５
㍍
×
全
長
17
㍍
）

・ 

中
継
方
式
:
乗
り
替
え
方

式
︑
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
方
式
︑

ト
レ
ー
ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
方
式

・ 

対
象
車
種
:
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ

ー
ま
で

・ 

営
業
時
間
:
24
時
間

・ 

事
業
者
:
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日

本
・
遠
州
ト
ラ
ッ
ク
㈱

〇「
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
静
岡
」

・ 

所
在
地
:
静
岡
県
静
岡
市
駿

河
区
宇
津
ノ
谷
９
４
２
（
静
岡

市
物
流
団
地
協
同
組
合
内
︑

新
東
名
・
藤
枝
岡
部
Ｉ
Ｃ
か

ら
約
８
㌔
㍍
︑
東
名
・
焼
津

Ｉ
Ｃ
か
ら
約
８
㌔
㍍
）

・ 

駐
車
ス
ペ
ー
ス
:
６
バ
ー
ス

（
幅
３
・
５
㍍
×
全
長
17
㍍
）

※
１
バ
ー
ス
予
備
あ
り

・ 

中
継
方
式
:
乗
り
替
え
方

式
︑
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
方
式
︑

ト
レ
ー
ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
方
式

・ 

対
象
車
種
:
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ

ー
ま
で

・ 

営
業
時
間
:
24
時
間

・ 

事
業
者
:
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日

本
・
遠
州
ト
ラ
ッ
ク
㈱
・
㈲
マ

ー
キ
ュ
リ
ー

︹
参
考　

既
存
拠
点
の
概
要
︺

〇「
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
浜
松
」

・ 

所
在
地
:
静
岡
県
浜
松
市
浜

名
区
都
田
町
３
９
２
８
（
新
東

名
・
浜
松
Ｓ
Ａ
下
り
線
隣
接

地
︑
新
東
名
・
浜
松
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
か
ら
２
㌔
㍍
）

・ 

駐
車
ス
ペ
ー
ス
:
30
バ
ー
ス

（
幅
４
・
０
㍍
×
全
長
20
㍍
︑

同
４
・
０
㍍
×
同
26
㍍
）
※
２

バ
ー
ス
予
備
あ
り

・ 

中
継
方
式
:
乗
り
替
え
方

式
︑
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
方
式
︑

ト
レ
ー
ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
方
式

・ 

対
象
車
種
:
全
車
種

・ 

営
業
時
間
:
24
時
間

・ 

事
業
者
:
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日

本
・
遠
州
ト
ラ
ッ
ク
㈱

し
︑
当
該
課
題
に
対
し
て
先

進
性
を
有
し
︑
か
つ
社
会
実

装
に
資
す
る
実
効
性
の
高
い

解
決
策
を
提
案
し
た
者
が
︑

実
証
を
通
じ
た
調
査
を
実
施

し
︑
そ
の
事
業
の
効
果
や
課

題
︑
社
会
実
装
に
向
け
た
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
取
り
ま
と

め
る
︒

　

実
施
主
体
は
︑
①
物
流
サ

ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
を
含
む

共
同
提
案
体
︑
②
物
流
分
野

に
お
い
て
先
端
的
技
術
の
活

用
を
行
お
う
と
す
る
事
業
者

等
（
単
独
ま
た
は
共
同
）︒

公
募
期
間
は
︑
７
月
17
日
㈭

17
時
ま
で（
必
着
）︒詳
細
は
︑

同
事
業
専
用

サ
イ
ト
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
省
エ
ネ
化

推
進
事
業
」
申
請
を
受
付

１
次
公
募
締
切
は

７
月
14
日
16
時
ま
で

　

経
済
産
業
省
で
は
︑
国
土

交
通
省
と
連
携
し
て
令
和
７

年
度
﹁
運
輸
部
門
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
合
理
化
・
非
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
推
進
事
業
費

補
助
金
（
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
省

エ
ネ
化
推
進
事
業
）﹂（
補
助

事
業
）
の
申
請
受
付
を
行
っ

て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
と
荷
主
等
と
が
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
を
要
件
と
し

て
︑
①
車
両
動
態
管
理
シ
ス

テ
ム
︑
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム

等
︑
配
車
計
画
シ
ス
テ
ム
お

よ
び
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
連
携
ツ
ー
ル
の
導

入
︑
②
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
お
よ
び
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ

ン
テ
ナ
車
両
の
導
入
︱
︱
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
︑
輸
送
効

率
化
を
通
じ
た
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
削
減
効
果
を
実
証
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る

も
の
︒
補
助
の
概
要
は
表
の

通
り
︒
公
募
予
算
額
は
︑
１

次
公
募
約
25
・
５
億
円
︑
２

次
公
募
約
10
・
０
億
円
︒

　

申
請
期
間
は
︑
１
次
公
募

は
７
月
14
日
㈪
16
時
ま
で
︒

２
次
公
募
は
︑
７
月
28
日
㈪

14
時
~
８
月

８
日
㈮
16
時

ま
で
︒

　

詳
細
は
︑

 

自
動
運
転
車
両
を
巡
る
現

行
の
方
策
・
現
状
の
課
題

等
を
議
論

合
同
小
委
員
会
を
開
催

　

国
土
交
通
省
は
６
月
23

日
︑
第
１
回
﹁
交
通
政
策
審

議
会
陸
上
交
通
分
科
会
自
動

車
部
会
・
交
通
体
系
分
科
会

物
流
部
会
合
同
小
委
員
会
﹂

（
座
長
:
塩
路
昌
宏
京
都

大
学
名
誉
教
授
）
を
開
催
し

た
︒

　

同
小
委
員
会
は
︑
近
年
の

自
動
車
運
送
事
業
に
お
け
る

担
い
手
不
足
へ
の
対
応
を
強

化
す
る
た
め
︑
自
動
車
運
送

事
業
間
の
連
携
︑
自
動
運
転

車
両
・
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
適

正
な
活
用
等
に
向
け
た
道
路

運
送
や
物
資
流
通
に
関
連
す

る
各
種
制
度
の
見
直
し
を
行

う
べ
く
︑設
置
さ
れ
た
も
の
︒

﹁
自
動
運
転
車
両
等
の
さ
ら

な
る
活
用
に
向
け
た
制
度
整

備
﹂
や
﹁
協
業
化
を
通
じ
た

効
率
化
・
省
力
化
﹂︑﹁
道
路

運
送
業
に
お
け
る
仲
介
等
の

適
正
化
・
効
率
化
﹂
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
（
別

掲
）︒

　

同
委
員
会
で
は
今
後
︑
数

度
の
議
論
を
経
て
︑
道
路
運

送
や
物
資
流
通
に
関
連
す
る

各
種
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
議
論
を
実
施
︒
一
定
の
方

向
性
を
整
理
の
上
で
︑
年
内

に
開
催
予
定
の
第
２
回
自
動

車
部
会
・
物
流
部
会
合
同
会

議
に
報
告
す
る
予
定
︒

 

「
新
技
術
活
用
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
輸
送
効
率
化
・

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
推

進
事
業
」
の
募
集
を
開
始

９
月
30
日
16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
新
技
術
活
用
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
輸
送
効
率
化
・

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
推

進
事
業
﹂（
補
助
事
業
）
の

募
集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
陸
上
運
輸
部

門
に
お
け
る
さ
ら
な
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
や
非
化
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
に
向
け
て
︑

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
複

数
の
事
業
者
が
共
同
で
取
り

組
む
実
証
に
対
し
て
支
援
を

行
う
も
の
︒
補
助
対
象
経
費

は
︑
①
発
荷
主
・
輸
送
事
業

者
・
着
荷
主
等
の
事
業
者
間

に
お
け
る
輸
送
情
報
等
の
連

携
に
あ
た
り
必
要
な
共
通
シ

ス
テ
ム
に
要
す
る
経
費
︑
②

共
通
シ
ス
テ
ム
と
情
報
連
携

す
る
輸
送
効
率
化
機
器
の
導

入
に
よ
り
輸
送
計
画
全
体
の

最
適
な
実
証
に
要
す
る
経

費
︑
③
共
通
シ
ス
テ
ム
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
Ｅ
Ｖ

（
電
気
）
ト
ラ
ッ
ク
や
Ｆ
Ｃ

Ｖ
（
燃
料
電
池
）
ト
ラ
ッ
ク

へ
の
充
電
・
充
填
タ
イ
ミ
ン

グ
等
の
最
適
化
実
現
に
向
け

た
実
証
に
要
す
る
経
費
︒
補

助
率
は
︑
い
ず
れ
も
補
助
対

象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
︒

　

公
募
期
間
は
︑
９
月
30
日

㈫
16
時
ま
で
（
１
次
=
７
月

10
日
㈭
16
時
必
着
︑
２
次
=

８
月
21
日
㈭
16
時
必
着
︑
３

次
=
９
月
30

日
㈫
16
時
必

着
）︒
詳
細

は
︑
同
事
業

特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

Ａ
Ｓ
Ｖ
の
導
入
に
対
す
る
支

援
を
実
施

令
和
７
年
度
「
事
故
防
止

対
策
支
援
推
進
事
業
」

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
７
年
度
﹁
事
故
防
止
対

策
支
援
推
進
事
業
﹂
に
係
る

補
助
金
の
申
請
受
付
を
行
っ

て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
自
動
車
運

送
事
業
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止
の
観
点
か
ら
︑
先
進
安

全
自
動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
の
導

入
等
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
た
め
︑
要
件
を
満
た
し
た

事
業
者
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
同
事
業
を
実
施
し

て
い
る
︒

　

補
助
対
象
事
業
者
は
︑
①

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
︑
特
定
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
者
な
ど
の
自
動
車
運
送

事
業
者
（
中
小
企
業
者
）︑

②
リ
ー
ス
事
業
者
︒
補
助
事

業
の
概
要
は
表
の
通
り
︒

　

申
請
受
付
窓
口
は
︑（
公

財
）
日
本
自
動
車
輸
送
技
術

協
会
︒
申
請
受
付
期
間
は
︑

令
和
８
年
１
月
30
日
ま
で
︒

　

詳
細
は
︑
同
協
会
申
請
ポ

ー
タ
ル
サ
イ

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

参
照
︒

 

次
期
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
て

重
要
施
策
等
案
を
検
討

第
１
回
「
自
動
車
運
送
事
業

安
全
対
策
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
６
月
25

日
︑令
和
７
年
度
第
１
回
﹁
自

動
車
運
送
事
業
安
全
対
策
検

討
会
﹂（
座
長
:
酒
井
一
博

︹
公
財
︺
大
原
記
念
労
働
科

学
研
究
所
主
管
研
究
員
）
を

開
催
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
３
年
３
月

に
策
定
し
た
﹁
事
業
用
自
動

車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２

５
﹂
に
基
づ
き
︑﹁
７
年
ま
で

に
事
業
用
自
動
車
の
24
時
間

死
者
数
を
年
間
２
２
５
人
以

下
﹂︑﹁
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
﹂
等

の
目
標
を
掲
げ
︑
関
係
者
一

丸
と
な
っ
て
事
故
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
る
︒
同
検
討
会

で
は
︑
６
年
を
含
め
た
最
近

の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
を

確
認
す
る
と
と
も
に
︑
次
期

プ
ラ
ン
に
お
け
る
重
点
施
策

等
に
つ
い
て
議
論
す
る
︒

　

６
年
中
に
発
生
し
た
交
通

事
故
全
体
の
件
数
（
人
身
事

故
件
数
）は
29
万
８
９
５
件
︑

そ
の
う
ち
事
業
用
自
動
車
の

交
通
事
故
件
数
は
２
万
２
６

２
３
件
︑
ト
ラ
ッ
ク
は
１
万
３

５
４
０
件
と
︑
元
年
と
比
較

し
て
６
年
は
軽
貨
物
以
外
の

全
モ
ー
ド
に
お
い
て
交
通
事

故
件
数
が
減
少
し
た
︒
一
方

で
︑
事
業
用
自
動
車
に
よ
る

６
年
の
飲
酒
運
転
事
故
件
数

は
38
件
で
︑
そ
の
う
ち
35
件

が
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
事
故
で

あ
っ
た
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
６
年
の
事
故
類
型
別
事
故

件
数
で
は
︑﹁
追
突
﹂
が
全

体
の
約
４
割
に
あ
た
る
５
４

４
２
件
発
生
し
て
お
り
︑
追

突
に
よ
る
死
亡
事
故
も
38
件

発
生
し
て
い
る
︒

　

同
検
討
会
で
は
今
後
︑
次

期
プ
ラ
ン
案
を
作
成
し
︑﹁
事

業
用
自
動
車
に
係
る
総
合
的

安
全
対
策
検
討
委
員
会
﹂
に

対
し
て
意
見
を
照
会
︒
８
年

春
を
め
ど
に
︑
同
委
員
会
に

お
い
て
次
期
プ
ラ
ン
を
決
定

す
る
予
定
︒

 

令
和
７
年
度
「
物
流
脱
炭

素
化
促
進
事
業
」
２
次
公

募
を
実
施

７
月
11
日
㈮
16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
７
月
11

日
ま
で
︑
令
和
７
年
度
﹁
物

流
脱
炭
素
化
促
進
事
業
﹂（
補

助
事
業
）
の
２
次
公
募
を
受

け
付
け
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
地
域
の
集
配
拠

表　【補助事業の概要】先進安全自動車（ASV）の導入に対する支援※１
◯補助対象装置等

補助対象装置 補助対象車両 補助率 補助限度額※２※３
衝突被害軽減ブレーキ
（歩行者検知機能付き）

・ 車両総重量 3.5㌧超の
トラック

2
分
の
1

100,000 円※４

車間距離制御装置
＋車線維持支援制御装置 ・トラック 100,000 円

ドライバー異常時対応システム ・トラック 100,000 円
先進ライト ・トラック 100,000 円

側方衝突警報装置 ・ 車両総重量 3.5㌧超　 
8㌧以下のトラック 50,000 円

後側方接近車両注意喚起装置 ・ 車両総重量 3.5㌧超の
トラック 50,000 円

アルコール・インターロック ・トラック 100,000 円

事故自動通報システム ・トラック （後付け以外）50,000 円
（後付け）30,000 円

車輪脱落予兆検知装置 ・ 車両総重量 8㌧以上の
トラック 50,000 円

道路標識注意喚起装置 ・トラック 30,000 円
※１　令和 7年 4月 1日以降に導入（新車新規登録）したものが補助対象となる。
※２　 事故自動通報システムの後付けのものについてはサブスクリプションによる導入も可とし、その場合の補助対象経

費は「契約期間分の料金（初回契約分として一括払いした額に限る）」とし、補助上限額は 1か月分の料金× 12か
月× 1/2（中小企業以外の場合は× 1/3）とする。

※３　1車両当たり複数の装置を装着する場合にあっては、1車両当たり上限　トラック：200,000 円とする。
※４　トラクタに備えるものであって、当該トラクタとともにトレーラを導入する場合の補助限度額は150,000円とする。

主な検討事項案
【自動運転車両等の更なる活用に向けた制度整備】
・�旅客・物流分野での自動運転車両の普及に向け
た、自動運転車両の導入促進に資する仕組み
・�物流分野での革新車両等の普及に向けた、革新
車両等に適した物流拠点の整備促進に資する仕
組み
・�将来的な自動運転車両の普及を見据えた、事故
再発防止策等の安全性を高める仕組み

【協業化を通じた効率化・省力化】
・�深刻な担い手不足や収支状況の悪化を踏まえ、
担い手等のリソースを複数事業者間で共有する
など協業化を促す仕組み

【道路運送業における仲介等の適正化・効率化】
・�タクシー配車アプリによる仲介やトラック事業
における多重取引構造などに関連して、円滑・
適正な事業実施を可能とするための仕組み

表

トラック運送業も雇用改革

好事例集

トラックドライバーが

納得できる評価をして

働きがいのある職場づくり
ヘ ヘ

大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
同
士
が
関
東
、
関
西
か
ら
相
互
に
出
発
し
、
中
継
輸
送
拠
点

で
シ
ャ
ー
シ
を
交
換
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
発
地
へ
向
け
て
輸
送
す
る
「
ト
レ
ー

ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
方
式
」
中
継
輸
送
の
様
子
（
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
浜
松
）

システム・車両種類ごとの補助率・補助金上限額・上限台数
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

Ⓐの絵と異なる箇所30か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】  ⒶⒷ2つの絵には30か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵
便はがきに貼ってお送りください。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報
とらっく』に対するご意見、ご感想もお書きください。正解者の中から抽せんで20
名様に記念品を差し上げます。

【締め切り】  令和7年7月31日㈭（当日消印有効）

【宛て先】  〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目２番地５ 全日本トラック総合会館
  （公社）全日本トラック協会 広報部

【 発 表 】  当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。「まちがいさがし」の正
解は、8月５日号（予定）の本紙に掲載予定です。皆様のご応募をお待ちしています。
※ ご記載いただきました個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本トラッ
ク協会 個人情報保護方針」に準じます。

まちがいさがしまちがいさがし
30か所みつけられるかな？30か所みつけられるかな？

「流れるプール」テーマ「流れるプール」テーマ

ほっと一息ほっと一息

Ａ

Ｂ

【作画】前川しんすけ

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜運転免許編〜
	 【解 答】3面に問題

❶	×（法第64条の2第1項）16
歳未満の者は、特定小型原動
機付自転車を運転することが
できない。

❷	×（法第85条第1項）第一
種の運転免許に小型免許はな
い。

❸	×（法第85条第2項）大型
特殊は運転できない。

❹	○（法第95条第1項）免許

を受けた者は、自動車等を運
転するときは、当該自動車等に
係る免許証を携帯していなけ
ればならない。

❺	○（法第95条第2項）自動車
等を運転中、警察官から免許
証の提示を求められたときは、
免許証を掲示しなければなら
ない。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
４
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①自車の前方にトラックが走行している時は、ドライバー
の視線は前方のトラックに向いてしまいがちになり、直
前の乗用車の見落としに繋がります。前方のトラックが
スピードを上げた際、自車もスピードを上げたりして、
直前の乗用車に追突する事故が発生しています。自車
と前方のトラックの間に乗用車が走行している時は、意
識的に車間距離をしっかりとっておきましょう。また、青
信号で発進する時にも、直近の乗用車を見落としがち
になります。遠くだけでなく、自車の直前にもしっかり注
意を向けてください。

②前方にトラックが走行しているため、前方の状況がはっ
きりわかりません。漫然と運転していると、減速した前
車に対応できず、追突する危険があります。特にトラッ
クのアイポイントが高いことから、車間距離が空いてい
ると錯覚して、知らず知らずのうちに車間距離を詰める
傾向があります。トラックが車間距離を詰めてくると、一
般ドライバーには「あおり運転」と誤解されるおそれも
あります。前車との車間距離はしっかり確保してくださ
い。

③この場面では、ミラーに二輪車が映っています。乗用車
を追い越そうと安易に車線変更した場合、後方から走
行してきた二輪車と衝突する危険があります。二輪車
は車体が小さいことから、見落としやすいだけでなく、

①前方のトラックに注意が偏り、直前の乗用車
を見落として衝突する危険があります（図１）。
②減速した乗用車に追突する危険があります
（図2）。
③乗用車を追い越そうと車線変更した際に、走
行してきた二輪車と衝突する危険があります
（図3）。

　あなたは、２車線の幹線道路を走行し
ています。自車と前方のトラックの間には
乗用車がいます。また隣の車線の後方に
は二輪車が走行しています。この場面に
はどのような危険がありますか。また、危
険を避けるためにはどのような運転をす
ればよいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

スピードも正確に判断することは困難です。また、
二輪車はバランスを崩しやすく転倒の危険もあ
るので、車線変更時、ミラーに二輪車を確認した
時はその動静をしっかり見きわめましょう。

中央分離帯

中央分離帯

中央分離帯

て
い
る
︒

　

調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い

て
は
︑
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

「
価
格
交
渉
講
習
会
」
を

全
国
47
都
道
府
県
で
開
催

価
格
交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

習
得
へ

　

中
小
企
業
庁
は
６
月
23

日
︑
全
国
の
中
小
企
業
者
が

実
践
で
活
用
で
き
る
価
格
交

渉
の
基
礎
知
識
や
交
渉
の
ポ

イ
ン
ト
を
習
得
で
き
る
﹁
価

格
交
渉
講
習
会
﹂
を
︑
全
国

47
都
道
府
県
で
開
催
す
る
と

発
表
し
た
︒

　

価
格
交
渉
講
習
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
︑
第
１

講
座
で
は
﹁
価
格
交
渉
・
価

格
転
嫁
﹂
に
関
す
る
基
礎
知

識
（
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁

の
最
新
動
向
を
踏
ま
え
た
︑

基
礎
知
識
の
講
座
）
を
︑
第

２
講
座
で
は
︑
成
功
事
例
か

ら
学
ぶ
﹁
価
格
交
渉
・
価
格

転
嫁
﹂
の
ポ
イ
ン
ト
（
価
格

交
渉
・
価
格
転
嫁
を
行
っ
て

い
る
企
業
の
経
営
者
等
を
招

き
︑
実
際
の
事
例
を
交
え
て

課
題
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
）
な
ど
︒
ま
た
︑
特
別
講

座
と
し
て
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
考
え
る
取
引
適

正
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

業
界
全
体
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
取
り
組
む
重
要

性
や
︑
上
流
企
業
に
お
け
る

視
点
や
事
例
な
ど
を
交
え
て

情
報
を
提
供
す
る
︒

　

な
お
︑
開
催
地
域
に
よ
っ

て
は
︑
講
習
会
終
了
後
に
︑

自
社
の
課
題
を
相
談
で
き
る

個
別
相
談
会
や
︑
同
じ
悩
み

を
抱
え
る
参
加
者
同
士
で
︑

交
流
で
き
る
意
見
交
換
会
を

実
施
す
る
︒

　

開
催
日
程
・
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
︑

﹁
適
正
取
引

支
援
サ
イ
ト
﹂

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
参
照
︒

 

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補

助
事
業
（
一
般
型
）
第
３
回

公
募
要
領
を
公
開

８
月
上
旬
申
請
受
付
開
始

　

中
小
企
業
庁
は
６
月
27

日
︑
中
小
企
業
省
力
化
投
資

補
助
事
業
（
一
般
型
）
の
第

３
回
公
募
要
領
を
公
開
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
自
動
化
・
高
度
化
や
ロ
ボ

ッ
ト
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
︑

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
等
︑

中
小
企
業
等
の
個
別
の
現
場

の
設
備
や
事
業
内
容
等
に
合

わ
せ
た
設
備
導
入
・
シ
ス
テ

ム
構
築
等
の
多
様
な
省
力
化

投
資
を
促
進
す
る
事
業
︒
８

月
上
旬
に
申
請
受
付
を
開

始
︑
８
月
下
旬
に
申
請
締
切

の
予
定
︒

　

な
お
︑
申
請
に
は
﹁
Ｇ
ビ

ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ
ム
ア
カ
ウ
ン

ト
﹂
の
取
得
が
必
要
︒

　

詳
細
は
︑
中
小
企
業
省
力

化
投
資
補
助

事
業
事
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

親
事
業
者
で
１
３
２

１
件
の
違
反
行
為
を

確
認

令
和
６
年
度
に
お
け
る

下
請
法
に
基
づ
く
取
り
組
み

　

中
小
企
業
庁
と
公
正
取
引

委
員
会
は
６
月
11
日
︑
令
和

６
年
度
に
お
け
る
下
請
代
金

支
払
遅
延
等
防
止
法
に
基
づ

く
取
り
組
み
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

中
企
庁
で
は
６
年
度
︑
親

事
業
者
５
・
５
万
者
︑
当
該

事
業
者
と
取
引
を
行
う
下
請

事
業
者
24
万
者
に
対
し
て
︑

﹁
下
請
事
業
者
等
に
対
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
﹂を
実
施
︒

そ
の
結
果
︑
親
事
業
者
に
対

す
る
調
査
に
お
い
て
︑
下
請

法
違
反
の
お
そ
れ
の
あ
る
５

８
０
１
者
に
対
し
て
︑
是
正

等
を
求
め
る
注
意
喚
起
文
書

を
発
出
し
た
︒

　

ま
た
︑
同
調
査
や
︑
下
請

事
業
者
か
ら
の
申
告
な
ど
様

々
な
端
緒
情
報
を
踏
ま
え
︑

下
請
法
違
反
の
可
能
性
が
あ

る
親
事
業
者
に
対
し
立
入
検

査
を
実
施
︒
６
年
度
は
︑
７

０
３
者
の
親
事
業
者
へ
の
立

入
検
査
を
行
っ
た
結
果
︑
１

３
２
１
件
の
違
反
行
為
を
確

認
し
︑
５
８
４
者
に
対
し
て

改
善
指
導
を
実
施
︒
こ
の
う

ち
１
件
に
つ
い
て
は
公
取
委

に
対
す
る
措
置
請
求
を
行

い
︑
公
取
委
よ
り
下
請
法
順

守
体
制
の
整
備
等
に
対
す
る

勧
告
が
な
さ
れ
た
︒
違
反
行

為
の
内
容
と
し
て
は
︑
禁
止

行
為
の
違
反
と
し
て
﹁
支
払

遅
延
﹂
１
８
９
件
︑﹁
下
請

代
金
の
減
額
﹂１
３
９
件
︑﹁
買

い
た
た
き
﹂
１
０
６
件
が
認

め
ら
れ
︑
改
善
指
導
の
対
象

と
な
っ
た
︒

　

中
企
庁
と
公
取
委
で
は
︑

下
請
法
の
執
行
に
あ
た
っ
て

は
厳
正
に
対
処
し
て
い
く
と

し
て
い
る
︒

「
公
正
な
取
引
慣
行
の

推
進
」
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
む

令
和
６
年
度
年
次
報
告
を

国
会
に
提
出

　

公
正
取
引
委
員
会
は
６
月

13
日
︑
令
和
６
年
度
﹁
公
正

取
引
委
員
会
年
次
報
告
﹂
を

取
り
ま
と
め
︑
国
会
に
提
出

し
た
︒

　

同
報
告
の
概
要
は
次
の
通

り
︒

①
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の

積
極
的
排
除

　

公
取
委
で
は
︑
国
民
生
活

に
影
響
の
大
き
い
価
格
カ
ル

テ
ル
︑
入
札
談
合
お
よ
び
受

注
調
整
︑
中
小
事
業
者
等
に

不
当
に
不
利
益
を
も
た
ら
す

優
越
的
地
位
の
濫
用
お
よ
び

不
当
廉
売
な
ど
︑
社
会
的
ニ

ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
多

様
な
事
件
に
厳
正
か
つ
積
極

的
に
対
処
︒
６
年
度
は
︑
排

除
措
置
命
令
21
件
お
よ
び
確

約
計
画
の
認
定
３
件
の
計
24

件
の
法
的
措
置
を
実
施
し

た
︒
ま
た
︑
警
告
を
行
っ
た

事
案
が
８
件
あ
っ
た
︒

②
公
正
な
取
引
慣
行
の
推
進

　

独
占
禁
止
法
上
の
不
公
正

な
取
引
方
法
に
該
当
す
る
優

越
的
地
位
の
濫
用
行
為
が
行

わ
れ
な
い
よ
う
監
視
を
行
う

と
と
も
に
︑
独
禁
法
に
違
反

す
る
行
為
に
は
厳
正
に
対

処
︒
ま
た
︑
中
小
企
業
庁
と

協
力
し
︑
親
事
業
者
お
よ
び

こ
れ
ら
と
取
引
し
て
い
る
下

請
事
業
者
を
対
象
と
し
て
定

期
的
な
調
査
を
実
施
す
る
な

ど
︑
下
請
法
違
反
行
為
の
発

見
に
努
め
て
い
る
︒
６
年
度

は
︑
親
事
業
者
９
万
名
お
よ

び
こ
れ
ら
と
取
引
し
て
い
る

下
請
事
業
者
33
万
名
を
対
象

に
定
期
調
査
を
行
い
︑
下
請

法
に
基
づ
き
21
件
の
勧
告
を

行
う
と
と
も
に
︑
８
２
３
０

件
の
指
導
を
行
っ
た
︒

事
業
者
に
対
し
「
配
偶

者
手
当
」
の
在
り
方
に

関
す
る
労
使
間
で
の
協

議
を
呼
び
か
け

扶
養
基
準
引
上
げ
に
伴
い

　

働
く
意
欲
の
あ
る
す
べ
て

の
人
が
︑
そ
の
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
社
会
の
形
成

が
必
要
と
な
る
中
︑
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
で
働
く
配
偶
者

の
就
業
調
整
に
繋
が
る
﹁
配

偶
者
手
当
﹂（
配
偶
者
の
収

入
要
件
が
あ
る
配
偶
者
手

当
）
に
つ
い
て
は
︑
配
偶
者

の
働
き
方
に
中
立
的
な
制
度

と
な
る
よ
う
見
直
し
を
進
め

る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
︒

　

配
偶
者
手
当
は
︑
社
会
保

障
制
度
と
と
も
に
︑
女
性
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
就
業

調
整
の
要
因
と
な
っ
て
い
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
︑

ま
た
令
和
７
年
度
税
制
改
正

に
お
い
て
︑
所
得
税
制
に
お

け
る
扶
養
基
準
が
１
０
３
万

円
か
ら
１
２
３
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
︑

厚
生
労
働
省
で
は
︑
事
業
者

に
対
し
︑
従
業
員
の
配
偶
者

が
扶
養
の
範
囲
内
で
あ
っ
て

も
収
入
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
︑

税
制
だ
け
で
な
く
配
偶
者
手

当
の
見
直
し
も
重
要
で
あ
る

と
し
︑
企
業
の
実
情
も
踏
ま

え
︑
労
使
間
で
配
偶
者
手
当

の
在
り
方
に
つ
い
て
真
摯
な

話
し
合
い
を
行
う
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒

　

詳
細
は
厚
労
省
﹁
企
業
の

配
偶
者
手
当

の
在
り
方
の

検
討
﹂
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

令
和
６
年
度
「
過
労
死
等

の
労
災
補
償
状
況
」
を
公

表
請
求
・
支
給
決
定
件
数
と
も

道
路
貨
物
運
送
業
が
最
多

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
25

日
︑
令
和
６
年
度
﹁
過
労
死

等
の
労
災
補

償
状
況
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
取
り
ま
と

め
︑
公
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
過
労
死

等
に
関
す
る
請
求
件
数
は
４

８
１
０
件
と
︑
前
年
度
比
２

１
２
件
の
増
加
︒
支
給
決
定

件
数
は
１
３
０
４
件
で
︑
同

１
９
６
件
増
と
大
幅
に
増
加

し
た
︒

　

業
務
災
害
に
係
る
脳
・
心

臓
疾
患
に
関
す
る
事
案
の
労

災
補
償
状
況
に
つ
い
て
は
︑

請
求
件
数
・
支
給
決
定
件
数

と
も
に
道
路
貨
物
運
送
業

（
業
種
別
中
分
類
）
が
最
多

で
︑
請
求
が
１
５
５
件
︑
支

給
決
定
が
76
件
だ
っ
た
︒
職

種
別
で
も
︑
請
求
・
支
給
決

定
件
数
と
も
に
自
動
車
運
転

従
事
者
が
１
６
３
件
︑
72
件

と
︑
最
も
多
か
っ
た
︒

 

化
学
物
質
管
理
の
相
談
窓

口
を
開
設

相
談
は
無
料

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
労
働

安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
化
学

物
質
管
理
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
る
︒

　

同
窓
口
で
は
︑
ラ
ベ
ル
・

Ｓ
Ｄ
Ｓ
・
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
は
じ
め
︑
政
省
令
改

正
に
よ
る
﹁
新
た
な
化
学
物

質
規
制
﹂
に
関
す
る
内
容
の

質
問
に
答
え
る
︒
相
談
は
無

料
だ
が
︑
別
途
通
話
料
が
か

か
る
︒

　

労
働
安
全
衛
生
法
の
関
係

政
省
令
改
正
の
主
な
概
要

は
︑
次
の
通
り
︒

① 

化
学
物
質
を
製
造
・
取
り

扱
う
労
働
者
へ
の
適
切
な

保
護
具
の
使
用

② 

ラ
ベ
ル
・
Ｓ
Ｄ
Ｓ
・
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
義
務
対

象
物
質
の
大
幅
増
加

③ 

労
働
者
が
ば
く
露
さ
れ
る

程
度
を
濃
度
基
準
値
以
下

ま
た
は
最
小
限
度
に
す
る

義
務

④ 

自
律
的
な
管
理
に
向
け
た

実
施
体
制
の
確
立

　

窓
口
開
設
期
間
は
︑
令
和

８
年
３
月
18
日
ま
で
︒
受
付

時
間
は
︑
月
~
金
曜
（
土
・

日
曜
︑祝
日
︑国
民
の
休
日
︑

年
末
年
始
を
除
く
）
の
10
時

~
17
時（
12
~
13
時
を
除
く
）︒

　

受
付
電
話
番
号
は
︑
０
５

０
・
５
５
７
７
・
４
８
６
２
︒

ま
た
︑
厚
労
省
﹁
化
学
物
質

管
理
に
係
る
相
談
を
通
じ
た

周
知
事
業
﹂
事
務
局
で
あ
る

テ
ク
ノ
ヒ
ル
㈱
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
問
い

合
わ
せ
フ
ォ

ー
ム
（
二
次

元
コ
ー
ド
）

が
利
用
可
能
︒

 

カ
ス
ハ
ラ
防
止
が
企
業
の
義

務
に

改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法

が
成
立

　
﹁
労
働
施
策
の
総
合
的
な

推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充

実
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
﹂
が
︑

６
月
４
日
の
参
議
院
本
会
議

で
可
決
・
成
立
し
た
︒

　

改
正
の
主
旨
は
︑
多
様
な

労
働
者
が
活
躍
で
き
る
就
労

環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
︑

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強
化
︑

女
性
活
躍
推
進
法
の
有
効
期

限
の
延
長
を
含
む
女
性
活
躍

の
推
進
︑
治
療
と
仕
事
の
両

立
支
援
の
推
進
等
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
︒

　
﹁
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強

化
﹂
で
は
︑
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
の
ひ
な
形
を

改
正

任
意
記
載
事
項
を
拡
充

　

経
済
産
業
省
・
中
小
企
業

庁
は
６
月
20
日
︑
重
層
的
な

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

宣
言
の
普
及
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
︑
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
の
﹁
ひ
な
形
﹂

を
改
正
し
た
︒

　

今
回
の
改
正
で
は
︑
発
注

元
か
ら
委
託
先
︑
さ
ら
に
そ

の
委
託
先
と
︑
取
引
の
階
層

が
深
く
な
る
に
つ
れ
て
価
格

転
嫁
率
が
低
下
す
る
傾
向
が

あ
る
と
い
う
実
態
を
踏
ま

え
︑
企
業
が
︑
直
接
の
取
引

先
だ
け
で
な
く
︑
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
価
格
転
嫁

が
可
能
と
な
る
よ
う
な
措
置

を
行
う
旨
や
︑
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
に
宣
言
の
普
及

を
図
る
旨
を
宣
言
で
き
る
よ

う
︑
任
意
記
載
事
項
を
拡
充

し
た
︒

　

経
産
省
・
中
企
庁
で
は
︑

重
層
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
構
築
し
て
い
る
宣
言
企

業
に
対
し
て
は
︑
任
意
記
載

欄
へ
記
載
を
追
加
す
る
更
新

を
︑
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
を
ま
だ
行
っ
て
い
な

い
企
業
に
対
し
て
は
︑
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
宣
言
を
行
う
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

改
正
後
の
ひ
な
形
に
関
す

る
詳
細
・
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

は
︑
経
産
省

ホ
ー
ム
ペ
ー

を
防
止
す
る
た
め
︑
事
業
主

に
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置

を
義
務
付
け
︑
国
が
指
針
を

示
す
と
と
も
に
︑
カ
ス
ハ
ラ

に
起
因
す
る
問
題
に
関
す
る

国
︑
事
業
主
︑
労
働
者
お
よ

び
顧
客
等
の
責
務
を
明
確
化

す
る
な
ど
の
対
策
が
盛
り
込

ま
れ
た
︒
ま
た
︑
カ
ス
ハ
ラ

防
止
を
図
る
た
め
に
企
業
に

求
め
る
対
策
と
し
て
︑﹁
実

効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措

置
﹂
が
盛
り
込
ま
れ
た
︒

　

同
法
律
は
︑
令
和
８
年
中

に
施
行
の
予
定
︒

　

な
お
︑
全
国
で
唯
一
カ
ス

ハ
ラ
を
認
定
す
る
条
例
が
あ

る
三
重
県
桑
名
市
で
は
︑
配

送
を
依
頼
し
た
荷
物
が
破
損

し
た
た
め
︑
運
送
業
者
側
を

飲
食
店
に
呼
び
出
し
︑
壊
れ

た
荷
物
の
価
格
を
超
え
る
過

大
な
弁
償
金
を
請
求
し
た
ほ

か
︑﹁
ば
か
や
ろ
う
﹂︑﹁
う

そ
つ
き
﹂
な
ど
と
運
送
業
者

側
を
罵
倒
し
た
運
送
利
用
者

に
対
し
︑
６
月
30
日
に
市
が

警
告
書
を
発
出
す
る
と
い
う

事
案
が
あ
っ
た
︒

ジ（
二
次
元
コ
ー
ド
）を
参
照
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
は
価
格

交
渉
・
価
格
転
嫁
と
も

に
良
化

「
価
格
交
渉
促
進
月
間
」

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
結
果

　

中
小
企
業
庁
は
６
月
20
日
︑

﹁
価
格
交
渉
促
進
月
間
（
２

０
２
５
年
３
月
）
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
調
査
﹂
の
結
果
を
公
表

し
た
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
毎
年
３
月

・
９
月
の
同
月
間
に
合
わ
せ
︑

受
注
企
業
が
発
注
企
業
に
対

し
︑
ど
の
程
度
価
格
交
渉
・

価
格
転
嫁
で
き
た
か
を
把
握

す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し

て
い
る
︒

　

今
回
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
︑
業
種
別
ラ
ン
キ
ン
グ
を

み
る
と
︑ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
は

﹁
価
格
交
渉
の
実
施
状
況
﹂

に
お
い
て
平
均
点
６
・
21
︑

前
回
比
０
・
93
ポ
イ
ン
ト
増

と
上
昇
︒
ま
た
﹁
価
格
転
嫁

の
実
施
状
況
﹂
で
も
︑
発
注

企
業
・
受
注
企
業
と
も
に
︑

原
材
料
費
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
費

・
労
務
時
の
転
嫁
率
が
上

昇
︒
特
に
発
注
企
業
の
業
種

ご
と
の
集
計
で
は
︑
コ
ス
ト

増
に
対
す
る
転
嫁
率
は
36
・

１
％
（
前
回
比
６
・
６
ポ
イ

ン
ト
増
）
と
良
化
し
た
︒

　

中
企
庁
で
は
８
月
中
~
下

旬
を
目
途
に
︑
発
注
企
業
ご

と
の
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁

の
評
価
を
記
載
し
た
リ
ス
ト

を
公
表
す
る
と
と
も
に
︑
９

月
の
価
格
交
渉
月
間
の
結
果

も
勘
案
し
︑
経
営
者
ト
ッ
プ

へ
事
業
所
管
大
臣
名
で
の
指

導
・
助
言
を
行
う
こ
と
と
し

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
お
よ
び
天

然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
導
入
支

援
事
業
を
実
施公

募
受
付
は

８
年
１
月
30
日
㈮
18
時
ま
で

　

環
境
省
で
は
現
在
︑
令
和

７
年
度
﹁
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助
金

（
環
境
配
慮
型
先
進
ト
ラ
ッ

ク
・
バ
ス
導
入
加
速
事
業
）﹂

の
公
募
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
等
所

有
事
業
者
が
二
酸
化
炭
素
排

出
削
減
効
果
を
有
す
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
お
よ
び
天
然
ガ
ス

ト
ラ
ッ
ク
等
を
導
入
す
る
事

業
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す

る
も
の
︒
申
請
台
数
は
︑
１

補
助
対
象
事
業
者
当
た
り
上

限
30
台
︒

　

公
募
期
間
は
︑
令
和
８
年

１
月
30
日
㈮
18
時
ま
で
（
必

着
）︒
補
助
対
象
車
両
な
ど

公
募
の
詳
細
は
︑
執
行
団
体

の
（
公
財
）
北
海
道
環
境
財

団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

公 取 委

「令和７年度下請事業者との取引に関する調査」
へのご協力をお願いします

　中小企業庁では、下請事業者の利益保護を図るため、下請代金支払遅延等防
止法（下請法）を公正取引委員会と協力して運用しています。
　このたび、下請法第９条第２項の規定に基づき、「令和７年度下請事業者と
の取引に関する調査」を実施しています。
　調査票や回答用紙等の郵送は行わず、すべてオンラインにより報告していた
だきます。
　調査対象となる事業者宛てに、順次、通知はがきを発送しています。通知は
がきに記載された事業者番号をご確認いただき、調査サイト（二次元コード）
にアクセスし、8月 31日㈰までに設問への回答等をお願いします。

【問い合わせ先】
下請取引状況調査事務局（コールセンター）
電話：050-8894-2226
受付時間：月曜～金曜（祝日を除く）、9～ 17時

中企庁

経 産 省

公 取 委
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国23か所のトラックステーション（TS）は全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

（肩書は当時）
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坂本会長（右）が石井啓一国土交通大臣（左）に対して「アクショ
ンプラン」を提出した

坂本会長をはじめ、全ト協副会長、理事長が壇上に勢揃いして鏡
開きを行った

星野良三前会長（左）と固い握手を交わす坂本会長（右）

　第93回通常総会および第171回理事会において、任期満了に伴う役員改選を
実施。3期6年務めた星野良三前会長が勇退し、新たに坂本克己会長が就任し
た。坂本会長は、「何よりも大切なことは、一丸となって、火の玉のごとく業界
全体がまとまることである」と、就任あいさつを行った。

新会長に坂本克己氏が就任
（平成 29年 6月 29 日）

　同プランでは、時間外労働年960時間超のトラック運転者が発生する事業者
の割合を、時間外労働の上限規制適用開始（2024年4月）までに「０％」とす
ることを目標に設定した。

　「創立70周年記念式典」では、坂本会長をはじめ、全ト協副会長、理事長が
壇上に勢揃いして鏡開き。坂本会長は「80年目、100年目を目指して前進してま
いりたい」と、業界の永続的な発展に向けての決意を力強く表明した。

「運輸事業の振興の助成に関する法律」を賛成多数で可決した衆議院本
会議（平成23年8月11日・写真左）、参議院本会議（同8月24日・写真右）

　「運輸事業の振興の助成に関する法律」は、運輸事業振興助成交付金の交付
について都道府県に対して確実な交付を求めるもので、坂本副会長の強いリー
ダーシップのもとで成立に至った。

運輸事業振興助成法制定で
業界の財政基盤確立
（平成 23年 8月 24 日）

全ト協「創立 70 周年記念式典」を開催
（平成 30年 5月 14 日）

「トラック運送業界の働き方改革実現に向けた
アクションプラン」を石井啓一国土交通大臣に提出

（平成 30年 3月 30 日）

広島県トラック協会へ見舞金を手渡した（写真左から岩本和則広島県ト
協専務理事、小丸成洋広島県ト協会長、坂本会長、桝野龍二全ト協
理事長）

平成 30年７月豪雨　坂本会長が被災地を訪問
（平成 30年 8月 2日）

　坂本会長は「平成30年7月豪雨」により甚大な被害を被った広島県、岡山県、
愛媛県の３県のトラック協会を訪問し、３県ト協の被災会員事業者に対する見
舞金を手渡した。

ジンダイアケボノの植樹を行う坂本会長（左）、八木逸朗大阪市建
設局公園活性化担当部長（中）、辻卓史近畿トラック協会会長（右）

第 18回「トラックの森」植樹式を開催
（令和 2年 10 月 8日）

　坂本会長や近畿ブロック2府4県のトラック協会会長等が参加し、花博記念
公園鶴見緑地（大阪市鶴見区）で植樹式を開催。なお、大阪で開催予定だっ
た第25回「全国トラック運送事業者大会」は新型コロナウイルス感染症感染拡
大のため開催が中止された。

会員事業者やドライバーへの感謝の意を述べる坂本会長

【ホップ】議員立法で事業法改正
標準的運賃導入・荷主対策の深度化

（平成 30年 12 月 12 日）

　トラック運送事業者が人材を確保し、法令遵守を徹底し、持続的なトラック
輸送を維持するため、平成30年12月8日、議員立法により貨物自動車運送事業
法が一部改正された。これを受けて12月12日、坂本会長は国土交通省で記者
会見し「トラックドライバーの労働条件改善・業界健全化へ大きく前進した」と
述べた。

初となる、官邸玄関前にトラックを配置し、安倍晋三内閣総理大臣（左
から5人目）との記念撮影

第 50回「全国トラックドライバー・コンテスト」
各部門優勝者と安倍総理を表敬訪問

（令和元年 6月 4日）

　坂本会長は、第50回「全国トラックドライバー・コンテスト」の各部門優勝
者とともに、内閣総理大臣官邸に安倍晋三内閣総理大臣を表敬訪問した。

細田博之自民党トラック輸送振興議員連盟会長（左から3人目）に
要望書を手渡す坂本会長（右から2人目）

新型コロナウイルス感染症への対応について
自民党・公明党に要望
（令和 2年 3月 18 日～）

　坂本会長は、自由民主党、公明党が開催した新型コロナウイルス感染症関連
会議などに積極的に出席。危機下においてもトラックドライバーの雇用と我が
国の物流を維持するとともに、トラック運送事業者の経営を守っていくために、
与党国会議員に対して業界への支援を要請した。

「コロナ禍をともに乗り越えよう」とあいさつする坂本会長

コロナ禍で開催された第 97回通常総会
規模を縮小して実施
（令和 2年 6月 25 日）

　第97回通常総会は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から、
会議の規模・時間を縮小し、委任状を活用した上で、全日本トラック総合会館
で開催した。

古賀誠全国道路利用者会議会長（左）へ要望書を提出する坂本全道利
副会長（右）

初めて全国道路利用者会議の副会長に就任
トラック事業者目線で道路整備・管理を推進

（令和元年 10月 3日）

　トラック運送事業者として、道路利用者目線で道路整備・管理等への生の声
を届けるため、全国道路利用者会議（古賀誠会長）と密接に連携し、物流のさ
らなる活性化に向けて一層の道路整備・管理を強く訴えた。坂本会長は、副会
長として同会議に参画し、理事会や総会で決議文を読み上げるなど中心的役割
を果たした。

斉藤国交大臣（左から4人目）に要望書を手渡す坂本会長（左から5人目）。
橘慶一郎自民党衆議院議員、赤羽一嘉公明党衆議院議員らも同席した

　坂本会長は斉藤鉄夫国土交通大臣を訪問し、「軽油価格高騰に関するトラック運
送業界からの要望書」を手渡した。坂本会長は斉藤国交大臣に対し、「安定した物流
を確保するために、軽油価格高騰対策の推進を何としてもお願いしたい」と述べた。

軽油価格高騰の難局を突破するため
斉藤国交大臣へ要望書を提出

（令和 3年 11 月 9日）
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日本郵便事業許可取り消しは他山の石

トラック運送事業者、トラックドライバーが岸田文雄内
閣総理大臣を囲んで車座対話を行った

岸田総理（中）を囲む坂本会長（左）と
浅井隆副会長（右）

記者会見終了後、握手を交わす坂本会長（右）、寺岡洋一副会長
（中）、小林和男副会長（左）

斉藤国交大臣（右）と緊急物資輸送の状況
などを確認した坂本会長（右から2人目）と
久安石川県ト協会長（左から2人目）

馳浩石川県知事（左から3人目）を訪問した坂本会長
（右から3人目）。石川県選出の佐々木紀衆議院議員・
自民党国土交通部会長（左から2人目）、久安常信石
川県トラック協会会長（右から2人目）も同席

坂本会長（左）をはじめとするトラック運送業界の経営者、ドライバーと石
破茂内閣総理大臣（左から6人目）らが物流の持続的発展に向けて活発な
意見交換を行った

自民党国会議員に対し、事業法における時限措置延長を強く求め
る坂本会長意見交換会終了後に、岸田総理（左）と握手を交わす坂本会長（右）

中野国交大臣（左）から要請を受け取る坂本会長（左から2人目）。馬
渡雅敏副会長（右）、杉山千尋副会長（右から2人目）も同席

「業界の健全な発展とドライバーの幸せの実現に向けて、精一杯取
り組む」と抱負を力強く語る坂本会長参議院本会議で法案成立を見届ける坂本会長（中）

参議院本会議終了後、運輸労連、交通労連、建
交労幹部と法案成立を熱き想いで讃え合う坂本
会長（前列右から2人目）

自民党トラック議連であいさつする坂本会長とプロジェク
トチームの中心となった宮内秀樹事務局次長（左）、上野
賢一郎幹事長代行（右）と、加藤勝信会長（右から2人目）

　岸田文雄内閣総理大臣は、全日本トラック協会の浅井隆副会長が社長を務める㈱浅井（東京都
大田区）を訪れ、荷卸作業や点呼等を視察したほか、中小トラック運送事業者等との車座対話を実
施。坂本会長は「世間一般、物流事業者とドライバー、荷主の三者が『三方良し』の社会を目指し、
政府と一体となって精一杯取り組みたい」と述べた。

　坂本会長は記者会見の中で、令和7年6月に開かれる第102回通常総会を
もって会長の座を退くことを明らかにし、後任に寺岡洋一副会長（愛知県ト
ラック協会会長）を指名すると発表。坂本会長は、「今後は寺岡新会長を支
えながら、引き続き業界の発展に尽力したい」と述べた。

　坂本会長は、総理大臣官邸で開催された「トラックドライバー等との車座」
に出席し、石破茂内閣総理大臣や赤澤亮正新しい資本主義担当大臣、中野
洋昌国土交通大臣らと、トラックドライバーの賃上げや労働環境改善など物
流の持続的発展に向けた取り組みに関する意見交換を行った。

　中野洋昌国土交通大臣は全日本トラック協会に対し、「トラック運送業にお
ける価格転嫁及び賃上げに関する取組について（要請）」を手交。坂本会長
は、「トラック運送業界全体として、ドライバーの賃上げや価格交渉等に積極
的に取り組み、魅力ある業界にしていく」と誓った。

　①トラック運送事業の許可について5年ごとの更新制を導入、②国土交通大臣が定める「適正原価」を
下回る運賃・料金の制限、③再委託の回数を2回以内に制限するよう努力義務化、④違法な「白トラ」の
利用を禁止し（罰則付）、荷主等に対しては是正指導を実施――を盛り込んだ貨物自動車運送事業法の
一部を改正する法律案および貨物自動車運送事業の適正化のための体制の整備等の推進に関する法律
案が、5月27日の衆議院本会議に続き、6月4日の参議院本会議で賛成多数により可決・成立した。

　令和6年1月1日に発生し、最大震度7を観測した「令和6年能登半島地震」の被災地に坂本会長
と斉藤鉄夫国交大臣が赴き、同地震における被災状況と緊急物資輸送の状況などを確認した。

　坂本会長は、「適正運賃収受や物流生産性向上のための法改正などの各
施策を着実に実施することで、エッセンシャルワーカーであるトラックドライ
バーに対して、世間水準に負けない賃上げを実現できると確信している」と、
物流革新とドライバーの賃上げの重要性について強く訴えた。

　「流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律及び貨物自動車運送
事業法の一部を改正する法律案」が令和6年4月11日の衆議院本会議に続
き、4月26日の参議院本会議で可決・成立。坂本会長を先頭に政・官・業
が三位一体となって、成立に向け精力的に取り組んだ結果、審議入りから可
決・成立まで異例のスピードとなった。

　坂本会長は自民党物流調査会に出席し、令和6年3月に期限を迎える貨物
自動車運送事業法の「標準的運賃」と「荷主対策の深度化」の制度について、
「当分の間」の措置とするよう強く要望した。その結果、貨物自動車運送事業
法の一部を改正する法律が、令和5年6月1日の衆議院本会議に続き、6月14日
の参議院本会議で可決、成立した。

　坂本会長は、貨物自動車運送事業法改正に向けた動きについて紹介した
上で、「事業法改正を機に、関係省庁と連携して、荷主から適正な運賃・料金
を収受できるしくみづくりを進めていくとともに、多重下請構造の適正化に取
り組んでいきたい」と4期目の抱負を述べた。

自民党国会議員やトラック・バス・タクシー関係者らを前に、経営危機突
破への対策実施を強く訴える坂本会長（写真右）。「燃料価格高騰による
経営危機を突破し、エッセンシャル産業として地域経済と国民のくらしを守
り抜こう！」とガンバローコールを行った（写真左）

　主催者を代表してあいさつした坂本会長は、「燃料価格高騰という厳しい状
況に直面しても、自動車運送事業者が安定的に健全な経営を続けることがで
きるよう、新しい制度を恒久的に設けていただきたい」と力強く訴えた。

「燃料価格高騰経営危機突破総決起大会」
全タク連・日バス協と合同で開催

（令和 3年 12 月 2日）

業界初・現職の総理大臣がトラック運送事業の現場を視察
（令和 5年 9月 28 日）

記者会見で次期会長に寺岡洋一副会長を指名
（令和 6年 10 月 3日）

「トラックドライバー等との車座」で
ドライバーの賃上げに向けた決意を語る

（令和 7年 3月 14 日）

中野国交大臣から価格転嫁・賃上げに
関する取り組みに関して要請を受ける

（令和 7年 4月 8日）

【ジャンプ】議員立法でトラック適正化２法がスピード成立！
　事業許可更新制・適正原価導入など

（令和 7年 6月 4日）

令和 6年能登半島地震　坂本会長が被災現場入り
（令和 6年 1月 17 日）

政府「物流革新・賃上げに関する意見交換会」
に出席、賃上げ実現へ猛アピール

（令和 6年 2月 16 日）

【ステップ】業界の底力で国政を動かす　
改正物流法がスピード成立

（令和 6年 4月 26 日）

運輸労連、交通労連、建交労幹部と改正改善基準告示案の取りまと
めを讃え合う坂本会長（右から3人目）。委員会では使用者代表として、
馬渡雅敏副会長（右から2人目）と加藤憲治日本通運㈱取締役執行役
員（右）が参画し、精力的に議論を重ねた

　令和4年9月８日に開催された労働政策審議会労働条件分科会自動車運
転者労働時間等専門委員会第10回トラック作業部会において、全ト協は「荷
主対策」という労使双方が懸念する課題を主張。厚生労働省による「荷主へ
の要請」を改正改善基準告示に盛り込むことができた。

改善基準告示改正に向け　業界からの要望を力強く主張
（令和 4年 9月 8日）

自民党物流調査会で「標準的運賃」
「荷主対策の深度化」の継続を求める

（令和 5年 5月 11 日）

第 100 回通常総会で「適正運賃・料金収受を
収受できるしくみづくりを進める」と宣言

（令和 5年 6月 29 日）
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最
重
点
施
策

⑴ 

物
流
革
新
に
向
け
た
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
基
づ
く

「
２
０
２
４
年
問
題
」
へ

の
対
応

① 

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
９
６
０
時
間

及
び
改
正
改
善
基
準
告
示
の
遵
守
に
係

る
対
応

・ 

国
土
交
通
省
︑
厚
生
労
働
省
と
の
連
名

で
時
間
外
労
働
年
間
９
６
０
時
間
遵
守

の
啓
発
チ
ラ
シ
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
働
き
方
改
革
は
進
ん
で
い
ま
す
か
？
﹂

を
作
成
し
た
︒機
関
紙﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

12
月
１
日
号
に
５
万
５
５
０
０
部
を
折
り

込
み
チ
ラ
シ
と
し
て
配
布
し
︑
幅
広
く

周
知
に
努
め
た
︒

・ 

令
和
６
年
４
月
か
ら
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
（
年
間
９
６
０
時
間
）
等
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
状
況
を

把
握
す
る
た
め
︑
会
員
事
業
者
を
対
象

と
し
た
﹁
２
０
２
４
年
問
題
対
応
状
況

調
査
﹂
を
実
施
し
︑
令
和
７
年
３
月
調

査
結
果
を
公
表
し
た
︒

・ 

改
正
改
善
基
準
告
示
の
理
解
を
図
る
た

め
︑
解
説
書
テ
キ
ス
ト
を
配
布
す
る
と

と
も
に
︑
会
員
事
業
者
を
対
象
と
し
て

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
共
催
で
︑

27
回
延
べ
１
４
６
８
人
が
参
加
し
︑
改
善

基
準
告
示
解
説
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
︒

② 

商
慣
行
の
見
直
し
及
び
取
引
環
境
の
改

善
等
に
よ
る
長
時
間
労
働
の
是
正
に
係

る
対
応

・ 

荷
主
・
物
流
事
業
者
に
対
す
る
規
制
的

措
置
を
盛
り
込
ん
だ
﹁
流
通
業
務
の
総

合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）﹂

の
審
査
の
た
め
︑
令
和
６
年
４
月
５
日

開
催
の
﹁
衆
議
院 

国
土
交
通
委
員
会
﹂

及
び
４
月
23
日
開
催
の
﹁
参
議
院 

国
土

交
通
委
員
会
﹂
に
︑
馬
渡
雅
敏
副
会
長

（
物
流
政
策
委
員
長
）
が
参
考
人
と
し

て
出
席
し
︑
運
送
業
界
の
現
状
や
﹁
２

０
２
４
年
問
題
﹂
へ
の
取
り
組
み
状
況
を

説
明
し
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
上
げ
原
資
の

確
保
や
物
流
の
生
産
性
向
上
に
向
け
て
︑

荷
待
ち
・
荷
役
時
間
の
削
減
や
多
重
下

請
構
造
の
是
正
等
を
進
め
る
た
め
︑
流

通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令

和
６
年
法
律
第
23
号
）（
以
下
﹁
改
正

物
流
法
﹂
と
い
う
︒）
が
第
２
１
３
回
通

常
国
会
で
成
立
し
︑
令
和
６
年
５
月
15

日
に
公
布
さ
れ
た
︒

・ 

国
土
交
通
省
・
経
済
産
業
省
・
農
林
水

産
省
で
は
︑
荷
主
・
物
流
事
業
者
に
対

す
る
規
制
的
措
置
の
施
行
に
向
け
て
︑

令
和
６
年
６
月
か
ら
﹁
交
通
政
策
審
議

会 

交
通
体
系
分
科
会 

物
流
部
会
・
産

業
構
造
審
議
会 

商
務
流
通
情
報
分
科

会 

流
通
小
委
員
会
・
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
審
議
会 

食
料
産
業
部
会 

物

流
小
委
員
会 

合
同
会
議
﹂
に
お
い
て
︑

同
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
︑判
断
基
準
︑

特
定
事
業
者
の
指
定
基
準
等
の
内
容
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
た
︒
令
和
６
年
８
月
26

日
︑
第
２
回
合
同
会
議
で
は
︑
業
界
団

体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
し
て
︑
馬
渡

雅
敏
副
会
長
（
物
流
政
策
委
員
長
）
が

改
正
物
流
効
率
化
法
に
基
づ
く
判
断
基

準
等
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
説
明
し

た
︒
計
４
回
の
議
論
等
を
経
て
︑
令
和

６
年
11
月
27
日
に
合
同
会
議
の
取
り
ま

と
め
が
策
定
・
公
表
さ
れ
た
︒
こ
れ
に

基
づ
い
て
︑
関
係
法
令
・
省
令
が
整
備

さ
れ
︑
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

・ 

令
和
７
年
４
月
の
改
正
物
流
法
の
施
行

に
向
け
て
︑
国
土
交
通
省
︑
運
輸
局
と

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
共
催
に
よ
り
︑
国
土

交
通
省
本
省
（
物
流
・
自
動
車
局 

物

流
政
策
課
︑
貨
物
流
通
事
業
課
）
担
当

官
を
講
師
と
し
て
︑
会
員
事
業
者
等
を

対
象
に
︑
地
方
運
輸
局
単
位
で
説
明
会

を
開
催
し
た
︒﹇
北
海
道
（
札
幌
市
）

３
月
12
日
︑東
北（
仙
台
市
）２
月
21
日
︑

関
東
（
横
浜
市
）
２
月
20
日
︑
北
陸
信

越
（
新
潟
市
）
３
月
３
日
︑
中
部
（
名

古
屋
市
）
３
月
21
日
︑近
畿
（
大
阪
市
）

２
月
26
日
︑中
国（
広
島
市
）３
月
５
日
︑

四
国
（
高
松
市
）
２
月
28
日
︑
九
州
・

沖
縄
（
福
岡
市
）
３
月
７
日
﹈

ま
た
︑
改
正
物
流
法
の
解
説
書
と
４
種

類
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
①
運
送
契
約
締

結
時
等
の
書
面
交
付
義
務
化
︑
②
健
全

化
措
置
・
運
送
利
用
管
理
規
程
の
作
成

・
運
送
利
用
管
理
者
の
選
任
義
務
化
︑

③
実
運
送
体
制
管
理
簿
の
作
成
・
下
請

情
報
通
知
義
務
化
︑④
業
務
記
録
拡
大
）

を
作
成
︑
配
布
し
た
︒

・ 

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

改
正
物
流
法
に
係
る
特
設
ペ
ー
ジ
を
作

成
し
︑
上
記
関
連
チ
ラ
シ
や
解
説
書
︑

改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
Ｑ
＆
Ａ

な
ど
︑随
時
関
連
内
容
の
更
新
を
図
り
︑

最
新
の
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努

め
た
︒

・ 

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施
し
た
︑

２
０
２
４
年
問
題
解
決
に
向
け
た
創
意

工
夫
事
業
や
働
き
方
改
革
推
進
の
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
及
び
広
報
事
業
や
地
方
協

議
会
等
に
係
る
費
用
に
対
し
て
︑
助
成

を
行
っ
た
︒
２
０
２
４
年
問
題
解
決
に
向

け
た
創
意
工
夫
事
業
で
は
︑
多
重
下
請

構
造
に
関
す
る
会
員
事
業
者
向
け
や
荷

主
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
関
係
支

援
機
関
に
よ
る
経
営
改
善
支
援
・
事
業

承
継
支
援
・
運
賃
交
渉
支
援
な
ど
持
続

可
能
な
経
営
に
向
け
た
総
合
支
援
体
制

構
築
の
た
め
の
緊
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

の
設
置
︑
青
果
物
出
荷
に
お
け
る
貨
物

を
集
約
し
た
新
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
実
証

実
験
な
ど
︑
７
道
府
県
８
事
業
に
対
し

て
費
用
の
助
成
を
行
っ
た
︒

・ 

12
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改

善
中
央
協
議
会
﹂
に
お
い
て
︑
２
０
２
４

年
問
題
に
係
る
全
ト
協
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
説
明
し
︑
荷
主
・
物
流
事
業
者
間

の
商
慣
行
の
見
直
し
が
図
ら
れ
る
よ
う
︑

国
土
交
通
省
や
厚
生
労
働
省
等
の
関
係

省
庁
に
対
し
て
支
援
を
要
請
し
た
︒

・ 

３
月
７
日
︑坂
本
会
長
は
じ
め
事
業
者
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
出
席
し
︑
石
破
総
理
大

臣
︑赤
澤
新
し
い
資
本
主
義
担
当
大
臣
︑

中
野
国
土
交
通
大
臣
︑
橘
内
閣
官
房
副

長
官
︑
青
木
内
閣
官
房
副
長
官
︑
古
谷

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長
等
と
運
送
事

業
者
や
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
車
座

対
話
が
実
施
さ
れ
︑
賃
上
げ
や
労
働
環

境
改
善
な
ど
︑
物
流
の
持
続
的
発
展
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
携
わ
る
従
業
員

の
賃
金
や
労
働
時
間
︑
福
利
厚
生
等
の

実
態
を
職
種
別
に
詳
細
に
把
握
し
︑
労

働
環
境
改
善
に
向
け
た
基
礎
資
料
を
得

る
た
め
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
賃
金

・
労
働
時
間
等
の
実
態
調
査
﹂
を
実
施

し
︑
報
告
書
に
ま
と
め
た
︒

・ 

荷
主
・
一
般
消
費
者
向
け
に
︑
標
準
的

運
賃
な
ど
適
正
な
運
賃
・
料
金
や
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
収
受
に
つ
い
て
理
解
を

求
め
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
（
ヤ
フ
ー

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
）
を
実
施
し
︑
令

和
６
年
６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
間
で
約
６

・
５
億
回
の
バ
ナ
ー
広
告
が
表
示
さ
れ

た
︒

③ 

多
重
下
請
構
造
の
是
正
に
向
け
た
対
応

・ 

多
重
下
請
構
造
︑業
界
内
の
適
正
取
引
︑

荷
主
と
の
適
正
取
引
︑
独
占
禁
止
法
及

び
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
等
に

つ
い
て
︑
審
議
・
検
討
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
︑﹁
適
正
取
引
委
員
会
﹂（
委

員
長
:
平
島
竜
二
副
会
長
）
が
設
置

さ
れ
た
︒
ま
た
︑
適
正
取
引
委
員
会
の

下
に
︑﹁
多
重
下
請
構
造
改
善
小
委
員
会
﹂

（
委
員
長
:
仲
浩
大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
）
を
設
置
し
︑
多
重
下
請
構
造

の
改
善
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
た
︒

・ 

国
土
交
通
省
に
設
置
さ
れ
た
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
に
お
け
る
多
重
下
請
構
造
検

討
会
﹂
に
参
画
し
︑
平
島
竜
二
副
会
長

（
適
正
取
引
委
員
長
）
と
若
林
陽
介
理

事
長
が
出
席
し
︑
意
見
を
述
べ
た
︒
同

検
討
会
で
は
︑
多
重
下
請
構
造
に
介
在

す
る
利
用
運
送
事
業
者
や
取
次
業
者
な

ど
の
実
態
調
査
の
実
施
な
ど
︑３
回
（
令

和
６
年
８
月
23
日
︑
11
月
28
日
︑
令
和

７
年
２
月
５
日
）
に
渡
り
開
催
さ
れ
て
い

る
︒

④ 

荷
主
と
の
連
携
に
よ
る
物
流
の
効
率
化

に
向
け
た
取
組
の
実
施

・ 

荷
主
団
体
︑
荷
主
企
業
（
８
団
体
・
企

業
）
が
主
催
す
る
２
０
２
４
年
問
題
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
出
席
し
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
現
状
や
働
き
方
改
革
へ

の
取
り
組
み
︑
標
準
的
運
賃
の
告
示
改

正
︑
価
格
転
嫁
に
向
け
た
動
き
︑
改
正

物
流
法
の
施
行
等
の
説
明
を
行
っ
た
︒

・ 

令
和
６
年
４
月
か
ら
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
（
年
間
９
６
０
時
間
）
等
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
認
識
度
や
対

応
状
況
を
把
握
す
る
た
め
︑
荷
主
企
業

を
対
象
と
し
た
﹁
２
０
２
４
年
問
題
対

応
状
況
調
査
﹂
を
実
施
し
︑
令
和
７
年

３
月
調
査
結
果
を
公
表
し
た
︒

・ 

物
流
標
準
化
の
現
状
と
今
後
の
対
応
の

方
向
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
国
土
交
通
省
の
﹁
官
民
物
流
標

準
化
懇
談
会
﹂
に
参
画
し
︑
馬
渡
雅
敏

副
会
長
（
物
流
政
策
委
員
長
）
が
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ

た
︒
ま
た
︑
同
懇
談
会
の
下
に
設
置
さ

れ
た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
及
び
コ
ン

テ
ナ
等
の
導
入
促
進
に
つ
い
て
重
点
的
に

議
論
・
検
討
し
て
い
た
﹁
官
民
物
流
標

準
化
懇
談
会 

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進
・

標
準
化
分
科
会
﹂
に
参
画
し
︑
第
６
回

分
科
会
に
お
い
て
︑﹁
新
た
な
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
に
向
け
た
対
応
方
策
﹂
の
素
案

が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
︒

・ 

国
交
省
が
設
置
し
た
﹁
物
流
拠
点
の
今

後
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
﹂
に
参

画
し
︑
積
載
率
の
向
上
︑
荷
待
・
荷
役

時
間
の
縮
減
︑
新
技
術
の
導
入
等
に
よ

る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
に
対
応
し

た
物
流
拠
点
に
係
る
政
策
の
あ
り
方
に

つ
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
立
場
か
ら

意
見
を
述
べ
た
︒

・ 

農
林
水
産
省
の
関
係
で
は
︑
ま
た
︑
全

国
各
地
・
各
品
目
の
物
流
確
保
に
向
け

た
取
組
や
更
な
る
物
流
効
率
化
︑
関
係

者
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
組
を
幅
広

い
関
係
者
と
協
力
し
て
推
進
し
て
い
く

た
め
に
設
置
さ
れ
た
﹁
農
林
水
産
品
・

食
品
の
物
流
に
関
す
る
官
民
合
同
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
﹂
に
参
画
し
た
︒

・ 

経
済
産
業
省
関
係
で
は
︑
フ
ィ
ジ
カ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
実
現
に
向
け
﹁
フ
ィ

ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
１
（
令
和
４
年
３
月
策
定
）﹂
の
実
施

に
当
た
っ
て
各
種
施
策
を
有
機
的
に
連

携
さ
せ
て
い
く
た
め
︑
必
要
に
応
じ
た

見
直
し
・
改
訂
等
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
置
さ
れ
た
﹁
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
実
現
会
議
﹂
に
参
画
し
た
︒

・ 
令
和
６
年
９
月
︑
物
流
連
と
国
交
大
臣

・
正
副
会
長
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
︑
適
正
な
運
賃
・
料
金
の
収
受
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善

な
ど
︑
物
流
革
新
と
賃
上
げ
に
向
け
た

全
ト
協
に
お
け
る
今
後
の
取
り
組
み
を

説
明
し
た
︒

・ 

荷
主
・
国
民
・
物
流
事
業
者
等
の
関
係

者
が
連
携
し
て
取
り
組
む
﹁
ホ
ワ
イ
ト

物
流
﹂
推
進
運
動
に
つ
い
て
︑
会
員
事

業
者
や
荷
主
企
業
に
対
し
て
周
知
を
図

り
︑
令
和
７
年
３
月
末
時
点
の
賛
同
企

業
数
は
３
１
４
０
社
と
な
っ
て
い
る
︒

⑤ 

そ
の
他

・ 

２
０
３
０
年
に
は
輸
送
能
力
が
約
30
％

不
足
す
る
と
い
う
試
算
も
あ
る
中
で
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
経
済
的
社
会

的
地
位
の
向
上
等
に
よ
り
︑
安
定
的
な

物
流
の
確
保
と
国
民
経
済
の
健
全
な
発

展
を
図
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
適
切
な
賃
金
の
確
保
と
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
質
の
向
上
等
を
目
的
と
し
て
︑

許
可
更
新
制
度
の
導
入
︑
適
正
運
賃
の

収
受
︑
下
請
構
造
の
適
正
化
︑
白
ト
ラ

利
用
に
係
る
荷
主
へ
の
是
正
・
指
導
及

び
罰
則
を
盛
り
込
ん
だ
議
員
立
法
に
よ

る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
改
正

と
︑
そ
れ
を
担
保
す
る
新
法
の
制
定
を

構
想
し
た
︒
こ
の
議
員
立
法
の
第
２
１
７

回
国
会
（
令
和
７
年
１
月
24
日
~
６
月

22
日
）
で
の
成
立
を
目
指
し
︑
関
係
の

国
会
議
員
︑
衆
議
院
法
制
局
︑
国
土
交

通
省
と
の
打
合
せ
や
︑
労
働
組
合
と
連

携
し
て
与
野
党
の
国
会
議
員
に
説
明
を

行
う
な
ど
︑積
極
的
な
対
応
を
行
っ
た
︒

・ 

政
労
使
の
代
表
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

に
係
る
諸
課
題
に
関
し
て
意
見
交
換
す
る

﹁
第
53
回
物
流
政
策
懇
談
会
﹂
が
12
月

16
日
に
開
催
さ
れ
た
︒
国
土
交
通
省
か

ら
物
流
・
自
動
車
局
幹
部
︑
労
働
組
合

か
ら
運
輸
労
連
・
交
通
労
連
・
建
交
労

の
各
委
員
長
以
下
幹
部
︑
全
ト
協
か
ら

会
長
・
副
会
長
以
下
幹
部
が
出
席
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
諸
課
題
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
︑
意
見
交
換
を
行
っ
た
︒

・ 

運
輸
労
連
・
交
通
労
連
の
両
労
働
組
合

か
ら
︑
改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

の
定
着
・
推
進
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
取
り
組
み
︑
改

正
改
善
基
準
告
示
の
周
知
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
施
策
の

推
進
等
に
つ
い
て
︑
12
月
16
日
に
共
同

政
策
要
請
を
受
け
た
︒

・ 

建
交
労
か
ら
︑
標
準
的
運
賃
の
告
示
制

度
の
実
効
性
の
確
保
︑
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
運
営
︑
高
速
道
路
利
用

料
金
等
に
つ
い
て
︑
１
月
27
日
に
要
請
を

受
け
た
︒

⑵  

改
正
「
標
準
的
な
運
賃
・

標
準
運
送
約
款
」
の
活
用

等
に
よ
る
適
正
な
コ
ス
ト

収
受
等
転
嫁
対
策
の
推
進

① 

改
正
「
標
準
的
な
運
賃
」
及
び
「
標
準

運
送
約
款
」
の
周
知
に
係
る
対
応

・ 

令
和
６
年
３
月
の
﹁
標
準
的
運
賃
﹂
告

示
の
見
直
し
に
つ
い
て
理
解
促
進
を
図
る

た
め
︑
冊
子
﹁
標
準
的
運
賃
解
説
書
﹂

と
荷
主
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
︑

国
土
交
通
省
作
成
﹁
標
準
的
運
賃
Ｑ
＆

Ａ
集
﹂
と
と
も
に
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
に
配
布
し
た
︒

・ 

国
土
交
通
省
で
は
︑﹁
標
準
的
運
賃
調
査
﹂

（
令
和
６
年
９
月
）
及
び
﹁
標
準
的
運

賃
の
浸
透
・
活
用
状
況
等
に
関
す
る
調

査
﹂（
令
和
７
年
３
月
）
を
行
い
︑
会
員

事
業
者
を
対
象
に
調
査
票
を
配
布
す
る

な
ど
︑
周
知
に
努
め
た
︒

・ 

会
員
事
業
者
に
お
け
る
標
準
的
運
賃
の

導
入
を
推
進
す
る
た
め
︑①
届
出
様
式
︑

②
標
準
的
運
賃
を
簡
便
に
算
出
で
き
る

計
算
シ
ー
ト
や
標
準
的
運
賃
の
考
え
方

に
基
づ
く
自
社
原
価
を
反
映
し
た
運
賃

表
作
成
シ
ー
ト
を
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
︑
会
員
事
業

者
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
た
︒

② 

「
標
準
的
な
運
賃
」
の
活
用
及
び
原
価

管
理
の
徹
底
等
に
よ
る
適
正
な
コ
ス
ト
収

受
等
転
嫁
対
策
の
推
進

・ 

標
準
的
運
賃
に
係
る
運
輸
支
局
へ
の
届

出
方
法
︑
原
価
計
算
の
算
出
方
法
や
標

準
的
運
賃
の
活
用
方
法
︑
及
び
計
算
シ

ー
ト
の
利
用
方
法
等
に
関
す
る
会
員
事

業
者
か
ら
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
︒

・ 

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携
を
図

り
︑
標
準
的
運
賃
に
係
る
周
知
活
動
を

展
開
し
た
結
果
︑
令
和
７
年
３
月
末
ま

で
に
３
万
５
５
７
６
件
（
会
員
事
業
者
の

87
・
９
％
）
の
届
出
が
あ
っ
た
︒

・ 

運
賃
交
渉
が
で
き
な
い
（
引
き
上
げ
で

き
な
い
）
会
員
事
業
者
向
け
の
﹁
運
賃

交
渉
相
談
会
﹂
を
実
施
し
（
16
協
会
23

回
77
事
業
者
に
実
施
）︑
個
別
の
事
業

者
が
抱
え
る
運
賃
交
渉
に
関
す
る
課
題

の
解
消
を
図
る
た
め
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
に
対
し
て
費
用
の
助
成
を
行
っ

た
︒

・ 
各
事
業
者
が
取
引
先
と
の
間
で
共
存
共

栄
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
こ

と
を
宣
言
す
る
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
﹂
に
つ
い
て
︑
物
流
政
策
委
員

会
等
の
機
会
を
通
じ
て
︑
会
員
事
業
者

に
宣
言
を
促
す
周
知
を
行
い
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
に
お
け
る
宣
言
事
業
者
数
の

拡
大
を
図
っ
た
結
果
︑
運
輸
業
・
郵
便

業
は
１
９
３
２
社
と
な
っ
た
︒

・ 

令
和
６
年
９
月
︑
公
正
取
引
委
員
会
並

び
に
中
小
企
業
庁
か
ら
︑
下
請
法
改
正

に
向
け
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
︒

下
請
法
の
適
用
対
象
の
追
加
や
禁
止
行

為
の
追
加
・
明
確
化
︑通
報
者
の
保
護
︑

省
庁
横
断
的
な
面
的
執
行
体
制
の
整
備

な
ど
︑
下
請
法
改
正
に
係
る
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
と
し
て
の
要
望
事
項
を
説
明

し
た
︒

・ ﹁
標
準
的
運
賃
﹂
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た

原
価
計
算
や
自
社
独
自
の
運
賃
表
の
作

成
︑荷
主
と
の
交
渉
方
法
を
中
心
に
学
ぶ

﹁﹃
標
準
的
な
運
賃
﹄
活
用
セ
ミ
ナ
ー
﹂

を
38
協
会
で
46
回
開
催
︒
経
営
者
な
ど

２
３
１
７
名
が
参
加
し
た
︒

・ 

経
営
分
析
事
業
と
し
て
︑
令
和
５
年
度

決
算
版
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の

車
両
別
︑
地
域
別
等
の
経
営
状
況
に
つ

い
て
２
４
５
１
事
業
者
の
営
業
報
告
書
デ

ー
タ
を
集
計
し
︑
業
界
の
指
標
と
な
る

経
営
分
析
報
告
書
を
作
成
・
公
表
し

た
︒
令
和
５
年
度
決
算
版
に
お
い
て
は
︑

﹁
運
送
原
価
ア
ッ
プ
に
対
す
る
︑
ゆ
る

や
か
な
価
格
転
嫁
の
進
捗
を
反
映
し
︑

営
業
損
益
及
び
経
常
損
益
は
回
復
傾
向

と
な
っ
た
が
︑
業
界
の
大
半
を
占
め
る

20
両
以
下
の
事
業
者
は
︑
運
送
原
価
上

昇
分
に
対
す
る
運
賃
へ
の
転
嫁
が
十
分

で
な
い
こ
と
か
ら
︑
業
績
回
復
は
大
幅

に
遅
れ
︑
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
﹂こ
と
が
了
知
さ
れ
た
︒
な
お
︑

協
力
事
業
者
に
対
し
て
は
個
別
企
業
診

断
書
を
作
成
・
送
付
し
た
︒

・ 

中
小
規
模
の
会
員
事
業
者
に
お
い
て
経

営
状
況
を
把
握
し
︑改
善
に
取
り
組
み
︑

さ
ら
に
取
引
先
と
の
運
賃
交
渉
を
行
う

こ
と
を
支
援
す
る
た
め
︑
３
つ
の
ス
テ
ッ

プ
に
よ
る
﹁
経
営
診
断
・
経
営
改
善
支

援
・
運
賃
交
渉
支
援
事
業
﹂を
実
施
し
︑

費
用
及
び
診
断
士
の
交
通
費
の
一
部
を

助
成
し
た
︒
申
請
実
績
は
︑
８
件
︒

⑶ 

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
と
の
連

携
に
よ
る
荷
主
対
策
の
深

度
化
の
推
進

① 

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
と
の
連
携
に
よ
る
荷
主

対
策
の
深
度
化
の
推
進

・ 

11
月
１
日
︑
国
土
交
通
省
は
情
報
収
集

機
能
の
強
化
を
図
り
物
流
産
業
全
体
の

取
引
適
正
化
を
進
め
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク

Ｇ
メ
ン
を
﹁
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
﹂

へ
改
組
し
︑体
制
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
︑

地
方
実
施
機
関
は
適
正
化
事
業
調
査
員

と
し
て
選
任
さ
れ
た
１
６
６
名
の
﹁
Ｇ
メ

ン
調
査
員
﹂
に
よ
る
︑
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流

Ｇ
メ
ン
と
密
接
な
連
携
の
も
と
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
に
対
し
違
反
原
因
行
為
を
し
て

い
る
疑
い
の
あ
る
悪
質
な
荷
主
等
に
つ
い

て
の
情
報
収
集
活
動
を
開
始
し
た
︒

・ 

国
土
交
通
省
で
は
︑11
月
・
12
月
を
﹁
集

中
監
視
月
間
﹂
と
位
置
付
け
︑
適
正
な

取
引
を
阻
害
す
る
疑
い
の
あ
る
悪
質
な

荷
主
や
元
請
事
業
者
に
対
す
る
監
視
を

抜
本
強
化
し
︑４
２
３
件
の﹁
働
き
か
け
﹂

と
７
件
の
﹁
要
請
﹂
を
実
施
し
た
︒
加

え
て
︑
過
去
に
﹁
要
請
﹂
を
受
け
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
︑
依
然
と
し
て
違
反
原

因
行
為
を
し
て
い
る
疑
い
の
あ
る
荷
主
等

（
Ｎ
Ｘ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
吉
野
工
業

所
の
２
社
）
に
対
し
︑﹁
勧
告
﹂
を
実
施

し
た
︒
な
お
︑
Ｇ
メ
ン
調
査
員
は
全
国

で
１
１
５
件
の
荷
主
等
の
違
反
原
因
行

為
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
情
報
を

収
集
し
︑
運
輸
支
局
へ
通
知
し
た
︒

・ 

令
和
６
年
９
月
︑
長
時
間
の
荷
待
ち
︑

契
約
に
な
い
附
帯
業
務
の
強
要
な
ど
の

違
反
原
因
行
為
等
を
行
っ
て
い
る
お
そ

れ
の
あ
る
荷
主
情
報
を
収
集
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
Ｇ
メ
ン
監
視
強
化
月
間
に
お
け
る

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
荷
主
へ
の
働
き

か
け
・
要
請
・
勧
告
に
つ
な
げ
る
た
め
︑

全
事
業
所
約
８
万
３
０
０
０
所
を
対
象

と
し
た
荷
主
に
お
け
る
違
反
原
因
行
為

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
︒

・ 

令
和
７
年
３
月
︑
適
正
運
賃
収
受
へ
向

け
て
業
界
全
体
の
妨
げ
と
な
る
違
法
な

白
ト
ラ
行
為
（
無
許
可
経
営
）
の
取
締

り
の
一
層
の
強
化
と
︑
荷
主
に
対
す
る

指
導
の
徹
底
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け

る
た
め
具
体
的
な
情
報
を
投
稿
で
き
る

通
報
窓
口
を
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
け
︑
情
報
収
集
を
行
っ

た
︒

⑷ 

燃
料
高
騰
対
策
等
の
促
進

① 

激
変
緩
和
措
置
の
更
な
る
延
長
等
燃
料

高
騰
対
策
の
推
進

② 
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
の
促
進

・ 
燃
料
価
格
高
騰
対
策
と
価
格
転
嫁
対
策

の
一
層
の
強
化
と
速
や
か
な
実
施
︑
燃

料
油
価
格
激
変
緩
和
措
置
等
の
延
長
︑

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
確
実
な
収
受
等
に

つ
い
て
︑
政
府
与
党
や
関
係
国
会
議
員

に
対
し
︑
以
下
の
と
お
り
要
望
活
動
を

行
っ
た
︒

Ⅰ
.
与
党
国
会
議
員

○ 

小
野
寺
五
典
自
由
民
主
党
政
務
調
査

会
長
（
10
月
８
日
）

○ 

木
原
誠
二
自
由
民
主
党
選
挙
対
策
委

員
長
（
10
月
８
日
）

○ 

赤
澤
亮
正
経
済
再
生
担
当
大
臣
（
11

月
19
日
）

○ 

加
藤
勝
信
財
務
大
臣
（
11
月
20
日
）

Ⅱ
.
与
党
関
係
会
議

・ 

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
（
９

月
11
日
）︑
自
由
民
主
党
予
算
・
税

制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
（
11
月

20
日
）︑
自
由
民
主
党
自
動
車
議
員

連
盟
自
動
車
政
策
懇
談
会
（
12
月
５

日
）︒

Ⅲ 

.
野
党
関
係
会
議

・ 

国
民
民
主
党
税
制
調
査
会
（
11
月
26

日
）︑
立
憲
民
主
党 

税
制
調
査
会 

企
業
・
団
体
交
流
委
員
会
（
11
月
27

日
）

・ 

上
記
要
望
活
動
の
結
果
︑
燃
料
油
価
格

激
変
緩
和
事
業
に
つ
い
て
︑
令
和
６
年

11
月
22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た｢

物
価

高
克
服
・
経
済
再
生
実
現
の
た
め
の
総

合
経
済
対
策｣

等
に
基
づ
き
︑
12
月
19

日
以
降
も
段
階
的
に
縮
小
し
な
が
ら
継

続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

・ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
の
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
や
事
業
者

の
支
援
を
通
じ
た
地
方
創
生
を
図
る
た

め
︑
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
き
め
細
や
か
に
必
要
な
事
業
を

実
施
で
き
る
よ
う
︑
令
和
６
年
度
補
正

予
算
に
お
い
て
︑﹁
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
﹂（
重
点

支
援
地
方
交
付
金
）
の
推
奨
事
業
メ
ニ

ュ
ー
分
が
６
０
０
０
億
円
追
加
計
上
さ

れ
︑
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
事
業

者
に
対
す
る
﹁
地
域
公
共
交
通
・
物
流

や
地
域
観
光
業
等
に
対
す
る
支
援
﹂
が

示
さ
れ
た
︒
全
ト
協
及
び
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
お
け
る
要
望
活
動
の
結

果
︑
全
国
27
都
道
府
県
︑
91
市
区
町
村

に
お
い
て
︑
運
送
事
業
者
に
お
け
る
燃

料
費
購
入
等
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ

た
︒

③ 

自
家
用
燃
料
供
給
施
設
整
備
支
援
助
成

事
業
及
び
燃
料
費
対
策
特
別
融
資
等
の

実
施

・ 

自
家
用
燃
料
供
給
施
設
整
備
支
援
助
成

事
業
と
し
て
︑
自
家
用
燃
料
供
給
施
設

（
燃
料
タ
ン
ク
）
の
新
設
又
は
増
設
を

行
う
事
業
者
に
対
し
新
設
36
件
︑
増
設

３
件
の
助
成
を
行
っ
た
︒

・ 

燃
料
費
対
策
と
し
て
︑
中
央
近
代
化
基

金
﹁
燃
料
費
対
策
特
別
融
資
﹂
を
実
施

し
た
︒
公
募
枠
40
億
円
に
対
し
て
︑
33

件
の
推
薦
決
定
を
行
っ
た
︒

・ 

各
都
道
府
県
信
用
保
証
協
会
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
等
の
保
証
を
受
け
る
際

に
支
払
う
保
証
料
の
助
成
事
業
を
行
う

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
１
５
０

件
の
助
成
を
行
っ
た
︒
な
お
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
の

特
定
業
種
に
平
成
10
年
７
月
か
ら
令
和

７
年
３
月
ま
で
指
定
が
継
続
さ
れ
て
い
る
︒

④ 

石
油
製
品
価
格
動
向
調
査
の
実
施

・ 

石
油
製
品
価
格
の
動
向
を
調
査
す
る
と

と
も
に
︑
石
油
製
品
及
び
石
油
製
品
間

の
需
給
動
向
や
価
格
の
変
動
要
因
に
つ

い
て
分
析
を
行
い
︑対
応
策
を
検
討
し
た
︒

⑸ 

多
様
な
施
策
に
よ
る
良
質

な
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
材
確

保
と
教
育

① 

若
年
層
、
女
性
及
び
高
齢
者
の
採
用
等

を
含
め
た
労
働
力
確
保
及
び
育
成
教
育

・
定
着
対
策
の
推
進

・ 

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
若
年
労
働
者

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
︑
特

例
教
習
の
受
講
並
び
に
準
中
型
免
許
取

得
及
び
５
ト
ン
限
定
準
中
型
免
許
限
定

解
除
に
係
る
費
用
を
４
５
７
件
に
対
し

助
成
し
た
︒

・ 

人
材
確
保
に
向
け
た
職
場
環
境
改
善
を

促
進
す
る
た
め
﹁
運
転
者
職
場
環
境
良

好
度
認
証
（
働
き
や
す
い
職
場
認
証
）﹂

取
得
に
係
る
審
査
料
・
登
録
料
に
つ
い

て
１
２
４
７
件
に
対
し
助
成
し
た
︒

・ 

会
員
事
業
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
採
用
促
進

に
資
す
る
た
め
︑
事
業
者
が
無
料
で
自

社
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
・
提
供

す
る
求
人
情
報
サ
イ
ト
構
築
事
業
を
実

施
し
た
︒
事
業
者
が
自
社
採
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
た
め
の
操
作
方
法

等
に
つ
い
て
︑
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の

セ
ミ
ナ
ー
で
案
内
を
行
う
と
と
も
に
︑

会
員
事
業
者
の
求
人
情
報
を
都
道
府
県

ト
協
ご
と
の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
︑
全
ト
協
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
︑

国
土
交
通
省
ト
ラ
ガ
ー
ル
サ
イ
ト
及
び

国
土
交
通
省
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
と

の
リ
ン
ク
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
︑

求
職
者
の
利
便
性
向
上
を
促
進
し
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
若
年
層

の
人
材
確
保
対
策
の
促
進
を
図
る
た
め
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
登
録
サ
イ
ト
を
設
け
︑
会
員
事
業

者
及
び
高
等
学
校
以
上
の
教
育
機
関
に

周
知
を
図
る
と
と
も
に
︑
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
会
員
事
業

者
の
受
け
入
れ
に
係
る
費
用
を
35
件
助

成
し
た
︒

・ 

人
材
の
採
用
や
定
着
に
向
け
た
職
場
環

境
の
整
備
︑
ま
た
働
き
方
改
革
へ
対
応

し
た
実
務
等
を
内
容
と
す
る
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
た
め
の
人
材
確
保
・

労
働
環
境
改
善
セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
24
協

会
26
か
所
で
開
催
し
︑
経
営
者
︑
人
事

担
当
者
な
ど
１
２
３
０
名
が
参
加
し
た
︒

・ 

学
生
等
に
対
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
︑
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施
し
た
出
前
授

業
や
業
界
説
明
会
等
の
開
催
費
用
を
20

協
会
に
対
し
助
成
し
た
︒

・ 

若
年
労
働
者
の
雇
用
確
保
に
資
す
る
た

め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
仕
事
や
魅

力
を
学
生
等
に
伝
え
る
﹃
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！　

Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
‼　

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
!!!
﹄
を
３
万
４
０
０
０
冊
作
成
し
︑

全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
へ
の
就
職

者
の
多
い
高
等
学
校
２
２
５
０
校
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
登
録
事
業
者
及
び

各
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通
じ
て
︑
高
校
生

な
ど
に
配
布
し
た
︒

・ 

即
戦
力
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
る
退

職
自
衛
官
に
対
す
る
事
業
者
か
ら
の
求

人
票
を
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通

じ
︑
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
等
へ
提
出

す
る
枠
組
み
を
平
成
27
年
度
よ
り
設

け
︑
令
和
６
年
度
は
６
協
会
１
２
９
名
の

求
人
票
を
自
衛
隊
に
提
出
し
た
︒

・ 

車
内
ゴ
ミ
︑
特
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
不

法
投
棄
（
ポ
イ
捨
て
）
対
策
と
し
て
︑

携
帯
用
ト
イ
レ
を
啓
発
ツ
ー
ル
と
し
︑

都
道
府
県
並
び
に
北
海
道
地
区
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
各
４
８
０
個
（
計
２
万
５
９
２

０
個
）
を
配
布
し
た
︒

② 

外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
に
向
け
た
対

応
策
の
推
進

・ 

会
員
事
業
者
向
け
の
特
定
技
能
外
国
人

受
け
入
れ
の
手
引
き
を
作
成
す
る
と
と

も
に
︑特
定
技
能
制
度
に
関
す
る
説
明
会

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）
を
開
催
し
︑
特
定
技

能
制
度
の
周
知
を
図
っ
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
目
指
す
外
国

人
が
︑
特
定
技
能
１
号
評
価
試
験
合
格

に
向
け
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
外
国

人
向
け
の
学
習
用
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
︑

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
た
︒
令
和
７

年
２
月
末
ま
で
に
５
１
８
名
が
受
験
し
︑

４
０
２
名
が
合
格
し
た
︒（
合
格
率
77
・

６
％
）︒

③ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向
上
に
向

け
た
対
応

・ 

荷
主
や
一
般
消
費
者
か
ら
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
す
る
暴
言
や
︑
契
約
に
な
い
過
剰

な
要
求
を
行
っ
た
り
︑
業
務
に
対
し
て

不
当
な
言
い
が
か
り
や
悪
質
な
ク
レ
ー

ム
を
つ
け
た
り
す
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
被
害
防
止
を
図
る
た
め
︑
事

業
者
︑
労
働
組
合
︑
消
費
者
団
体
︑
関

係
行
政
を
構
成
員
と
し
た
﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
の
社
会
的
な
評
価
の
向
上
に
係
る
検

討
委
員
会
﹂
を
設
置
し
︑
各
事
業
者
が

取
り
組
む
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ

の
対
応
策
を
と
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向
上
に

向
け
て
︑
事
業
者
や
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

取
り
組
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
も
整
理
し

た
︒

④ 

事
業
後
継
者
等
の
育
成

・ 

将
来
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
担
う
優

秀
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
︑
物
流
経

営
士
の
認
定
事
業
を
実
施
し
︑
令
和
６

年
度
は
新
た
に
81
名 

（
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
認
定
講
座
修
了
31
名
︑
愛
知
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー
認
定
講
座
修
了
50
名
）
を

認
定
し
︑
令
和
７
年
３
月
末
現
在
合
計

２
３
８
３
名
の
物
流
経
営
士
が
活
躍
し
て

い
る
︒

・ 

物
流
経
営
士
資
格
の
認
知
度
向
上
を
図

る
た
め
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認

定
者
名
簿
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
︑﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
に
お
い
て
︑
本
資
格
の
Ｐ

Ｒ
を
図
っ
た
︒

・ 

優
秀
な
管
理
者
を
育
成
す
る
た
め
︑

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
運

営
す
る
中
小
企
業
大
学
校
の
講
座
受
講

（
全
国
９
校
及
び
Ｗ
ｅ
ｂ
校
）
２
８
０

名
に
対
し
て
助
成
し
た
︒
ま
た
一
部
大

学
校
に
お
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
経
営

改
善
を
図
る
た
め
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
経
営
幹
部
・
管
理
者
向
け
講
座
﹂
が

開
講
さ
れ
た
︒

・ 

次
世
代
を
担
う
経
営
者
等
を
育
成
す
る

た
め
︑
物
流
に
関
す
る
専
門
的
な
課
程

を
有
す
る
流
通
経
済
大
学
へ
の
推
薦
制

度
を
実
施
し
た
︒

・ ﹁
絆
を
か
た
ち
に
~
共
に
描
く
物
流
の
未

来
~
﹂
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
︑
青
年
部
会

の
諸
活
動
を
実
施
し
た
︒

　

 

２
月
14
日
に
青
年
部
会
全
国
大
会
を
開

催
し
︑７
０
０
名
が
参
加
し
た
︒
ま
た
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
組
織
の

代
表
者
が
一
堂
に
会
す
る
全
国
代
表
者

協
議
会
を
３
回
︑
正
副
部
会
長
会
議
を

７
回
︑
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
全
国
９
ブ
ロ
ッ

ク
で
開
催
し
︑
事
業
経
営
の
参
考
と
す

る
た
め
の
講
演
な
ど
研
修
事
業
を
実
施

し
た
︒
ま
た
︑
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対

応
と
し
て
︑
適
正
運
賃
の
収
受
︑
物
流

Ｄ
Ｘ
の
推
進
︑
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
の
３
項
目
を
青
年
部
会
員
の

重
点
取
組
事
項
と
し
︑
全
国
の
青
年
部

会
員
の
取
組
状
況
を
把
握
す
る
た
め
実

態
調
査
を
行
っ
た
︒

・ 

青
年
部
会
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
︑

全
国
の
青
年
経
営
者
か
ら
集
め
た
募
金

を
活
用
し
︑
自
動
車
専
門
課
程
を
有
す

る
高
等
学
校
２
校 

（
希
望
が
丘
高
等
学

校
）（
京
都
府
立
田
辺
高
等
学
校
）
に

対
し
︑
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
そ
れ

ぞ
れ
１
台
寄
贈
し
た
︒

　

 

ま
た
︑
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
を
支
援
す
る
た
め
︑
石
川
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
に
対
し
︑
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈

し
た
︒

・ 

青
年
経
営
者
等
に
よ
る
先
進
的
な
事
業

取
組
に
対
す
る
顕
彰
を
行
っ
た
︒
令
和

５
年
度
は
10
者
よ
り
応
募
が
あ
り
︑
審

査
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
結
果
︑
銀
賞

２
者
:
大
隅
物
流
有
限
会
社
﹁
医
薬

品
輸
送
に
お
け
る
国
際
品
質
認
証
制
度

﹃
Ｃ
Ｅ
Ｉ
Ｖ 

Ｐ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ａ
﹄
認
証
の

取
得
と
継
続
更
新
﹂︑
一
般
社
団
法
人
静

岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会
﹁
円
滑

な
緊
急
輸
送
の
実
現
に
向
け
た
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ 

マ
イ
マ
ッ
プ
の
作
成
﹂
銅
賞
１

者
:
島
根
ト
ラ
ッ
ク
青
年
経
営
者
協
議

会
江
津
支
部
﹁
小
規
模
支
部
に
お
け
る

荷
主
企
業
・
自
治
体
・
地
域
住
民
を
巻

き
込
ん
だ
﹃
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹄
広
報
活

動
の
実
施
﹂
が
受
賞
し
た
︒

・ 

全
国
の
女
性
組
織
が
共
通
し
た
目
標
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
︑
統
一
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
﹁
輝
け
！
女

性
の
パ
ワ
ー 

物
流
の
未
来
へ
﹂
を
掲
げ
︑

部
会
員
の
活
動
に
お
け
る
意
識
向
上
に

努
め
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お
け
る
女
性
経

営
者
及
び
女
性
管
理
者
等
の
資
質
の
向

上
を
図
る
た
め
︑
９
月
13
日
に
女
性
部

会
全
国
研
修
会
を
開
催
し
︑
女
性
経
営

者
及
び
女
性
管
理
者
等
１
２
４
名
が
参

加
し
た
︒
ま
た
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
女
性
組
織
の
代
表
者
が
一
堂
に
会

す
る
代
表
者
協
議
会
を
１
回
︑
正
副
部

会
長
会
議
を
３
回
︑
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

を
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
︑
講
師
を

招
き
研
修
事
業
を
実
施
し
た
︒

・ 

事
業
承
継
の
方
法
や
好
事
例
を
ま
と
め

た
冊
子
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
︑

事
業
後
継
者
の
確
保
・
育
成
に
悩
む
中

小
事
業
者
に
周
知
を
図
っ
た
︒

⑤ 

運
転
免
許
制
度
等
に
係
る
諸
課
題
へ
の

対
応
策
の
検
討

・ 

19
歳
で
も
大
・
中
型
免
許
の
取
得
が
可

能
と
な
る
特
例
教
習
制
度
に
つ
い
て
︑
受

験
資
格
条
件
ご
と
に
必
要
な
特
例
教
習

課
程
を
説
明
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
て
広
報
に
努
め
た
︒

・ 

中
・
大
型
車
へ
の
﹁
Ａ
Ｔ
限
定
免
許
﹂

制
度
創
設
に
つ
い
て
警
察
庁
に
要
望
し
て

い
た
と
こ
ろ
︑
令
和
６
年
６
月
26
日
に

道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
が

あ
り
︑
準
中
型
・
中
型
免
許
は
令
和
８

年
４
月
か
ら
︑
大
型
免
許
は
令
和
９
年

４
月
か
ら
︑
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
Ｔ
免
許
の
取

得
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

⑹ 

交
通
及
び
労
災
事
故
の
防

止
対
策
の
推
進

○
交
通
事
故
防
止
対
策

① 

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
交
通
事
故
実
態

の
把
握
と
要
因
分
析
及
び
事
故
防
止
対

策
の
啓
発

・ 

令
和
６
年
中
に
お
け
る
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
が
第
１
当
事
者
と
な
る
死
亡
事
故
件

数
は
２
０
０
件
と
対
前
年
に
比
べ
１
件
の

増
加
と
な
っ
た
︒

・ 

令
和
３
年
３
月
に
策
定
し
た
﹁
ト
ラ
ッ

ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０

２
５
﹂
で
定
め
た
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
第

１
当
事
者
と
す
る
死
者
数
と
重
傷
者
数

の
合
計
を
車
両
台
数
１
万
台
当
た
り
﹁
６

・
５
人
以
下
﹂
と
す
る
こ
と
を
各
都
道

府
県
（
車
籍
別
）
の
共
有
目
標
に
︑
事

故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
等
に
よ
る
啓
発
や
安

全
装
置
の
普
及
な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
で
の
事
故
防
止
対
策
に
努
め
た
︒

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ

ラ
ン
２
０
２
５
﹂
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
は
更
な
る
事
故
防
止
対
策
が
必
要

と
な
る
︒
そ
の
た
め
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
が
第
１
当
事
者
と
な
る
死
亡
・
重
傷

事
故
の
約
４
割
を
占
め
る
交
差
点
事
故

の
防
止
を
図
る
た
め
︑
事
故
実
態
の
周

知
と
併
せ
︑
使
用
過
程
車
に
取
り
付
け

可
能
な
左
折
巻
き
込
み
事
故
防
止
装
置

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
た
︒

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ

ラ
ン
２
０
２
５
﹂
の
周
知
と
交
差
点
事
故

や
追
突
事
故
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
︑﹁
プ
ラ
ン
２
０
２
５
目
標
達
成
セ

ミ
ナ
ー
﹂
を
実
施
し
︑
座
学
と
グ
ル
ー

プ
討
議
で
構
成
す
る
﹁
フ
ル
セ
ミ
ナ
ー
﹂

を
36
協
会
延
べ
37
回
︑
更
に
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
１
万
台
あ
た
り
の
死
者
・
重
傷

者
数
の
多
い
都
道
府
県
を
中
心
に
主
に

ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
し
た
﹁
出
前
セ

ミ
ナ
ー
﹂
を
３
協
会
で
開
催
し
た
︒

・ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ち
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

連
携
し
︑
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

に
併
せ
て
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
２
協
会
に

て﹁
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
﹂を
併
催
し
︑

人
命
の
尊
さ
を
啓
発
し
た
︒

・ 

ま
た
︑
当
年
度
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に

係
る
発
生
地
別
交
通
事
故
情
報
を
︑﹁
死

亡
事
故
﹂﹁
死
亡
・
重
傷
事
故
﹂
の
そ

れ
ぞ
れ
の
切
り
口
で
集
計
す
る
と
と
も

に
︑
前
年
度
の
車
籍
別
︑
発
生
地
別
︑

車
両
区
分
別
︑
道
路
区
分
別
等
詳
細
に

交
通
事
故
実
態
を
同
じ
く
２
つ
の
切
り

口
で
分
析
・
把
握
し
︑
全
ト
協
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
な
ど
で
の
広
報
啓
発
に
努

め
た
ほ
か
︑
春
・
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
な
ど
に
お
い
て
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
が
惹
起
す
る
交
通
事
故
の
特
徴
を
掲

載
し
た
５
種
類
の
ポ
ス
タ
ー
等
を
制
作

し
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
関
係
す
る
交

通
事
故
防
止
対
策
の
取
り
組
み
を
促
進

し
た
︒

・ 

道
路
の
老
朽
化
対
策
に
向
け
た
大
型
車

の
適
正
化
方
針
を
踏
ま
え
︑
ト
レ
ー
ラ

の
安
全
な
使
用
方
法
及
び
関
係
法
令
の

改
正
内
容
を
周
知
す
る
研
修
会
を
15
協

会
と
連
携
を
図
り
︑
延
べ
16
回
開
催
し

大
型
・
特
殊
車
両
の
運
行
の
適
正
化
︑

関
係
法
令
の
遵
守
等
に
つ
い
て
徹
底
を
図

っ
た
︒

・ 

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
脱
落
事
故
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
（
一
社
）
日

本
自
動
車
工
業
会
と
連
携
し
︑
適
切
な

点
検
整
備
の
実
施
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス

タ
ー
を﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄に
刷
り
込
み
︑

配
布
し
た
︒

・ 

車
輪
脱
落
事
故
防
止
を
図
る
た
め
︑
適

正
な
手
順
と
方
法
に
よ
る
タ
イ
ヤ
交
換

作
業
及
び
交
換
後
の
ト
ル
ク
・
レ
ン
チ

に
よ
る
増
し
締
め
︑
日
常
点
検
及
び
定

期
点
検
の
確
実
な
実
施
方
法
を
啓
発
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹁
ス
ト
ッ
プ 

車
輪
脱
落

事
故
~
た
だ
し
い
交
換
作
業
手
順
を
再

チ
ェ
ッ
ク
！
~
﹂
を
作
成
・
配
布
し
た
︒

・ 

車
輪
脱
落
事
故
防
止
に
向
け
て
効
果
的

な
取
組
を
実
施
し
た
８
協
会
に
対
し
助

成
を
行
っ
た
︒

・ 

交
通
安
全
に
対
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
意
識
の
定
着
を
図
る
た
め
︑
22

協
会
に
お
け
る
事
故
防
止
大
会
実
施
に

対
す
る
助
成
を
行
っ
た
︒

・ 

平
成
29
年
に
作
成
し
た
﹁
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
テ
キ
ス
ト
﹂
に
つ

い
て
︑
改
善
基
準
告
示
等
関
係
法
令
の

改
正
内
容
を
盛
り
込
み
改
訂
し
た
︒

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
等
安
全
教
育
訓
練
促
進
助

成
事
業
の
対
象
施
設
と
し
て
新
た
に
５

か
所
を
指
定
（
計
25
施
設
）
し
︑
よ
り

充
実
し
た
安
全
教
育
訓
練
施
設
の
拡
充

を
図
っ
た
︒

・ 

安
全
教
育
訓
練
の
受
講
者
１
０
４
３
名

に
対
す
る
助
成
を
行
い
︑
受
講
の
促
進

を
図
っ
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
交
通
事

故
根
絶
の
気
運
醸
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
す
る
た
め
︑
国
が
展
開
し
て

い
る﹁
春
・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
﹂

の
実
施
に
合
わ
せ
て
︑
令
和
７
年
度
よ

り
４
月
10
日
及
び
９
月
30
日
を
﹁
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

す
日
﹂
と
定
め
︑
こ
れ
に
伴
う
チ
ラ
シ

を
作
成
し
て
会
員
事
業
者
に
配
布
し
周

知
を
図
っ
た
︒

② 

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
の

強
化

・ 

令
和
６
年
10
月
に
飲
酒
運
転
等
の
行
政

処
分
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
︑
飲

酒
運
転
に
よ
る
事
故
実
態
に
即
し
た
実

効
性
の
あ
る
飲
酒
運
転
防
止
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
改
訂
版
を
作
成
・
配
布
し
た
︒

・ 

ま
た
︑
過
去
４
年
間
の
年
齢
別
・
運
転

経
験
年
数
別
飲
酒
運
転
事
案
件
数
の
統

計
分
析
資
料
を
作
成
し
︑
飲
酒
事
案
に

即
し
た
再
発
防
止
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
飲
酒
の
実
態
と
再

発
防
止
策
）
を
全
会
員
に
配
布
し
︑
再

発
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
︒

・ 

飲
酒
運
転
に
よ
る
人
身
事
故
件
数
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
全
体
と
し
て
更
に
飲
酒
運
転

根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
︑リ
ー
フ
レ
ッ
ト﹁
飲

酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
い
て
﹂

を
作
成
し
た
︒

・ 

令
和
６
年
９
月
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
飲
酒
運
転
し
な
い
こ
と
の
宣
言
書

署
名
等
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
各
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取
り
組
み
事

例
を
取
り
ま
と
め
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
等
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
た
︒
ま

た
併
せ
て
︑
各
協
会
が
実
施
す
る
署
名

活
動
の
サ
ン
プ
ル
様
式
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
開
し
た
︒

・ 

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
て
効
果
的
な
取

組
を
実
施
し
た
18
協
会
に
対
し
助
成
を

行
っ
た
︒

③ 

安
全
対
策
機
器
等
の
普
及
促
進

・ 

後
方
視
野
等
確
認
支
援
装
置
︑
ア
ル
コ

ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
な
ど
安
全
対
策
機

器
に
対
す
る
以
下
の
導
入
助
成
を
行
い
︑

交
通
事
故
防
止
に
有
用
な
機
器
の
普
及

促
進
を
図
っ
た
︒

○
後
方
視
野
確
認
支
援
装
置１万

３
５
９
台

○
左
側
方
視
野
確
認
支
援
装
置８

４
７
台

○
側
方
衝
突
監
視
警
報
装
置

69
台

○
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
装
置26

台

○
携
帯
型
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器１

２
０
１
台

○
大
型
車
用
ト
ル
ク
・
レ
ン
チ

６
９
２
台

④ 

運
行
管
理
の
高
度
化
へ
の
対
応

・ 

自
動
点
呼
に
か
か
る
支
援
機
器
及
び
シ

ス
テ
ム
等
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
︑
当
該
機
器
の
取
得
費
用

の
一
部
に
対
す
る
助
成
を
８
７
２
件
行
っ

た
︒

・ 

デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
計
等
の
高
度
化

に
合
わ
せ
︑
国
土
交
通
省
が
行
う
﹁
運

行
管
理
の
高
度
化
に
対
す
る
支
援
﹂
事

業
を
会
員
事
業
者
等
に
周
知
す
る
な
ど

Ｉ
Ｔ
機
器
等
を
活
用
し
た
高
度
な
点
呼

シ
ス
テ
ム
の
普
及
拡
大
を
図
っ
た
︒

・ 

国
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

﹁
事
業
者
間
遠
隔
点
呼
﹂
及
び
﹁
業
務

前
自
動
点
呼
﹂
に
つ
い
て
︑
先
行
実
施

要
領
に
基
づ
く
先
行
実
施
事
業
の
周
知

を
図
っ
た
︒

⑤ 

「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
普
及
拡

大
・ ﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂
及
び
﹁
陸

運
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
の
理

解
促
進
と
︑
一
体
的
に
運
用
す
る
た
め

の
方
法
を
学
ぶ
﹁
陸
運
事
業
者
の
た
め

の
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
﹂
を
31
協

会
に
お
い
て
延
べ
31
回
開
催
し
︑
１
３
２

０
名
が
受
講
し
た
︒

⑥ 

駐
車
問
題
見
直
し
へ
の
対
応

・ 

令
和
５
年
２
月
に
警
察
庁
か
ら
各
都
道

府
県
警
察
に
発
出
さ
れ
た
﹁
貨
物
集
配

中
の
車
両
に
係
る
駐
車
規
制
の
見
直
し

に
向
け
た
継
続
的
な
取
組
の
推
進
に
つ
い

て
﹂
通
達
に
基
づ
き
︑
全
ト
協
と
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
連
携
し
て
駐
車

規
制
の
更
な
る
見
直
し
に
向
け
た
要
望

等
に
つ
い
て
情
報
収
集
等
に
努
め
た
︒

・ 

令
和
６
年
６
月
21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

﹁
規
制
改
革
実
施
計
画
﹂
に
基
づ
き
見

直
さ
れ
た
貨
物
集
配
中
の
車
両
に
係
る

駐
車
規
制
の
全
国
統
一
基
準
が
警
察
庁

か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
に
発
出
さ
れ

た
こ
と
か
ら
︑
駐
車
許
可
や
除
外
措
置

の
運
用
見
直
し
に
つ
い
て
周
知
し
た
︒

⑦ 

全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施

・ 

安
全
意
識
並
び
に
運
転
技
能
の
向
上
を

図
る
た
め
﹁
第
56
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
１
４
２
名

の
参
加
者
に
よ
り
実
施
し
た
︒

・ ﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
﹂
の
競
技
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す

る
動
画
を
活
用
し
︑
中
小
の
事
業
者
な

ど
に
所
属
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
参
加
意

欲
向
上
を
図
る
た
め
の
周
知
を
図
っ
た
︒

・ 

過
去
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
学
科
競
技
の
問
題
と
解
答
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
︑
日
頃

の
業
務
に
も
役
立
つ
ト
ラ
ッ
ク
に
特
化
し

た
﹁
使
用
過
程
車
（
ト
ラ
ッ
ク
）
に
適

用
さ
れ
る
保
安
基
準
の
概
要
﹂
を
作
成

し
︑
競
技
の
参
加
が
し
や
す
い
環
境
整

備
に
努
め
た
︒

⑧ 

そ
の
他

・ 

全
ト
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
し
て
い

る
ご
意
見
・
通
報
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た

交
通
マ
ナ
ー
違
反
︑
不
正
改
造
な
ど
の

情
報
に
関
し
︑
関
係
す
る
ト
ラ
ッ
ク
協

会
等
と
連
携
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
へ
の
指
導
・
教
育
を
働
き
か
け
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
適
正
化
に
努
め

た
︒

○
労
働
対
策

① 

過
労
死
等
防
止
対
策
の
推
進

・ ﹁
過
労
死
等
防
止
計
画
﹂
の
具
体
的
な

行
動
計
画
に
基
づ
き
︑
健
康
管
理
対
策

を
中
心
と
し
た
緊
急
対
策
の
実
施
を
推

進
し
た
ほ
か
︑有
識
者
等
を
交
え
て
﹁
労

働
安
全
・
災
害
防
止
小
委
員
会
﹂
を
開

催
し
︑
取
組
の
成
果
を
各
種
指
標
か
ら

検
証
し
た
︒

・ 

過
労
死
等
防
止
対
策
を
取
り
ま
と
め
た

啓
発
資
料
等
を
活
用
し
た
﹁
過
労
死
等

防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
36
協
会
に
お

い
て
延
べ
37
回
開
催
し
︑
１
１
１
８
名
が

受
講
し
た
︒

② 

健
康
状
態
に
起
因
す
る
事
故
及
び
健
康

増
進
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進

・ 

国
土
交
通
省
が
作
成
し
た
﹁
脳
血
管
疾

患
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂（
平
成
30
年
２

月
策
定
）
及
び
﹁
心
臓
疾
患
・
大
血
管

疾
患
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂（
令
和
元
年

７
月
策
定
）︑﹁
視
野
障
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
﹂（
令
和
４
年
３
月
策
定
）
に
つ
い
て
︑

事
業
者
等
へ
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
︑

健
康
起
因
事
故
防
止
対
策
の
取
組
を
推

進
し
た
︒

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
業
務
を
よ
り

適
切
か
つ
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
特
化
し

た
健
康
管
理
の
手
引
き
書
と
し
て
作
成

し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た
め

の
健
康
起
因
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
を

令
和
６
年
８
月
に
改
訂
し
︑
セ
ミ
ナ
ー

等
で
配
布
し
た
︒

・ 

健
康
起
因
事
故
の
原
因
と
な
る
脳
・
心

臓
疾
患
の
早
期
発
見
に
は
︑
点
呼
時
の

血
圧
測
定
が
有
効
で
あ
り
︑
平
成
30
年

度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
﹁
血
圧
計
導
入
助

成
事
業
﹂
を
継
続
し
︑
６
５
６
台
に
対

す
る
助
成
を
行
っ
た
︒

・ 

恒
久
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
運
輸
事
業

振
興
助
成
交
付
金
支
出
に
よ
る
定
期
健

康
診
断
の
受
診
促
進
と
併
せ
︑
中
小
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
定
期
健
康
診
断

後
の
フ
ォ
ロ
ー
か
ら
事
後
措
置
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
に
構
築
し
た
﹁
運
輸
ヘ
ル

ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
﹂
の
利
用
拡
大
に

努
め
た
︒

・ ﹁
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
﹂
の

普
及
を
図
る
た
め
︑﹁
健
康
管
理
セ
ミ
ナ

ー
﹂
を
22
協
会
に
お
い
て
延
べ
23
回
開

催
し
︑
１
０
３
３
名
が
受
講
し
た
︒

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

受
検
者
４
万
１
６
５
５
名
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
た
︒

・ 

Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
普
及

を
図
る
た
め
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
の
重
要
性
と
助
成
制
度
に
つ
い

て
説
明
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

配
布
し
た
︒
ま
た
︑﹁
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹂

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
︑
合
計
２
５
７

名
が
受
講
し
た
︒

・ ﹁
過
労
死
等
防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹂
等

を
通
じ
︑
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
強
化
に

つ
い
て
普
及
・
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
︑

有
識
者
を
交
え
た
﹁
労
働
安
全
・
災
害

防
止
委
員
会
﹂
に
お
い
て
︑
精
神
疾
患

に
よ
る
過
労
死
事
例
の
分
析
を
行
い
対

策
の
検
討
を
行
っ
た
︒

・ 

勤
務
時
間
が
不
規
則
だ
っ
た
り
︑
食
事

を
と
る
時
間
や
場
所
が
困
難
な
こ
と
が

多
い
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
に
食
事

の
重
要
性
へ
の
気
づ
き
や
実
践
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
短
く
ま
と
め
た
動
画
﹁
ド
ラ

イ
バ
ー
の
食
生
活
と
健
康
管
理
﹂（
全
６

回
）
を
制
作
し
公
開
し
た
︒

③ 

労
働
災
害
防
止
、
荷
主
対
策
の
推
進

・ 

荷
主
先
を
含
め
た
労
働
災
害
の
発
生
状

況
等
の
実
態
を
調
査
・
分
析
︑
把
握
す

る
た
め
︑
陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災

害
防
止
協
会
等
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
︑
第
14
次
労
働
災
害
防
止
計
画
（
２

０
２
３
~
２
０
２
７
年
度
）
を
踏
ま
え
た

労
働
災
害
防
止
を
図
る
た
め
︑﹁
陸
上

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
荷
役
作
業
の

安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
の
周
知
・

徹
底
を
図
っ
た
︒

④ 

フ
ェ
リ
ー
の
利
用
等
環
境
問
題
と
２
０
２

４
年
問
題
を
含
め
た
対
策

・ 

長
時
間
労
働
を
抑
制
し
労
働
環
境
を
改

善
す
る
た
め
︑
フ
ェ
リ
ー
等
利
用
が
促

進
さ
れ
る
よ
う
フ
ェ
リ
ー
等
利
用
に
対
す

る
補
助
・
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
︑

令
和
７
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関

す
る
要
望
項
目
と
し
て
要
望
活
動
を
行

っ
た
︒

⑺ 

高
速
道
路
料
金
の
割
引
の

拡
充
及
び
重
要
物
流
道
路

等
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
な
ど
使
い
や
す

い
道
路
の
実
現

・ 

高
速
道
路
料
金
徴
収
期
限
の
延
長
を
踏

ま
え
た
利
便
性
向
上
策
の
推
進
︑
高
速

道
路
料
金
等
の
引
下
げ
や
物
流
基
盤
の

整
備
に
関
す
る
要
望
項
目
に
つ
い
て
︑

令
和
７
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関

す
る
要
望
活
動
や
全
国
道
路
利
用
者
会

議
と
連
携
し
た
活
動
を
行
っ
た
︒

① 

大
口
・
多
頻
度
割
引
の
実
質
50
％
の
割

引
へ
の
拡
充
・
恒
久
化

・ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
の
大
口
・
多
頻
度
割

引
に
つ
い
て
︑
一
定
額
以
上
利
用
の
場
合

に
︑３
０
０
０
０
円
以
下
の
部
分
を
含
め
︑

割
引
額
が
割
引
対
象
額
の
50
％
と
な
る

割
引
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
要
望
活
動

Ⅰ
．一
般
情
勢

事

業

活

動

の

概

要

Ⅱ
．
事
業
活
動

　

令
和
６
年
度
の
我
が
国
の
経
済
は
︑

政
府
の
経
済
対
策
に
よ
り
︑
長
き
に
わ

た
る
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
が
見
え
︑
賃

上
げ
率
が
33
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
っ

た
ほ
か
︑
企
業
収
益
や
設
備
投
資
額
も

過
去
最
大
規
模
と
な
り
︑
ゆ
る
や
か
な

回
復
を
続
け
て
い
る
と
の
判
断
が
な
さ

れ
て
い
る
︒

　

民
間
調
査
機
関
に
よ
る
と
令
和
６
年

度
の
国
内
貨
物
総
輸
送
量
は
減
少
と
な

り
︑
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
量
に
つ
い

て
は
︑
消
費
関
連
貨
物
が
増
加
し
た
が

建
設
関
連
貨
物
が
落
ち
込
み
︑
通
年
で

は
微
増
と
な
る
と
予
測
し
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
構
造
的
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
︑
令
和
６
年
４
月

に
荷
主
・
物
流
事
業
者
に
対
す
る
規
制

的
措
置
や
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
取
引
に

対
す
る
規
制
的
措
置
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
﹁
流
通
業
務
総
合
効
率
化
法
及
び
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
﹂
が
成
立
し
た
︒

　

一
方
︑﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂

解
決
の
た
め
︑
政
府
が
策
定
し
た
﹁
物

流
革
新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
に

基
づ
き
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
︑
新
た
に
﹁
適
正
取
引
委
員
会
﹂
を

設
置
し
﹁
多
重
下
請
構
造
の
是
正
﹂︑

Ｇ
メ
ン
調
査
員
を
追
加
し
﹁
ト
ラ
ッ
ク

・
物
流
Ｇ
メ
ン
体
制
の
拡
充
﹂︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
す
る
カ
ス
ハ
ラ
対
策
や
ド
ラ
イ

バ
ー
の
マ
ナ
ー
向
上
を
図
る
た
め
﹁
ド
ラ

イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向
上
と
人
材

確
保
対
策
﹂
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
︒

　

さ
ら
に
︑
適
正
競
争
推
進
に
よ
る
業

界
の
健
全
な
発
展
の
実
現
に
向
け
て
︑

事
業
許
可
の
更
新
制
の
導
入
等
に
つ
い

て
︑
業
界
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
︒

　

ま
た
︑
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
や

労
働
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
︑
重
要

物
流
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
高
速
道
路

の
整
備
推
進
や
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解

消
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
お
よ
び
休
憩
・
休
息

施
設
や
中
継
物
流
拠
点
の
整
備
な
ど
に

つ
い
て
︑
関
係
行
政
機
関
に
対
し
て
積

極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
た
︒

　

今
後
も
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
公
共
的

使
命
を
果
た
す
べ
く
︑
よ
り
安
定
的
な

輸
送
力
の
確
保
と
安
全
︑
安
心
で
質
の

高
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

た
め
︑
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け

て
︑
安
全
運
転
の
確
保
︑
飲
酒
運
転
の

根
絶
等
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む

な
ど
諸
対
策
を
推
進
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
健
全
化
に
努
め
る
︒

公
益
社
団
法
人

公
益
社
団
法
人  

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

１面に関連

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

事
業
報
告
書

事
業
報
告
書
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２
０
３
０
﹂
の
﹁
サ
ブ
目
標
３
﹂
の
一
環

と
し
て
取
組
む
５
月
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
美
化
月
間
﹂に
お
け
る
不
法
投
棄

（
ポ
イ
捨
て
）
対
策
と
し
て
﹁
ゴ
ミ
は

持
ち
帰
ろ
う
！
﹂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画

し
︑啓
発
チ
ラ
シ
を
作
成
・
配
布
し
た
︒

③ 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底
に
向
け
た
Ｅ
Ｍ
Ｓ

機
器
等
の
導
入
及
び
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
支
援
機
器
の
普
及
促
進

・ 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底
を
図
る
た
め
︑
燃

料
消
費
量
の
削
減
効
果
が
高
い
Ｅ
Ｍ
Ｓ

機
器
等
の
普
及
促
進
を
図
る
と
と
も
に
︑

荷
主
と
の
連
携
に
よ
る
省
エ
ネ
対
策
に

資
す
る
た
め
車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム

の
普
及
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
︒

・ 

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
支
援
機
器
と
し

て
︑
ヒ
ー
タ
ー
３
３
０
台
︑
ク
ー
ラ
ー
３

７
１
台
の
導
入
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
た
︒

④
環
境
対
応
車
の
普
及
促
進

・ 

環
境
対
応
車
導
入
促
進
事
業
と
し
て
︑

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
１
８
１
台
︑
Ｅ
Ｖ
車
30

台
︑
燃
料
電
池
車
22
台
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
還
付
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
な
い
地
球
温
暖
化
対
策

税
の
代
替
と
し
て
︑
環
境
省
・
経
済
産

業
省
と
国
土
交
通
省
の
令
和
６
年
度
の

連
携
事
業
と
し
て
︑
以
下
の
事
業
に
つ
い

て
関
係
者
に
周
知
し
︑
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑

制
に
努
め
た
︒

︻
環
境
省
関
連
事
業
︼

○ 

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
普
及

加
速
化
事
業 

28
億
３
千
万
円

○ 

環
境
配
慮
型
先
進
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
導

入
加
速
事
業 

２
億
７
千
万
円

○ 

商
用
車
等
の
電
動
化
促
進
事
業

 

１
６
９
億
１
千
万
円

︻
経
済
産
業
省
関
連
事
業
︼

○ 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
省
エ
ネ
化
推
進
事
業 

 

24
億
９
千
万
円

⑶ 

広
報
媒
体
を
活
用
し
た
対

外
的
な
Ｐ
Ｒ
対
策
の
積
極

的
な
推
進

・ 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割
・
重
要
性
を
訴

え
る
た
め
︑
令
和
６
年
度
全
国
共
通
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
素
材
（
15
秒
版
・
30
秒
版
）

を
制
作
し
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
配
布
し
た
︒

・ 

若
年
者
等
が
多
数
集
う
全
国
９
ブ
ロ
ッ

ク
11
か
所
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
を
活
用
し

て
︑令
和
５
年
度
Ｃ
Ｍ
素
材
（
30
秒
版
）

及
び
ア
ニ
メ
動
画
﹁
も
し
も
ト
ラ
ッ
ク

が
止
ま
っ
た
ら
﹂（
30
秒
版
）を
放
映
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
向
上

並
び
に
若
年
労
働
力
の
確
保
の
た
め
の

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
︒

　

 ︻
札
幌
:
５
０
４
０
回
︑
仙
台
:
３
５

０
０
回
︑
渋
谷
:
５
４
０
０
回
︑
新
宿

:
５
０
４
０
回
︑
新
潟
:
２
万
１
０
０

０
回
︑
名
古
屋
:
６
１
２
０
回
︑
大
阪

:
５
６
０
０
回
︑広
島
:
５
７
６
０
回
︑

高
松
:
８
７
５
０
回
︑
福
岡
:
１
万
７

２
８
０
回
︑沖
縄
:
３
６
０
０
回
放
映
︑

計
８
万
７
０
９
０
回
放
映
︑
延
べ
５
億
人

視
聴
︼

・ 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割
・
重
要
性
を
訴

え
る
た
め
︑
動
画
サ
イ
ト
﹁
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
﹂
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
広
告
に
て
︑

ア
ニ
メ
動
画
﹁
も
し
も
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま

っ
た
ら
﹂（
15
秒
版
）︑令
和
５
年
度
Ｃ
Ｍ

（
15
秒
版
）
を
放
映
し
た
︒︻
表
示
回

数
:
９
５
１
万
９
５
４
２
回
︑
視
聴
数

:
５
６
０
万
２
３
５
４
回
︑
視
聴
率
:

58
・
９
％
︼

・ 

４
月
26
日
~
５
月
９
日
の
２
週
間
︑
全

国
47
都
道
府
県
86
か
所
の
映
画
館
に
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割
・
重
要
性
を
訴

え
る
た
め
︑﹁
名
探
偵
コ
ナ
ン 

１
０
０ 

万
ド
ル
の
五
稜
星
（
み
ち
し
る
べ
）﹂
を

放
映
前
の
広
告
（
シ
ネ
ア
ド
）
を
活
用

し
て
︑
令
和
５
年
度
Ｃ
Ｍ
素
材
（
30
秒

版
）
を
放
映
し
た
︒

　

 ︻
全
国
86
劇
場
に
て
︑
計
１
万
４
０
７
２

回
放
映
︑
延
べ
94
万
２
５
３
７
人
視
聴
︼

・ 

12
月
20
日
~
１
月
２
日
の
２
週
間
︑
全
国

47
都
道
府
県
１
５
０
か
所
の
映
画
館
に

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割
・
重
要
性
を

訴
え
る
た
め
︑﹁
ド
ク
タ
ー
Ⅹ
劇
場
版
﹂

を
放
映
前
の
広
告
（
シ
ネ
ア
ド
）
を
活

用
し
て
︑
令
和
５
年
度
Ｃ
Ｍ
素
材
（
30

秒
版
）
を
放
映
し
た
︒

　
 ︻

全
国
１
５
０
劇
場
に
て
︑
計
１
万
１
０

８
３
回
放
映
︑
延
べ
23
万
７
０
７
７
人
視

聴
︼

・ 
小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
（
５
年
社
会

科
）
の
﹁
運
輸
﹂
の
単
元
に
沿
い
︑
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
教
材
（
映
像
︹
15
分
程
度
︺︑
冊
子
）

を
全
国
の
希
望
校
９
９
３
校
に
配
布
し

た
︒

・ 

機
関
紙
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
を
年
20
回 

︿
通
常
号
19
回
︑
号
外
１
回
（
５
月
20

日
号
﹁
絶
対
に
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
﹂︑
１
回
５
万
５
０
０
０
部
︑
年
間
延

べ
１
１
０
万
部
﹀
発
行
し
︑
北
海
道
か

ら
沖
縄
県
の
離
島
ま
で
日
本
全
国
津
々

浦
々
で
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
を
営
む
各

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
傘
下
の
会
員

事
業
者
を
は
じ
め
︑
関
係
行
政
機
関
及

び
研
究
機
関
等
へ
配
布
し
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
取
り
巻
く
動
向
や
全
ト
協

の
事
業
活
動
︑
会
員
事
業
者
の
事
業
経

営
に
役
立
つ
最
新
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
提
供
し
た
︒

・ 

12
月
15
日
~
１
月
20
日
に
か
け
て
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
︒
本
紙
を
﹁
よ
く
読
む
﹂
と
﹁
時

々
読
む
﹂
の
回
答
を
合
わ
せ
る
と
96
・
２

％
と
な
り
︑
精
読
率
の
高
さ
が
示
さ
れ

た
︒
ま
た
︑﹁
他
社
の
取
組
み
が
い
ち
早

く
紹
介
さ
れ
て
い
て
大
変
た
め
に
な
る
﹂︑

﹁
Ｋ
Ｙ
Ｔ
シ
ー
ト
も
社
内
安
全
会
議
に

使
え
て
助
か
っ
て
い
る
﹂
な
ど
の
意
見
が

多
数
寄
せ
ら
れ
た
︒

・ 

10
月
９
日
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
に
実
施
す

る
広
報
活
動
で
使
用
す
る
た
め
の
全
国
統

一
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
︑
広
報

委
員
会
に
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
選
定
し
た
︒

同
ポ
ス
タ
ー
２
１
３
０
枚
を
作
成
し
︑
各

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
配
布
し
た
ほ

か
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
業
界
専

門
紙
等
に
掲
載
し
広
く
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
た
︒
ま
た
同
デ
ザ
イ

ン
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
３
万
枚
作
成

し
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
配
布
し

た
︒
ま
た
︑
イ
ベ
ン
ト
掲
示
用
に
Ｂ
１
版

パ
ネ
ル（
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割
︑安
全
︑

環
境
︑
人
材
確
保
︑
健
康
管
理
︑
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
︑
適
正
化
事
業
︑
緊
急

輸
送
︑
働
き
方
改
革
）
を
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
貸
し
出
し
た
︒

・ 

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施
す
る

﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂関
連
事
業
に
つ
い
て
︑

実
施
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し

た
︒︻
47
協
会
に
助
成
︼

・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
業
界
内
外
に
向
け
た

情
報
発
信
の
基
盤
的
役
割
を
担
う
ツ
ー

ル
と
し
て
位
置
づ
け
︑
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
︑
年
間
を
通
じ
て

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
を
行
っ
た
︒

　

 

ま
た
︑
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
版
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
運
用
し
て
い
る
︒︻
年
間

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
:
４
５
０
万
ペ
ー
ジ
︑

年
間
訪
問
者
数
:
１
５
０
万
人
︼

・ 

２
０
２
４
年
問
題
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
課
題
や
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
︑
報

道
機
関
︑
研
究
機
関
︑
団
体
︑
学
生
等

か
ら
の
取
材
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
積
極
的

に
対
応
し
た
︒

・ 

情
報
伝
達
手
段
の
多
様
化
を
図
り
︑
業

界
内
外
に
業
界
の
動
き
や
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
重
要
性
を
発
信
す
る
た
め
︑
幅
広

い
世
代
に
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
︑
Ⅹ
）
に
公
式
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
た
︒

　

 ︻
３
月
末
現
在
登
録
者
数
:
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
７
８
２
名
）︑
Ⅹ
（
５
８
８
名
）︑
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
３
２
７
０
名
）︼

・ ﹁
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
﹂（
４
／

10
︑
９
／
30
）
設
定
に
際
し
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
３
万
枚
制
作
し
︑
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
︑
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
配
布
し
た
︒

⑷ 

大
規
模
自
然
災
害
発
生
時

等
に
お
け
る
緊
急
輸
送
体

制
の
確
立　

① 

大
規
模
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊

急
物
資
輸
送
体
制
の
確
立
及
び
迅
速
な

対
応

・ 

内
閣
府
及
び
国
土
交
通
省
と
指
定
公
共

機
関
７
社
と
の
緊
急
・
救
援
物
資
輸
送

に
係
る
会
議
を
開
催
し
︑
緊
急
・
救
援

物
資
輸
送
体
制
の
更
な
る
連
携
強
化
を

図
っ
た
︒

・ 

緊
急
時
の
通
信
体
制
を
整
備
す
る
た
め
︑

ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
衛
星
携
帯
電
話
の
通

信
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
︒

・ 

令
和
６
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
の
記
録
と
し
て
︑﹁
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震 

緊
急
支
援
物
資
輸
送
等
活

動
記
録
~
県
民
の
命
を
繋
ぐ
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
﹂
を
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
共

同
し
て
作
成
し
た
︒

・ 

緊
急
物
資
輸
送
車
両
へ
の
給
油
施
設
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
整
備
・
拡
充
を
図

る
た
め
︑
新
た
に
40
か
所
を
追
加
し
︑

全
国
で
９
８
３
か
所
と
な
っ
た
︒

② 

大
規
模
自
然
災
害
発
生
時
に
備
え
た
災

害
物
流
専
門
家
の
育
成
な
ど
防
災
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
普
及
拡
大

・ 

災
害
物
流
専
門
家
研
修
を
28
協
会
で
延

べ
31
回
開
催
し
︑
５
２
３
名
の
研
修
修

了
者
に
修
了
証
を
交
付
し
た
︒

・ 

国
土
交
通
省
が
主
催
す
る
﹁
運
輸
防
災

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
﹂
に
つ
い
て
︑

開
催
日
程
等
を
広
報
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
通
じ
て
会
員
事
業
者
に
周
知
し

た
︒

⑸ 

そ
の
他

① 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
の
推
進
と

消
費
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
支
援

・ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
の
普
及
促

進
を
図
り
︑
一
般
消
費
者
の
認
知
度
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
積
極
的
な
周
知
活

動
を
行
う
︒

１
）
引
越
安
心
マ
ー
ク
事
業
者
の
認
定

・ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
開
始
か
ら

11
年
目
と
な
る
令
和
６
年
度
に
お
い
て

は
︑
新
規
申
請
と
更
新
申
請
の
受
付
を

行
い
︑令
和
６
年
12
月
13
日
に
69
事
業
者

（
１
１
２
事
業
所
）
を
新
た
に
﹁
引
越

安
心
マ
ー
ク
事
業
者
﹂と
し
て
認
定
し
た
︒

・ 

既
存
の
認
定
事
業
所
と
併
せ
て
︑
令
和

６
年
度
の
認
定
事
業
者
合
計
は
３
５
３

事
業
者（
１
６
９
６
事
業
所
）と
な
っ
た
︒

２
） 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
の
周
知

活
動

・ ﹁
引
越
安
心
マ
ー
ク
﹂
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ

ッ
ク
を
事
業
者
の
協
力
を
得
て
︑
令
和

６
年
度
に
新
た
に
２
台
を
追
加
し
︑
計

23
台
走
行
さ
せ
︑﹁
引
越
事
業
者
優
良

認
定
制
度
﹂（
引
越
安
心
マ
ー
ク
）
の
周

知
に
努
め
た
︒

・ 

東
京
都
が
行
う
﹁
東
京
都
消
費
者
月
間

事
業 

見
て
︑
聞
い
て
︑
話
そ
う
！
交
流

フ
ェ
ス
タ 

２
０
２
４
﹂に
出
展
し
︑展
示
︑

チ
ラ
シ
の
配
布
︑
引
越
ク
イ
ズ
の
実
施

な
ど
に
よ
り
︑
直
接
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た
（
開
催
期
間
:
令
和
６
年
10
月

25
日
~
26
日
︑
来
場
者
数
:
約
１
万
２

５
０
０
名 

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ブ
ー

ス
来
場
者
:
約
６
０
０
名
）︒

・ 

東
京
都
文
京
区
が
行
う﹁
消
費
生
活
展
﹂

に
出
展
し
︑
ポ
ス
タ
ー
展
示
︑
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
配
布
を
行
い
︑
２

日
間
で
約
６
１
２
名
が
来
訪
し
た
︒

・ 

引
越
安
心
マ
ー
ク
の
認
知
度
を
高
め
る

た
め
令
和
６
年
５
月
と
引
越
件
数
が
増

加
す
る
時
期（
３
月
︑４
月
）に
向
け
て
︑

12
月
か
ら
３
月
ま
で
﹁
検
索
サ
イ
ト
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
﹂
に
お
い
て
︑﹁
引
越
安
心

マ
ー
ク
﹂
の
バ
ナ
ー
広
告
を
行
っ
た
他
︑

令
和
６
年
８
月
と
11
月
か
ら
３
月
ま
で

﹁
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
﹂に
お
い
て
︑

﹁
引
越
安
心
マ
ー
ク
﹂
の
広
告
を
行
っ

た
︒
ま
た
︑
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
か
ら

の
取
材
へ
対
応
し
︑﹁
引
越
安
心
マ
ー
ク
﹂

の
周
知
に
努
め
た
︒

３
） 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
認
知
度

調
査
の
実
施

・ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
と
引
越
安

心
マ
ー
ク
に
対
す
る
一
般
消
費
者
の
認
知

度
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た

（
令
和
６
年
５
月
）︒
全
国
15
~
79
歳
の

男
女
（
引
越
事
業
者
で
引
越
を
行
っ
た

５
千
人
）
を
対
象
に
︑﹁
引
越
安
心
マ
ー

ク
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
が
あ

る
﹂と
い
う
回
答
は
31
・
６
％
︑﹁
今
後
︑

引
越
す
る
と
し
た
ら
マ
ー
ク
を
参
考
と

す
る
﹂
と
い
う
回
答
は
71
・
７
％
で
あ
っ

た
︒

・ 

引
越
の
満
足
度
に
つ
い
て
の
調
査
で
は
︑

引
越
安
心
マ
ー
ク
事
業
者
で
の
引
越
は

﹁
満
足
し
て
い
る
﹂
が
80
・
２
％
で
あ

り
︑
事
業
者
全
体
で
の
引
越
時
の
﹁
満

足
し
て
い
る
﹂
の
62
・
１
％
を
大
き
く

上
回
る
結
果
で
あ
っ
た

４
）
輸
送
相
談
窓
口
業
務

・ 

輸
送
相
談
窓
口
へ
の
相
談
件
数
は
総
数

６
５
２
件（
対
前
年
31
件
減
）で
あ
っ
た
︒

う
ち
引
越
に
関
す
る
相
談
は
５
８
９
件

（
対
前
年
40
件
減
）︑
そ
の
う
ち
引
越

安
心
マ
ー
ク
事
業
者
に
関
す
る
相
談
は

３
９
６
件
（
対
前
年
35
件
増
）
で
あ
り
︑

宅
配
便
に
関
す
る
相
談
は
33
件
（
対
前

年
４
件
増
）︑
そ
の
他
一
般
貨
物
等
に
関

す
る
相
談
は
27
件
（
対
前
年
２
件
増
）

で
あ
っ
た
︒

　

 

ま
た
︑
引
越
安
心
マ
ー
ク
事
業
者
へ
の

調
査
依
頼
は
73
件
（
対
前
年
10
件
減
）

で
あ
っ
た
︒

５
） 

引
越
安
心
マ
ー
ク
事
業
者
お
客
様
対
応

責
任
者
研
修
会
議
の
開
催

・ 

引
越
安
心
マ
ー
ク
事
業
者
が
消
費
者
苦

情
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
に
︑

各
社
の
お
客
様
対
応
責
任
者
を
対
象
と

し
た
研
修
会
議
を
開
催
し
た
︒
令
和
６

年
度
は
︑
１
部
﹁
最
近
の
引
越
業
界
や

引
越
安
心
マ
ー
ク
の
課
題
に
つ
い
て
﹂と
︑

２
部
﹁
難
渋
ク
レ
ー
ム
や
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
に
つ
い
て
﹂
を
行

い
︑
１
部
で
は
令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
﹂
や
︑

令
和
６
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
﹁
標
準

引
越
運
送
約
款
﹂
を
周
知
し
た
他
︑
引

越
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
輸
送
相
談

事
例
に
つ
い
て
再
発
防
止
策
等
を
検
討

し
た
︒
２
部
で
は
︑
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
へ
の
対
応
に
つ
い
て
具
体
的
事
例

を
基
に
対
応
策
の
検
討
を
行
い
︑
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
適
切
な
対
応
を
図
っ
た
︒

・ 

会
場
開
催
は
︑
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
で
合
計

11
回
開
催
し
た
︒
リ
モ
ー
ト
開
催
は
︑

12
回
開
催
し
全
認
定
事
業
者
の
担
当
者

が
参
加
し
た
︒

６
）
引
越
講
習
の
実
施

・ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
に
お
け
る

引
越
講
習
で
あ
る
引
越
基
本
講
習
お
よ

び
引
越
管
理
者
講
習
を
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
て
実
施
し
た
︒
引
越
基

本
講
習
で
は
︑﹁
引
越
業
界
の
現
状
﹂﹁
引

越
の
下
見
・
知
識
と
ク
レ
ー
ム
対
応
﹂

﹁
引
越
作
業
と
接
客
マ
ナ
ー
﹂﹁
引
越
運

賃
・
料
金
﹂﹁
標
準
引
越
運
送
約
款
等

の
知
識
﹂を
項
目
と
し
︑開
催
数
は
45
回
︑

受
講
者
数
は
４
７
１
名
で
あ
っ
た
︒
ま
た

引
越
事
業
者
優
良
認
定
の
資
格
要
件
で

あ
る
引
越
管
理
者
講
習
に
お
い
て
は
︑

﹁
標
準
引
越
運
送
約
款
﹂﹁
引
越
に
か

か
る
輸
送
相
談
﹂﹁
引
越
関
係
法
令
﹂﹁
紛

失
︑毀
損
︑遅
延
に
係
わ
る
賠
償
の
対
応
﹂

を
内
容
と
し
︑
52
回
の
開
催
で
１
０
３
０

名
の
受
講
者
で
あ
っ
た
︒

７
） 

標
準
引
越
運
送
約
款
に
基
づ
く
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
防
止
へ
の
取
り
組
み

・ 

令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
及
び
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
施
行
規
則
︑
令
和
６
年
６
月

に
施
行
さ
れ
た
標
準
引
越
運
送
約
款
に

つ
い
て
︑
引
越
講
習
並
び
に
お
客
様
対

応
責
任
者
研
修
会
議
で
周
知
し
た
︒

・ 

引
越
講
習
（
引
越
基
本
講
習
・
引
越
管

理
者
講
習
）
に
お
い
て
︑
標
準
引
越
運

送
約
款
に
基
づ
い
た
下
見
の
実
施
と
見

積
書
の
作
成
及
び
見
積
り
時
の
標
準
引

越
運
送
約
款
の
提
示
を
徹
底
す
る
よ
う

周
知
し
た
︒

８
）
分
散
引
越

・ 

引
越
繁
忙
期
に
お
い
て
︑
引
越
利
用
者

に
対
し
︑
分
散
引
越
に
係
る
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
た
め
に
﹁
分
散
引
越
に
ご

協
力
を
！
﹂
チ
ラ
シ
（
18
万
枚
）
を
作

成
し
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
引

越
運
送
事
業
者（
優
良
認
定
事
業
者
）︑

関
東
甲
信
の﹁
道
の
駅
﹂（
１
８
５
か
所
）

へ
配
布
し
た
︒
ま
た
国
土
交
通
省
（
地

方
運
輸
局
・
運
輸
支
局
）
を
通
じ
︑
引

越
利
用
者
に
対
す
る
分
散
引
越
へ
の
協

力
を
依
頼
し
た
︒

　

 

ま
た
︑
引
越
の
取
扱
件
数
が
増
加
す
る

時
期
に
合
わ
せ
て
︑
分
散
引
越
の
バ
ナ

ー
広
告
を
検
索
サ
イ
ト
﹁
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ

！
﹂
に
掲
載
（
令
和
７
年
１
月
12
日
~

令
和
７
年
３
月
８
日
）
し
︑
一
般
消
費

者
に
対
し
て
分
散
引
越
の
周
知
に
努
め

た
︒

② 

全
ト
協
・
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会

員
及
び
役
職
員
等
に
対
す
る
研
修
の
充

実
及
び
能
力
の
開
発

・ 

新
規
に
採
用
さ
れ
た
全
ト
協
・
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
若
手
職
員
等
に
対

し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
基
本
的

な
知
識
の
習
得
や
現
場
研
修
を
通
じ
て

職
員
と
し
て
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
た
（
令
和
６

年
４
月
開
催 

21
協
会
︑
48
名
参
加
）︒

ま
た
︑
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
制
度
等
に
関
わ
る
検
討
を
行

っ
た
︒

③ 

海
外
関
係
団
体
・
関
係
機
関
と
の
交
流

の
促
進

・ 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
︑
タ
イ
お
よ
び
中
国
の

行
政
組
織
と
の
交
流
を
図
っ
た
︒
令
和

６
年
５
月
13
日
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政

府
︑道
路
技
術
者
６
名
の
訪
問
を
受
け
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
課
題
や

過
積
載
運
行
の
防
止
に
係
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
︒
５
月
20
日
に

は
タ
イ
運
輸
省
職
員
10
名
の
訪
問
を
受

け
︑
安
全
対
策
や
運
行
管
理
業
務
等
に

関
し
て
意
見
交
換
し
た
︒
さ
ら
に
︑
６

月
10
日
に
中
国
交
通
運
輸
部
か
ら
10
名

の
視
察
団
を
受
け
入
れ
︑
日
本
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
現
状
と
課
題
等
に
つ
い

て
説
明
し
︑活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
︒

④
庶
務
関
係
事
項

・ 

①
優
秀
運
転
者
等
の
表
彰
︑
②
正
し
い

運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動
に
よ
る
表
彰
︑

③
業
界
の
永
年
勤
続
功
労
者
に
対
す
る

感
謝
・
表
彰
を
実
施
し
た
︒
会
議
は
︑

①
通
常
総
会
（
６
月
）︑
②
事
業
者
大
会

（
10
月
）︑
③
理
事
会
（
６
月
︑
７
月
︑

12
月
︑３
月
）︑④
常
任
理
事
会（
７
月
）︑

⑤
正
副
会
長
会
議
（
必
要
に
よ
り
随

時
）︑⑥
各
委
員
会（
必
要
に
よ
り
随
時
）

を
開
催
し
た
︒

を
行
っ
た
︒

　
 

そ
の
結
果
︑
令
和
６
年
度
末
（
令
和
７

年
３
月
末
）
で
期
限
を
迎
え
る
最
大
割

引
率
50
％
の
拡
充
措
置
に
つ
い
て
は
︑

令
和
６
年
度
補
正
予
算
（
令
和
６
年
11

月
29
日
成
立
）
に
お
い
て
約
78
億
円
が

措
置
さ
れ
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
利
用
す

る
自
動
車
運
送
事
業
者
を
対
象
と
し
た

大
口
・
多
頻
度
割
引
の
最
大
割
引
率
50

％
の
拡
充
措
置
が
令
和
７
年
度
末
（
令

和
８
年
３
月
末
）
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
︒

② 

高
速
道
路
料
金
の
更
な
る
割
引
等
の
拡

充
・ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
に
お
け
る
高
速
道
路

料
金
の
料
金
水
準
（
普
通
区
間
︑
大
都

市
近
郊
区
間
︑
海
峡
部
等
特
別
区
間
）

の
引
下
げ
︑
一
定
の
距
離
を
超
え
た
場

合
の
上
限
定
額
制
の
導
入
に
つ
い
て
要

望
活
動
を
行
っ
た
︒

・ 

高
速
道
路
料
金
の
車
種
区
分
の
見
直
し

が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
︑
国

民
生
活
と
産
業
活
動
を
支
え
る
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
へ
十
分
に
配
慮
す
る
よ
う
要
望

活
動
を
行
っ
た
︒

・ 

渋
滞
対
策
等
に
資
す
る
た
め
︑
通
行
量

の
少
な
い
高
速
道
路
の
料
金
を
割
り
引

く
な
ど
交
通
流
動
の
最
適
化
を
目
指
す

料
金
・
割
引
制
度
の
設
定
︑
山
陽
道
の

利
用
の
偏
り
を
中
国
道
に
分
散
す
る
料

金
割
引
の
設
定
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
行

っ
た
︒

・ 

首
都
高
速
︑
阪
神
高
速
及
び
名
古
屋
高

速
に
お
け
る
高
速
道
路
料
金
の
割
引
制

度
の
拡
充
に
向
け
︑
大
口
・
多
頻
度
割

引
50
％
枠
の
設
定
︑
深
夜
割
引
30
％
の

導
入
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
の
走
行
距
離
と
合

算
し
た
長
距
離
逓
減
割
引
の
導
入
等
に

つ
い
て
要
望
活
動
を
行
っ
た
︒

　

 

な
お
︑
阪
神
高
速
で
は
︑
令
和
６
年
６

月
１
日
よ
り
︑
料
金
水
準
の
整
理
・
統
一

（
新
た
な
上
限
料
金
の
設
定
）︑
大
口
・

多
頻
度
割
引
の
拡
充
︑
深
夜
割
引
の
導

入
︑
都
心
迂
回
割
引
の
導
入
が
実
施
さ

れ
た
︒

・ 

本
四
高
速
に
お
け
る
高
速
道
路
料
金
の

割
引
制
度
の
拡
充
に
向
け
︑
大
口
・
多

頻
度
割
引
50
％
枠
の
設
定
︑
深
夜
割
引

の
導
入
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
の
走
行
距
離
と

合
算
し
た
長
距
離
逓
減
割
引
の
導
入
等

に
つ
い
て
要
望
活
動
を
行
っ
た
︒

・ 

福
岡
及
び
北
九
州
都
市
高
速
道
路
に
お

け
る
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
︑
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
と
の
管
理
主
体
を
超
え
た
シ
ン

プ
ル
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
料
金
体
系
と
す

る
た
め
︑
対
距
離
制
・
５
車
種
区
分
に

一
元
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
要
望
活
動
を

行
っ
た
︒

・ 

現
行
の
距
離
制
料
金
で
は
︑
地
方
と
大

都
市
圏
の
間
に
お
い
て
高
い
料
金
負
担

が
求
め
ら
れ
る
た
め
︑
定
額
制
料
金
制

度
の
是
非
を
検
討
す
る
こ
と
に
つ
い
て
要

望
活
動
を
行
っ
た
︒

・ 

全
国
29
箇
所
の
道
の
駅
で
社
会
実
験
が

行
わ
れ
て
い
る
高
速
道
路
の
一
時
退
出
を

可
能
と
す
る
措
置
の
拡
充
に
つ
い
て
︑
ト

ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
中
継
物
流
拠
点

も
追
加
す
る
よ
う
要
望
活
動
を
行
っ
た
︒

③ 

「
重
要
物
流
道
路
」
の
追
加
指
定
や
機

能
強
化
の
推
進

・ ﹁
重
要
物
流
道
路
﹂
の
更
な
る
拡
充
や
機

能
強
化
の
推
進
に
向
け
︑
国
土
交
通
省

道
路
局
長
に
対
し
て
︑
20
区
間 

（
事
業

区
間
６
区
間
︑
供
用
区
間
14
区
間
）
の

追
加
指
定
︑
お
よ
び
指
定
区
間
の
早
期

完
成
・
供
用
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
行
っ

た
︒（
令
和
７
年
１
月
17
日
）

④ 

高
速
道
路
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
積
極
的
な

整
備
推
進
及
び
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解

消
・ 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
︑

平
常
時
・
災
害
時
を
問
わ
な
い
安
定
的

な
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
︑
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
推
進
及
び
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
に
つ
い
て
要
望
活
動

を
行
っ
た
︒

⑤ 

高
速
道
路
に
お
け
る
暫
定
２
車
線
の
４

車
線
化
な
ど
安
全
対
策
及
び
渋
滞
対
策

の
推
進

・ 

よ
り
安
全
に
高
速
道
路
を
利
用
し
︑
輸

送
時
間
の
短
縮
等
高
速
道
路
の
持
つ
効

果
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
︑
暫

定
２
車
線
区
間
の
４
車
線
化
に
つ
い
て
︑

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
要
望
活
動

を
行
っ
た
︒

・ 

渋
滞
対
策
と
し
て
︑
令
和
６
年
度
に
レ

ー
ン
の
増
設
な
ど
全
国
49
箇
所
で
対
策

が
行
わ
れ
た
︒

⑥ 

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
、
道
の
駅
に
お
け
る
駐
車
ス

ペ
ー
ス
や
休
憩
・
休
息
施
設
の
整
備
・
拡

充
・ 

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会
員
事

業
者
を
対
象
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
改
善

箇
所
等
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
︑
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
︑
令
和
７
年
度
ト
ラ
ッ

ク
関
係
施
策
に
関
す
る
要
望
活
動
や
全

国
道
路
利
用
者
会
議
と
連
携
し
︑
用
地

拡
張
や
高
層
化
な
ど
実
現
可
能
な
す
べ

て
の
手
段
を
講
じ
た
整
備
・
拡
充
の
要

望
活
動
を
行
っ
た
︒

　

 

そ
の
結
果
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
で
は
︑
既
存

エ
リ
ア
内
で
の
小
型
車
マ
ス
か
ら
大
型
車

マ
ス
へ
の
描
き
換
え
等
に
よ
り
︑
全
国
25

箇
所
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
い
て
大
型
車

マ
ス
４
８
１
台
が
拡
充
さ
れ
た
︒

　

 

ま
た
︑
道
の
駅
と
し
て
新
た
に
17
駅
が

登
録
さ
れ
た
︒

・ 

大
型
車
駐
車
マ
ス
の
幅
に
つ
い
て
は
︑
３

・
５
ｍ
に
拡
大
す
る
よ
う
要
望
活
動
を

行
っ
た
︒

・ 
長
距
離
輸
送
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
環
境
改
善
の
た
め
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ

や
道
の
駅
に
お
け
る
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
︑

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
︑
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
の
施
設
の
充
実
に
つ
い
て
要

望
活
動
を
行
っ
た
︒

　

 

そ
の
結
果
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
で
は
︑
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
全
国
２
箇
所
に
て

拡
充
さ
れ
た
︒

⑦ 

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
管
理
運
営
・

充
実

・ 

長
距
離
運
行
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
運
行
管

理
を
目
的
と
し
た
全
国
23
箇
所
の
ト
ラ

ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
の
運
営
を

行
い
︑
立
寄
台
数
約
１
７
２
万
台
（
前

年
比
４
・
５
％
減
）
福
祉
施
設
利
用
者

数
約
１
０
５
万
人
（
前
年
比
10
・
３
％

増
）
の
利
用
が
あ
っ
た
︒

・ 

浜
松
Ｔ
Ｓ
に
つ
い
て
は
︑
１
階
・
２
階
の

漏
水
等
の
修
繕
の
た
め
︑
令
和
６
年
６

月
25
日
に
施
工
業
者
の
指
名
競
争
入
札

を
行
い
︑
小
原
建
設
㈱
（
愛
知
県
豊
橋

市
）
を
選
定
し
た
︒
工
事
は
８
月
１
日

か
ら
10
月
末
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
︑

無
事
終
了
し
た
︒

・ 

徳
島
Ｔ
Ｓ
に
つ
い
て
は
︑
令
和
６
年
８
月

１
日
か
ら
同
年
９
月
末
日
ま
で
を
入
札

期
間
と
す
る
一
般
競
争
入
札
を
実
施
︒

最
も
高
額
な
購
入
意
向
表
明
書
を
投
じ

た
有
限
会
社
ニ
ッ
ク
・
ト
ク
シ
マ
（
徳

島
県
板
野
郡
）を
優
先
交
渉
権
者
と
し
︑

所
管
の
道
路
・
施
設
委
員
会
並
び
に
第

２
０
８
回
理
事
会
の
承
認
を
経
た
後
︑

同
社
へ
の
売
却
手
続
を
行
っ
た
︒

・ 

Ｔ
Ｓ
利
用
者
が
︑
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

て
Ｔ
Ｓ
駐
車
場
の
混
雑
状
況
を
確
認
し
︑

立
ち
寄
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
︑
情
報
提
供
事
業
を
行
う

こ
と
と
な
り
︑
ま
ず
は
茨
城
Ｔ
Ｓ
に
て

試
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
既
に
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
の
設
置
を
終
え
て
お
り
︑
実
際

の
情
報
提
供
は
︑諸
準
備
を
終
え
た
後
︑

令
和
７
年
４
月
下
旬
以
降
を
見
込
ん
で

い
る
︒

・ 

大
和
川
遊
水
地
の
一
部
で
あ
る
﹁
窪
田

遊
水
地
﹂（
奈
良
県
安
堵
町
）
を
︑
ト

ラ
ッ
ク
の
休
憩
施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
︑
地
元
自
治
体
で
あ
る
安
堵

町
︑
遊
水
地
を
建
設
す
る
大
和
川
河
川

事
務
所
と
と
も
に
︑
当
協
会
の
提
示
し

た
休
憩
施
設
案
を
基
に
協
議
を
行
っ
た
︒

当
該
遊
水
地
の
平
時
活
用
に
つ
い
て
は
︑

地
元
自
治
体
で
あ
る
安
堵
町
の
意
向
が

重
要
で
あ
り
︑
遊
水
地
の
建
設
工
事
の

遅
れ
が
見
込
ま
れ
る
中
︑
同
町
の
判
断

を
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
︒

・ 

高
速
道
路
上
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
及
び
道
の

駅
に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ
ー
休
憩
施
設
の

拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
︑
設

置
が
必
要
な
場
所
・
施
設
・
設
備
等
の

具
体
案
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
︑
運
輸

労
連
︑
交
通
労
連
︑
建
交
労
の
３
労
組

を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
Ｗ
Ｇ
を
設
置
し
︑

７
月
１
日
か
ら
８
月
末
日
に
か
け
て
ド
ラ

イ
バ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
︒

今
後
︑
集
計
結
果
を
基
に
要
望
書
を
取

り
ま
と
め
︑
関
係
行
政
機
関
へ
の
要
望

を
行
っ
て
い
く
予
定
と
し
て
い
る
︒

・ 

Ｔ
Ｓ
の
運
営
の
改
善
を
図
る
た
め
︑
道

路
・
施
設
委
員
会
委
員
が
各
Ｔ
Ｓ
を
実

態
調
査
し
︑
地
元
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や

利
用
者
の
意
見
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
な
が

ら
︑
Ｔ
Ｓ
管
理
の
効
率
化
や
利
便
性
の

向
上
等
に
向
け
た
方
策
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
︑
令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
︑

尾
道
Ｔ
Ｓ
（
尾
道
市
高
須
町
）
並
び
に

三
次
Ｔ
Ｓ
（
三
次
市
西
酒
屋
町
）
で
の

実
態
調
査
を
行
っ
た
︒

⑧ 

中
継
物
流
拠
点
の
整
備
・
拡
充
等
に
よ

る
中
継
輸
送
の
推
進

・ 

中
継
輸
送
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境

の
改
善
や
法
令
順
守
に
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
︑
三
大
都
市
圏
や
地
方
都

市
圏
と
い
っ
た
長
距
離
都
市
間
輸
送
の

中
間
地
点
に
中
継
物
流
拠
点
を
整
備
す

る
よ
う
要
望
活
動
を
行
っ
た
︒

⑨ 

道
路
通
行
及
び
車
両
に
関
す
る
制
度
の

簡
素
化
及
び
規
制
緩
和
要
望
の
推
進

・ 

特
殊
車
両
通
行
制
度
の
諸
課
題
改
善
に

向
け
︑重
量
部
会
︑鉄
骨
・
橋
梁
部
会
︑

鉄
鋼
部
会
の
３
部
会
合
同
で
検
討
を
行

い
︑
国
土
交
通
省
道
路
局
長
に
対
し
て

夜
間
通
行
時
間
帯
条
件
の
更
な
る
緩
和

等
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
︒（
令
和
６
年

12
月
24
日
）

　

 

な
お
︑
令
和
５
年
度
の
要
望
結
果
と
し

て
令
和
６
年
度
に
お
い
て
︑
特
殊
車
両

通
行
制
度
に
お
け
る
通
行
時
間
帯
条
件

の
緩
和
試
行
の
開
始
（
令
和
６
年
４
月

８
日
）︑
基
準
緩
和
自
動
車
認
定
制
度

に
お
け
る
速
度
抑
制
装
置
（
Ｎ
Ｒ
）
機

能
の
一
時
的
解
除
の
取
扱
い
の
実
施
（
令

和
６
年
10
月
２
日
）︑
制
限
外
積
載
許

可
制
度
に
お
け
る
申
請
手
続
の
簡
素
合

理
化
等
（
令
和
６
年
５
月
13
日
）
が
行

わ
れ
た
︒

・ 

特
殊
車
両
通
行
許
可
の
手
続
き
等
の
迅

速
化
に
資
す
る
道
路
情
報
の
電
子
化
に

向
け
︑
国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通

管
理
課
に
対
し
て
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
会
員
事
業
者
か
ら
受
け
付

け
た
３
５
７
区
間
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
︒

（
令
和
６
年
８
月
21
日
）

　
 

そ
の
結
果
︑
道
路
法
適
用
外
の
区
間
を

除
く
要
望
区
間
３
３
７
区
間
の
う
ち
︑

３
０
６
区
間
が
収
録
（
予
定
含
む
）
さ

れ
た
︒

・ 

道
路
法 
車
両
制
限
令
お
よ
び
道
路
交

通
法 

道
路
交
通
法
施
行
令
に
お
け
る
高

さ
の
一
般
的
制
限
値
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

﹁
高
さ
指
定
道
路
﹂
の
追
加
指
定
に
向

け
︑
国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通
管

理
課
お
よ
び
警
察
庁
交
通
局
交
通
規
制

課
に
対
し
て
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
会
員
事
業
者
か
ら
受
け
付
け
た

58
区
間
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
︒（
令
和

６
年
９
月
13
日
）

　

 

そ
の
結
果
︑
55
区
間
が
指
定
︑
１
区
間

が
一
部
指
定
さ
れ
た
︒

・ 

道
路
法 

車
両
制
限
令
に
お
け
る
総
重
量

の
一
般
的
制
限
値
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

﹁
重
さ
指
定
道
路
﹂
の
追
加
指
定
に
向

け
︑
国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通
管

理
課
に
対
し
て
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
会
員
事
業
者
か
ら
受
け
付
け

た
２
０
０
区
間
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
︒

（
令
和
６
年
９
月
13
日
）

　

 

そ
の
結
果
︑
１
３
２
区
間
が
指
定
︑
２

区
間
が
一
部
指
定
さ
れ
た
︒

⑩
そ
の
他

・ 

特
殊
車
両
通
行
制
度
に
つ
い
て
︑
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
を
講
師
と
し
た
講
演
内

容
に
つ
い
て
︑
動
画
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
配

信
を
行
い
︑法
令
遵
守
の
徹
底
に
努
め
た
︒

⑻ 

適
正
化
事
業
の
推
進（
Ｄ
・

Ｅ
事
業
所
の
重
点
化
）
に

よ
る
法
令
遵
守
の
徹
底

① 

Ｄ
・
Ｅ
事
業
所
の
重
点
化
等
巡
回
指
導

に
よ
る
法
令
遵
守
の
徹
底

・ 

巡
回
指
導
の
効
果
的
・
効
率
的
な
実
施

等
の
観
点
か
ら
︑﹁
巡
回
指
導
の
指
針
﹂

及
び
﹁
巡
回
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
に
基
づ

き
︑
新
規
事
業
者
︑
総
合
評
価
が
Ｄ
・

Ｅ
な
ど
指
導
の
必
要
性
が
高
い
事
業
者

に
重
点
化
し
た
巡
回
指
導
を
実
施
し
︑

法
令
遵
守
の
徹
底
に
つ
い
て
指
導
・
啓

発
を
図
っ
た
︒

・ 

Ｄ
・
Ｅ
事
業
所
に
重
点
化
し
た
巡
回
指

導
に
お
い
て
は
︑
２
１
８
３
対
象
事
業
所

に
対
し
︑
１
８
２
５
事
業
所 

（
巡
回
率 

83
・
６
％
）
に
巡
回
指
導
を
行
い
︑
１

５
２
８
事
業
所
は
評
価
が
Ｃ
以
上
に
向
上

（
改
善
率
70
・
０
％
）
し
︑
２
９
７
事

業
所 

（
残
留
率
13
・
６
％
）
は
重
点
化

対
象
に
留
ま
っ
た
︒
ま
た
︑
巡
回
指
導

等
に
従
わ
な
い
等
の
事
業
所
に
つ
い
て

は
︑
監
査
対
象
と
し
て
運
輸
支
局
に
報

告
し
た
︒

・ 

以
上
︑
今
年
度
は
︑
全
国
で
前
年
度
比

１
・
６
％
増
と
な
る
２
万
７
１
２
０
件

（
事
業
所
）
の
巡
回
指
導
を
実
施
し
︑

総
合
評
価
は
︑
全
事
業
所
に
占
め
る
割

合
で
評
価
の
良
い
Ａ
・
Ｂ
評
価
は
前
年

度
比
２
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
の
71
・
１
％
︑

評
価
の
悪
い
Ｄ
・
Ｅ
評
価
は
前
年
度
比

１
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
の
１
・
４
％
と
な
っ

た
︒

・ 

法
令
を
遵
守
し
な
い
悪
質
事
業
者
へ
の

早
期
監
査
を
支
援
す
る
た
め
︑
巡
回
指

導
結
果
に
つ
い
て
︑
運
輸
支
局
等
に
適

正
化
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
迅

速
な
情
報
提
供
を
行
っ
た
︒
全
国
の
運

輸
局
・
運
輸
支
局
に
て
︑
巡
回
指
導
結

果
等
の
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
た
情
報

が
︑
監
査
対
象
事
業
所
の
選
定
な
ど
︑

業
務
に
活
用
さ
れ
て
い
る
︒

・ 

運
輸
支
局
と
連
携
し
︑
速
報
制
度
に
基

づ
く
速
報
件
数
は
63
件
︑
新
規
巡
回
は

７
７
０
件
︑
労
基
特
別
巡
回
は
２
６
９
件

と
︑
効
果
的
な
指
導
を
行
っ
た
︒

　

 

ま
た
︑
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限
規
制

等
の
法
令
順
守
や
適
正
運
賃
料
金
の
取

引
︑
大
型
車
脱
輪
事
故
防
止
な
ど
に
つ

い
て
︑
関
係
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
用
い
た

周
知
・
啓
発
を
図
っ
た
︒

・ 

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
等
の
一
部
改

正
に
よ
り
︑
地
方
実
施
機
関
に
適
正
化

事
業
調
査
業
務
が
加
わ
り
︑
調
査
業
務

を
行
う
に
あ
た
り
適
正
化
事
業
調
査
員

を
選
任
す
る
旨
規
定
さ
れ
︑
全
国
で
１

６
６
名
の
調
査
員
が
選
任
さ
れ
た
︒
ま

た
︑
選
任
さ
れ
た
調
査
員
を
対
象
に
全

国
研
修
を
９
月
25
日
に
開
催
し
︑
調
査

員
の
業
務
内
容
等
の
説
明
を
行
っ
た
︒

・ 

国
土
交
通
省
が
荷
主
等
へ
の
監
視
体
制

の
強
化
を
図
る
集
中
監
視
月
間
（
11
月

・
12
月
）
か
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ

メ
ン
と
密
接
な
連
携
の
も
と
調
査
員
の

活
動
を
開
始
し
た
︒

・ 

令
和
６
年
度
に
お
け
る
巡
回
指
導
時
等

に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
か
ら
の
情
報

収
集
の
結
果
︑
違
反
原
因
行
為
の
疑
い

の
あ
る
荷
主
等
の
情
報
に
つ
い
て
︑
運
輸

支
局
へ
２
３
５
件
報
告
を
行
っ
た
︒

・ 

巡
回
指
導
を
通
じ
て
︑
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
及
び
社
会
保
険

（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
）
の
未

加
入
や
保
険
料
未
納
事
業
者
に
対
し
︑

保
険
制
度
に
関
す
る
周
知
を
図
る
と
と

も
に
︑
加
入
や
保
険
料
納
付
の
徹
底
に

つ
い
て
的
確
な
指
導
を
行
っ
た
︒
未
加
入

率
は
︑
労
働
保
険
が
２
・
９
％
︑
社
会

保
険
が
４
・
２
％
で
あ
っ
た
︒

・ 

労
働
基
準
改
正
法
に
伴
う
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
等
の
適
用
に
伴
い
︑
巡
回

指
導
等
を
通
じ
て
運
行
管
理
者
等
に
対

し
︑
適
切
な
労
働
時
間
管
理
が
可
能
な

管
理
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た
法
令
遵
守
の

徹
底
を
図
っ
た
︒

・ 
適
正
化
事
業
指
導
員
の
専
任
化
及
び
要

員
の
確
保
に
つ
い
て
指
導
を
行
う
と
と
も

に
︑
地
方
実
施
機
関
の
運
営
に
対
す
る

助
成
（
７
億
１
２
０
万
円
）
を
行
っ
た
︒

　

 

令
和
７
年
３
月
末
現
在
の
適
正
化
事
業

指
導
員
数
は
︑専
任
指
導
員
３
４
１
名
︑

兼
任
指
導
員
１
０
６
名
︑
合
計
４
４
７
名

と
な
っ
て
お
り
︑
専
任
指
導
員
定
数
３
４

６
名
に
対
し
て
専
任
者
率
98
・
６
％
と

な
っ
た
︒

② 

安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
の

積
極
的
な
推
進
及
び
普
及
促
進
策
の
実

施
・ 

令
和
６
年
度
安
全
性
評
価
事
業
に
お
い

て
は
︑
全
国
か
ら
９
４
６
０
事
業
所
の
申

請
を
受
け
付
け
︑
９
１
９
２
事
業
所
を

認
定
し
た
︒
既
存
の
認
定
事
業
所
と
併

せ
て
︑
令
和
６
年
度
末
現
在
︑
全
国
で

２
万
９
１
４
２
事
業
所 

（
全
事
業
所
の 

34
・
０
％
）が
﹁
安
全
性
優
良
事
業
所
﹂

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
︒（
車
両
ベ
ー

ス
で
は
76
万
３
８
０
１
台 

（
全
営
業
用
ト

ラ
ッ
ク
の
52
・
５
％
））

・ 

Ｇ
マ
ー
ク
制
度
に
係
る
評
価
項
目
の
見

直
し
及
び
長
期
認
定
取
得
者
の
差
異
化

を
図
る
と
と
も
に
︑
電
子
申
請
を
活
用

し
︑
申
請
者
の
利
便
性
向
上
並
び
に
審

査
の
効
率
化
を
図
っ
た
︒
な
お
︑
今
年

度
６
回
目
更
新
と
な
っ
た
事
業
所
に
つ
い

て
は
︑
20
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
安
全

運
行
の
実
績
を
積
み
上
げ
ら
れ
︑
長
期

認
定
事
業
所
と
し
て
１
２
８
４
事
業
所

を
認
定
し
た
︒

・ 

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携
し
︑

新
た
に
20
台
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
を

走
行
さ
せ
た
︒
継
続
し
て
走
行
し
て
い

る
も
の
（
３
１
６
台
）
を
合
わ
せ
３
３
６

台
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
Ｇ
マ

ー
ク
制
度
の
認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
︒

　

 

ま
た
︑
令
和
６
年
８
月
の
１
週
間
︑
集

客
力
の
高
い
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

（
全
国
２
０
４
箇
所
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
︑

ア
リ
オ
他
）
内
フ
ー
ド
コ
ー
ト
に
設
置

さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電

子
看
板
）
計
８
２
７
面
を
活
用
し
︑
Ｐ

Ｒ
動
画
を
放
映
し
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
広

報
啓
発
活
動
を
行
っ
た
︒

・ 

Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
と
し
て
︑
前
年
度
と
同
様
に
︑
国

土
交
通
省
に
よ
る
優
遇
措
置
（
違
反
点

数
の
早
期
消
去
︑Ｉ
Ｔ
点
呼
等
の
優
遇
︑

安
全
性
優
良
事
業
所
表
彰
︑
基
準
緩
和

自
動
車
の
有
効
期
間
の
延
長
︑
特
殊
車

両
通
行
許
可
の
有
効
期
間
の
延
長
）︑

全
ト
協
に
よ
る
一
部
助
成
事
業
の
優
遇

措
置
︑
一
部
損
害
保
険
会
社
等
に
よ
る

保
険
料
の
割
引
が
実
施
さ
れ
た
︒

・ 

ス
テ
ッ
カ
ー
の
適
正
な
使
用
に
つ
い
て

は
︑
Ｇ
マ
ー
ク
申
請
案
内
︑
ポ
ス
タ
ー
︑

認
定
事
業
所
へ
の
印
刷
物
に
よ
る
啓
発

や
︑
各
種
研
修
会
に
て
要
請
を
行
っ
た

ほ
か
︑
車
両
売
却
時
の
ス
テ
ッ
カ
ー
剥

離
を
呼
び
か
け
る
イ
ラ
ス
ト
を
新
た
に

作
成
し
︑
各
種
印
刷
物
に
掲
載
す
る
こ

と
で
更
な
る
啓
発
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑

有
効
期
間
切
れ
等
が
確
認
さ
れ
た
場
合

に
は
︑
適
切
に
指
導
を
行
っ
た
︒

③ 

適
正
化
事
業
指
導
員
に
係
る
研
修
事
業

の
充
実
及
び
更
な
る
資
質
の
向
上

・ 

全
国
研
修
で
は
︑
巡
回
指
導
の
実
務
に

直
結
し
た
参
加
・
実
践
型
の
研
修
を
開

催
し
︑
実
践
的
な
調
査
技
術
や
専
門
的

知
識
の
習
得
︑
指
導
能
力
の
向
上
を
図

っ
た
︒

　

 

初
級
研
修
（
①
４
月
・
37
名
︑
②
10
月

・
20
名
）
で
は
調
査
手
法
の
基
礎
的
知

識
の
習
得
を
図
り
︑
専
門
研
修
（
12
月

・
54
名
）
で
は
模
擬
巡
回
指
導
に
よ
る

実
践
的
な
内
容
に
よ
り
評
価
手
法
の
均

一
化
を
図
っ
た
︒

　

 

ま
た
︑
特
別
研
修
（
11
月
に
２
回
・
計

23
名
）
で
は
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

教
育
研
修
施
設
で
あ
る
中
部
ト
ラ
ッ
ク

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
車
を

用
い
た
実
践
的
な
内
容
で
実
施
し
︑
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
（
３
月
・
53
名
）
で

は
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
許
可

申
請
の
概
要
及
び
改
正
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
︒

・ 

運
輸
局
︑
運
輸
支
局
と
の
連
携
強
化
を

目
的
と
し
た
官
民
合
同
の
地
方
ブ
ロ
ッ

ク
適
正
化
事
業
指
導
員
研
修
を
開
催

し
︑
情
報
の
共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
︑

指
導
員
相
互
の
意
見
交
換
を
積
極
的
に

行
う
と
と
も
に
︑
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い

て
討
議
を
行
っ
た
︒

　

 

北
海
道
（
10
月
・
46
名
）︑
東
北
（
11

月
・
56
名
）︑
関
東
（
10
月
・
50
名
︑

３
月
・
27
名
）︑
北
陸
信
越
（
11
月
・

39
名
）︑中
部
（
３
月
・
32
名
）︑近
畿
（
３

月
・
70
名
）︑
中
国
（
12
月
・
37
名
）︑

四
国
（
１
月
・
37
名
）
及
び
九
州
・
沖

縄
（
11
月
・
66
名
）
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
て

開
催
し
た
︒

・ 

全
国
研
修
を
補
完
す
る
小
規
模
グ
ル
ー

プ
研
修
に
お
い
て
は
︑
労
基
特
別
巡
回

集
計
ソ
フ
ト
の
仕
様
方
法
や
各
実
施
機

関
に
お
け
る
巡
回
指
導
の
評
価
手
法
な

ど
グ
ル
ー
プ
討
議
等
を
行
い
巡
回
指
導

の
均
一
化
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
た
︒
今

年
度
は
︑
北
海
道
（
６
月
・
28
名
）︑

北
東
北
（
６
月
・
20
名
）︑
南
東
北

（
10
月
・
20
名
）︑
北
関
東
（
11
月
・

36
名
）︑
北
陸
信
越
（
８
月
・
21
名
）︑

中
部
（
11
月
・
21
名
）
中
国
（
８
月
・

31
名
）︑
四
国
（
８
月
・
14
名
）︑
北
九

州
（
８
月
・
31
名
）
及
び
南
九
州
・
沖

縄
（
１
月
・
13
名
）
の
各
地
区
に
て
開

催
し
た
︒

・ 

適
正
化
事
業
指
導
員
の
知
識
や
技
能
の

﹁
見
え
る
化
﹂を
目
指
し
︑﹁
資
格
取
得
﹂

に
要
す
る
費
用
を
助
成
す
る
制
度
を
設

け
︑
運
行
管
理
者
資
格
の
取
得
を
推
進

し
た
︒

　

 

令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
︑
30
名
が
受

験
し
︑
26
名
が
合
格
し
た
こ
と
か
ら
︑

令
和
７
年
３
月
末
現
在
︑
運
行
管
理
者

資
格
を
有
し
て
い
る
適
正
化
事
業
指
導

員
は
３
１
５
名 

（
兼
任
を
含
む
全
指
導

員
の
70
・
５
％
）
と
な
っ
た
︒

⑼ 

新
技
術
を
活
用
し
た
物
流

Ｄ
Ｘ
の
推
進

① 

自
動
運
転
及
び
環
境
対
応
車
等
の
次
世

代
新
技
術
へ
の
対
応

・ 

国
の
先
進
安
全
自
動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
推

進
計
画
及
び
隊
列
走
行
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
に
参
画
す
る
な
ど
︑
よ
り
安

全
性
の
高
い
自
動
車
運
転
技
術
の
普
及

等
に
取
り
組
ん
だ
︒

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
生
産
性
向
上
等
に

資
す
る
自
動
運
転
・
隊
列
走
行
な
ど
新

技
術
を
活
用
し
た
物
流
の
効
率
化
等
の

推
進
に
つ
い
て
関
係
機
関
等
と
連
携
し
つ

つ
︑
ト
ラ
ッ
ク
業
界
と
し
て
の
要
望
活
動

を
展
開
し
た
︒

・ 

電
気
ト
ラ
ッ
ク
や
燃
料
電
池
ト
ラ
ッ
ク

等
の
環
境
対
応
車
両
等
次
世
代
新
技
術

車
両
に
係
る
情
報
を
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
会
員
事

業
者
に
提
供
し
た
︒

② 

物
流
Ｄ
Ｘ
の
取
組
み
の
促
進

・ 

中
小
事
業
者
の
情
報
化
支
援
を
図
る
た

め
︑﹁
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た

め
の
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
全
国
22

協
会
で
開
催
し
︑
経
営
者
︑
シ
ス
テ
ム

担
当
者
ら
６
９
５
名
が
参
加
し
た
︒
セ

ミ
ナ
ー
で
は
︑
Ｉ
Ｔ
導
入
成
功
事
例
の

ほ
か
︑
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
る
問
題
点

や
課
題
を
抽
出
し
︑﹁
経
営
の
見
え
る
化
﹂

を
進
め
る
こ
と
で
︑
業
務
効
率
化
や
ド

ラ
イ
バ
ー
の
人
材
確
保
な
ど
へ
の
対
応
策

に
つ
い
て
の
紹
介
︑
点
呼
ロ
ボ
ッ
ト
及
び

配
車
・
請
求
管
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
セ

ミ
ナ
ー
に
出
席
で
き
な
い
事
業
者
向
け

に
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
参

加
も
可
能
と
し
た
︒

・ 

10
両
未
満
の
小
規
模
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
Ｉ
Ｔ
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑

Ｉ
Ｔ
化
の
必
要
性
や
小
規
模
事
業
者
で

も
導
入
し
や
す
い
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
や
導
入

事
例
を
ま
と
め
た
冊
子
﹁
小
規
模
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
導
入
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
﹂を
配
布
し
︑周
知
を
図
っ
た
︒

・ 

中
小
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
を
対
象
と
し
た

﹁
中
小
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
た
め
の
Ｄ

Ｘ
推
進
﹂﹁
Ｉ
Ｔ
機
器
導
入
事
例
集
﹂︑

各
種
助
成
制
度
︑
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

情
報
を
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
周
知
を
図
っ
た
︒

・ 

輸
送
効
率
化
と
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
す
る
た

め
︑
日
貨
協
連
が
運
営
す
る
求
貨
求
車

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
２
＋
﹂
の
利
用
促
進
の
周
知
を
図

っ
た
︒
ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

と
荷
主
企
業
と
の
適
正
取
引
確
保
の
た

め
︑
日
貨
協
連
と
連
名
で
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
の
毎
月
の
成
約
運
賃
指
数
を
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
た
︒

③ 

総
合
物
流
施
策
大
綱
に
基
づ
く
物
流
Ｄ

Ｘ
及
び
物
流
標
準
化
の
推
進

・ 

物
流
標
準
化
の
現
状
と
今
後
の
対
応
の

方
向
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
国
土
交
通
省
の
﹁
官
民
物
流
標

準
化
懇
談
会
﹂に
参
画
す
る
と
と
も
に
︑

同
懇
談
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
﹁
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
推
進
・
標
準
化
分
科
会
﹂

に
参
画
し
た
︒
同
分
科
会
に
お
い
て
︑

多
様
な
輸
送
モ
ー
ド
の
活
用
と
し
て
︑

中
小
事
業
者
を
念
頭
に
置
い
た
ダ
ブ
ル

連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
支
援
や
︑
高
速

道
路
に
お
け
る
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の

実
証
実
験
に
対
す
る
支
援
や
社
会
実
装

に
向
け
た
支
援
制
度
の
検
討
な
ど
の
推

進
が
盛
り
込
ま
れ
た
﹁
新
た
な
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
に
向
け
た
対
応
方
策
﹂
の
素

案
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
︒

重

点

施

策

⑴ 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素

化
・
軽
減
の
実
現

① 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽
減
の

実
現

・ 

令
和
７
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関

す
る
要
望
項
目
に
つ
い
て
は
︑
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
の
要
望
事
項
を

も
と
に
︑
第
12
回
税
制
委
員
会
（
５
月

27
日
）
の
承
認
を
得
て
決
定
し
︑
第
２

０
５
回
理
事
会
（
６
月
６
日
）
に
報
告

し
た
︒
要
望
項
目
は
以
下
の
と
お
り
︒

︿
税
制
改
正
関
連
要
望
項
目
﹀

１
. 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽
減

等
⑴
自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽
減

⑵ 

自
動
車
税
に
お
け
る
営
自
格
差
の
拡
充

⑶
自
動
車
重
量
税
の
道
路
特
定
財
源
化

２
. 
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
特
例
措

置
の
延
長

３
. 

特
例
措
置
の
延
長

⑴ 

自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
Ａ
Ｓ
Ｖ
（
先

進
安
全
自
動
車
）
特
例
措
置
の
延
長

⑵ 

中
小
企
業
・
協
同
組
合
等
の
法
人
税
率

の
特
例
措
置
の
延
長

⑶ 

中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
の
特
例
措
置

の
延
長

⑷ 

中
小
企
業
防
災
・
減
災
投
資
促
進
税
制

の
特
例
措
置
の
延
長

４
. 

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
運
営
す
る
地
域
防
災

・
災
害
対
策
関
連
施
設
等
に
つ
い
て
固

定
資
産
税
の
軽
減
措
置
の
適
用

︿
道
路
関
係
要
望
項
目
﹀

１
. 

高
速
道
路
料
金
徴
収
期
限
の
延
長
を

踏
ま
え
た
利
便
性
向
上
策
の
推
進

２
.
高
速
道
路
料
金
等
の
引
下
げ

⑴ 

料
金
水
準
の
引
下
げ
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３

社
）

⑵ 

車
種
区
分
の
検
討
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
へ
の
十
分
な
配
慮

⑶ 

大
口
・
多
頻
度
割
引
を
実
質
50
％
割
引

に
拡
充
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
）

⑷ 

渋
滞
対
策
等
に
資
す
る
料
金
・
割
引
制

度
の
設
定
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
︑
首
都

高
速
︑
阪
神
高
速
）

⑸ 

首
都
高
速
等
に
お
け
る
割
引
制
度
の
拡

充
⑹ 

本
四
高
速
に
お
け
る
割
引
制
度
の
拡
充

⑺ 

福
岡
・
北
九
州
圏
に
お
け
る
シ
ン
プ
ル

で
シ
ー
ム
レ
ス
な
高
速
道
路
料
金
の
実

現
⑻ 

フ
ェ
リ
ー
等
利
用
に
対
す
る
補
助
・
助

成
制
度
の
創
設

⑼
そ
の
他
（
定
額
制
料
金
制
度
の
検
討
）

３
.
物
流
基
盤
の
整
備

⑴ 

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
充

実
① 

﹁
重
要
物
流
道
路
﹂
の
指
定
︑
指
定
道

路
へ
の
集
中
投
資

②
暫
定
２
車
線
区
間
の
４
車
線
化

③
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消

④
渋
滞
対
策
の
推
進

⑤ 

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
や
自
動
運
転
な

ど
の
推
進
に
資
す
る
実
施
環
境
整
備
の

推
進

⑥ 

下
関
北
九
州
道
路
の
早
期
実
現

⑵ 

休
憩
・
休
息
施
設
︑
中
継
物
流
拠
点
の

整
備
・
拡
充

① 

高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
︑
道
の
駅
に

お
け
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
・
拡
充

② 

大
型
車
駐
車
マ
ス
の
幅
の
拡
大

③ 

高
速
道
路
の
一
時
退
出
を
可
能
と
す
る

措
置
の
拡
充
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
）

④ 

シ
ャ
ワ
ー
施
設
等
︑
休
憩
・
休
息
建
屋

内
の
施
設
の
充
実

⑤ 

中
継
物
流
拠
点
の
全
国
展
開
に
よ
る
中

継
輸
送
の
推
進

４
. 

特
殊
車
両
通
行
許
可
に
係
る
諸
課
題

の
改
善

⑴
車
両
制
限
令
違
反
点
数
制
度
の
改
善

⑵ 

重
要
物
流
道
路
の
特
殊
車
両
通
行
許
可

手
続
き
を
不
要
と
す
る
措
置
の
拡
大

⑶ 

申
請
負
担
の
軽
減

５
. 

そ
の
他
施
策
の
推
進

⑴ 

高
速
道
路
料
金
等
の
運
賃
料
金
の
確
実

な
収
受
に
向
け
た
支
援

⑵ 

冬
期
に
お
け
る
道
路
交
通
対
策

⑶ 

自
然
災
害
時
の
高
速
道
路
料
金

⑷ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

⑸ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
に
係
る

保
証
額
の
減
額

⑹ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
の
走
行

明
細
デ
ー
タ
提
供
手
数
料
無
料
化

︿
予
算
・
施
策
関
連
要
望
項
目
﹀

１
. 

物
流
革
新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ

の
対
応
に
か
か
る
支
援

⑴ 

商
慣
行
の
見
直
し
に
向
け
た
支
援

① 

標
準
的
運
賃
・
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
な

ど
適
正
運
賃
収
受
・
価
格
転
嫁
に
向
け

た
支
援

② 

改
正
物
流
効
率
化
法
及
び
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
に
基
づ
く
荷
主
・
元
請
事

業
者
に
対
す
る
規
制
的
措
置
や
働
き
か

け
等
の
推
進

⑵
物
流
の
効
率
化
に
向
け
た
支
援

① 

労
働
生
産
性
の
向
上
や
労
働
環
境
改
善

に
向
け
た
支
援

② 

人
材
確
保
・
人
材
育
成
に
対
す
る
支
援

２
.
燃
料
価
格
高
騰
へ
の
支
援

３
.
環
境
・
交
通
安
全
対
策
に
係
る
支
援

⑴ 

環
境
対
策
及
び
省
エ
ネ
対
策
の
た
め
の

支
援

① 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た

支
援

② 

石
油
石
炭
税
の
﹁
地
球
温
暖
化
対
策
の

た
め
の
課
税
の
特
例
﹂
に
係
る
補
助
の

継
続

③ 

電
気
自
動
車
等
の
普
及
に
係
る
補
助
の

継
続

⑵
交
通
安
全
対
策
の
た
め
の
支
援

① 

Ａ
Ｓ
Ｖ
（
先
進
安
全
自
動
車
）
関
連
機

器
の
導
入
に
対
す
る
補
助
の
継
続

② 

デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
計
︑
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
等
運
行
管
理
支
援
機
器
の
導

入
に
対
す
る
補
助
の
継
続

⑶ 

車
両
の
電
動
化
等
に
伴
う
車
両
総
重
量

等
の
規
制
緩
和

４
.
施
策
要
望

⑴ 

市
街
化
調
整
区
域
に
係
る
法
制
度
の
見

直
し

⑵ 

被
け
ん
引
自
動
車
の
自
動
車
損
害
賠
償

責
任
保
険
（
自
賠
責
保
険
）
保
険
料
の

見
直
し

⑶ 

貨
物
集
配
中
の
車
両
に
係
る
駐
車
規
制

の
見
直
し

⑷ 
能
登
半
島
地
震
の
復
興
に
係
る
支
援

・ 
要
望
活
動
に
つ
い
て
は
︑
政
府
与
党
の

国
会
議
員
に
対
し
積
極
的
に
陳
情
活
動

を
展
開
す
る
と
と
も
に
︑
公
明
党
ト
ラ

ッ
ク
議
員
懇
話
会
（
９
月
11
日
）︑
自
由

民
主
党
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策

懇
談
会
（
11
月
20
日
）︑
自
由
民
主
党

自
動
車
議
員
連
盟
自
動
車
政
策
懇
談
会

（
12
月
５
日
）
に
お
い
て
強
力
に
要
望

し
た
︒

・ 

税
制
改
正
の
結
果
は
︑
政
府
に
お
い
て

令
和
７
年
度
税
制
改
正
大
綱
を
令
和
６

年
12
月
27
日
に
閣
議
決
定
し
︑
税
制
改

正
関
連
法
案
は
令
和
７
年
３
月
31
日
に

国
会
で
成
立
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
関
係
す
る
主
な
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
っ
た
︒

① 

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
特
例
措
置

の
延
長
に
つ
い
て
は
︑
適
用
期
限
が
２
年

延
長
さ
れ
た
︒

② 

自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
Ａ
Ｓ
Ｖ
（
先

進
安
全
自
動
車
）
の
特
例
措
置
延
長
に

つ
い
て
は
︑
適
用
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ

た
︒

③ 

中
小
企
業
・
協
同
組
合
等
の
法
人
税
率

の
特
例
措
置
の
延
長
に
つ
い
て
は
︑
所
得

の
金
額
が
年
10
億
円
を
超
え
る
事
業
年

度
に
つ
い
て
︑
所
得
の
金
額
の
う
ち
年
８

０
０
万
円
以
下
の
金
額
に
適
用
さ
れ
る

税
率
を
17
％
（
現
行
:
15
％
）
に
引

き
上
げ
る
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
︑
適

用
要
件
を
見
直
し
た
上
で
適
用
期
限
が

２
年
延
長
さ
れ
た
︒

④ 

中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
の
特
例
措
置

の
延
長
に
つ
い
て
は
︑
措
置
内
容
を
見
直

し
た
上
で
︑
適
用
期
限
が
２
年
延
長
さ

れ
た
︒

⑤ 

中
小
企
業
防
災
・
減
災
投
資
促
進
税
制

（
特
定
事
業
継
続
力
強
化
設
備
等
の
特

別
償
却
制
度
）
の
特
例
措
置
の
延
長
に

つ
い
て
は
︑
措
置
内
容
を
見
直
し
た
上

で
︑
適
用
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
た
︒

・ 

令
和
７
年
度
予
算
は
令
和
７
年
３
月
31

日
に
成
立
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
関
連
の
主
な

予
算
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
︒

① 

物
流
の
革
新
や
持
続
的
成
長
に
向
け
た

中
長
期
計
画
を
踏
ま
え
た
取
組
の
推
進

② 

人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
自
動
運
転
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
る
幹
線
輸
送
実
証
事
業

③ 

自
動
車
運
送
業
に
お
け
る
外
国
人
材
の

適
正
な
受
入
環
境
の
確
保

④ 

自
動
車
運
送
事
業
の
安
全
対
策
事
業

⑤ 

運
輸
部
門
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た
先
進

的
シ
ス
テ
ム
社
会
実
装
促
進
事
業

⑥ 

環
境
配
慮
型
先
進
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
導

入
加
速
事
業

⑦ 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
更
な
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
に
向
け
た
推
進
事
業/

新
技

術
活
用
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

輸
送
効
率
化
・
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
推
進
事
業

⑧ 

物
流
の
革
新
に
向
け
た
取
組
の
推
進（
持

続
可
能
な
食
品
等
流
通
対
策
事
業
︑
食

品
流
通
拠
点
整
備
の
推
進
）

・ 

令
和
６
年
度
補
正
予
算
は
令
和
６
年
12

月
17
日
に
成
立
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
関
連
の

主
な
予
算
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
︒

① 

物
流
の
革
新
や
持
続
的
成
長
に
向
け
た

中
長
期
計
画
を
踏
ま
え
た
取
組
の
推
進

② 

自
動
車
運
送
事
業
の
各
種
申
請
手
続
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
伴
う
申
請
手
続
の
最
適

化
・
効
率
化
の
た
め
の
調
査

③ 

持
続
可
能
な
物
流
を
支
え
る
物
流
効
率

化
実
証
事
業

④ 

物
流
革
新
に
向
け
た
取
組
の
推
進
の
う

ち
持
続
可
能
な
食
品
等
流
通
緊
急
対
策

事
業

⑤ 

運
輸
業
︑
海
運
業
等
に
お
け
る
人
材
確

保
・
育
成
等

⑥ 

生
産
性
向
上
や
民
間
投
資
の
誘
発
等
に

資
す
る
港
湾
機
能
の
強
化

⑦ 

商
用
車
等
の
電
動
化
促
進
事
業

⑧ 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
倉
庫
モ
デ
ル
促
進
事
業

⑨ 

高
速
道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引

の
拡
充
措
置
の
延
長

⑩ 

災
害
時
に
お
け
る
物
流
・
人
流
の
確
保

（
迅
速
な
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
高
規

格
道
路
の
未
整
備
区
間
の
整
備
や
4
車

線
化
等
の
推
進
︑
道
路
等
の
防
災
・
減

災
対
策
の
推
進
）

⑪ 

通
学
路
等
の
交
通
安
全
対
策
の
推
進

（
高
速
道
路
の
暫
定
2
車
線
区
間
の
4

車
線
化
等
の
推
進
）

⑫ 

効
率
的
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期

整
備
・
活
用
（
三
大
都
市
圏
環
状
道
路

等
の
整
備
推
進
︑
安
全
・
円
滑
な
物
流

等
の
た
め
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等

の
推
進
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

省
人
化
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
駐
車
マ
ス
不
足

の
解
消
）

⑬ 

地
域
・
拠
点
の
連
携
を
促
す
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
（
地
域
・
拠
点
を
つ

な
ぐ
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
︑

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
活
用
）

⑭ 

重
点
支
援
交
付
金
の
追
加
（
推
奨
事
業

メ
ニ
ュ
ー
:
物
流
に
対
す
る
支
援
）

・ 

令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
基
づ
く
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
に
関
係
す
る
税
制
の
基

礎
知
識
や
内
容
を
取
り
ま
と
め
た
﹁
令

和
６
年
度
版
ト
ラ
ッ
ク
税
制
の
基
礎
知

識
﹂
を
作
成
し
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
︒

⑵ 

環
境
・
Ｇ
Ｘ
対
策
及
び
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

 
①
「
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
の
推
進

・ 
日
本
経
済
団
体
連
合
会
が
主
唱
す
る

﹁
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画
﹂

に
自
主
的
に
参
加
し
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
﹂
の
メ

イ
ン
目
標
と
し
て
掲
げ
た
︑
２
０
３
０
年

度
を
目
標
と
す
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に

取
り
組
む
な
ど
︑
一
層
深
刻
化
す
る
地

球
温
暖
化
問
題
に
的
確
に
対
応
し
た
︒

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
０
﹂
の
﹁
サ
ブ
目
標
２
﹂
に
掲
げ

る
運
送
事
業
者
が
自
社
の
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
指
す
た
め
に
作
成
し
た
﹁
Ｃ
Ｏ
２

排
出
簡
易
算
定
ツ
ー
ル
﹂
に
つ
い
て
︑

燃
料
別
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
係
数
な
ど
を
更

新
し
た
Ｖ
ｅ
ｒ
・
３
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
表
し
た
︒

② 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
へ

の
対
応

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
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▼
空
一
面
が
茜
色
に
染
ま
る
夕

暮
︑
田
圃
の
畔
道
を
通
る
と
カ
エ

ル
が
大
合
唱
で
お
出
迎
え
で
す
︒

お
腹
の
底
か
ら
振
り
絞
っ
た
ニ
ホ

ン
ア
マ
ガ
エ
ル
の
﹁
ゲ
ッ
ゲ
ッ
ゲ

ッ
﹂
の
美
声
は
︑
一
夏
の
限
ら
れ

た
命
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
潔
さ

に
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
︒
▼
以
前
︑

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
の
﹃
さ
わ
や
か
自
然

百
景
﹄
で
︑
群
馬
県
の
草
津
白
根

山
麓
に
広
が
る
広
大
な
﹁
芳
ヶ
平

湿
地
群
﹂
に
生
息
す
る
生
き
も
の

た
ち
の
営
み
を
放
映
し
て
い
ま
し

た
︒
そ
こ
に
は
︑
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
が
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
て
︑

背
の
高
い
木
の
な
い
池
塘
近
辺
の

植
物
に
卵
を
産
み
付
け
︑
子
孫
を

残
し
て
い
ま
し
た
︒
池
の
底
を
真

っ
黒
に
埋
め
尽
く
す
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
の
群
れ
が
︑
変
わ
ら
ぬ
自
然

の
営
み
を
象
徴
し
て
い
ま
し
た
︒

日
本
に
生
息
す
る
48
種
類
の
カ
エ

ル
は
︑
鳴
き
声
を
含
め
そ
の
生
態

は
千
差
万
別
で
す
︒
ギ
ョ
ロ
っ
と

し
た
目
と
そ
の
外
観
は
︑
何
と
も

愛
ら
し
く
人
を
惹
き
付
け
ま
す
︒

▼
日
本
昔
話
の
﹁
蛙
の
恩
返
し
﹂

は
︑
蛇
に
呑
み
込
ま
れ
そ
う
に
な

っ
た
蛙
を
見
た
爺
様
が
︑﹁
わ
し
の

娘
を
嫁
に
や
る
か
ら
蛙
を
呑
ま
ん

で
く
れ
﹂︒
後
日
︑
満
月
の
夜
に
現

れ
た
侍
が
︑﹁
私
は
あ
の
時
の
蛇
︒

約
束
通
り
娘
を
貰
い
に
来
た
﹂
と
︑

万
事
休
す
の
事
態
︒
泣
く
泣
く
嫁

入
り
す
る
娘
に
知
恵
を
授
け
た
の

は
救
わ
れ
た
蛙
︑
そ
し
て
︑
大
蛇

か
ら
娘
を
救
っ
た
の
は
蛙
の
大
群

で
し
た
︒
▼
先
日
︑
田
圃
の
近
く

を
自
転
車
で
通
っ
た
際
に
︑
私
の

目
の
前
を
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
が
通

り
過
ぎ
田
圃
に
入
っ
て
行
き
ま
し

た
︒
そ
れ
と
行
き
違
う
よ
う
に
大

き
な
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
田
圃
か
ら
反

対
方
向
の
雑
木
林
に
向
か
っ
て
ゆ

っ
く
り
と
歩
を
進
め
て
い
き
ま
し

た
︒
一
歩
間
違
え
ば
捕
食
さ
れ
た

か
も
し
れ
な
い
ヒ
キ
ガ
エ
ル
︒
自

然
の
摂
理
と
は
い
い
な
が
ら
﹁
弱

肉
強
食
﹂
の
世
界
で
︑
如
何
に
生

き
延
び
る
こ
と
が
で
き
る
か
﹁
神

の
み
ぞ
知
る
﹂
で
す
︒
▼
昆
虫
の

行
動
研
究
の
先
駆
者
で
︑
昆
虫
の

生
態
を
ま
と
め
た
﹃
昆
虫
記
﹄
で

有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
博
物
学
者
ジ

ャ
ン
・
ア
ン
リ
・
フ
ァ
ー
ブ
ル
は
︑

﹁
見
る
こ
と
は
知
る
こ
と
﹂
と
︑

そ
の
生
涯
を
振
り
返
っ
て
い
ま

す
︒
現
実
を
直
視
し
︑
今
後
の
糧

と
す
る
こ
と
は
︑
今
も
昔
も
変
わ

ら
ぬ
諸
行
で
あ
り
︑﹁
思
考
﹂︑﹁
熱

意
﹂︑﹁
知
力
﹂
を
持
っ
て
す
れ
ば
︑

幾
重
も
の
壁
を
も
き
っ
と
乗
り
越

え
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

 

（
山
崎　

薫
）
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◇事業者大会スケジュール
時　間 内　容 会　場

11：00 ～13：00 受付 2階　アトリウム
11：00 ～12：00 正副会長会議 2階　「201A」

13：00 ～13：30

◇全体会議
①開会
② 主催者あいさつ（全日本トラック協会会長　寺岡洋一）
③ 開催地ブロック協会長あいさつ

（北陸信越ブロックトラック協会会長　小林和男）

１階　「展示ホールB」

13：40 ～15：20
▷シンポジウム
　「（テーマ未定）」

15：30 ～16：30
▶記念講演会
　「2025 年これからの地方創生」（仮題）

株式会社　新潟日報社　相談役　小田敏三氏

16：40 ～17：40

◇全体会議
①大会決議
②来賓あいさつ
③来賓紹介・祝電披露
④次回大会開催地ブロック協会長あいさつ（中国ブロック）
⑤ガンバローコール
⑥閉会あいさつ

18：00 ～ 20：00 懇親会
アトラクション　地元伝統芸能（古町芸妓、加茂歌代鬼太鼓組）等 １階　「展示ホールA」

アクセスマップ

10月 15日（水）新潟県新潟市「朱鷺メッセ　新潟コンベンションセンター」で開催10月15日（水）新潟県新潟市「朱鷺メッセ　新潟コンベンションセンター」で開催
　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月

15
日
㈬
︑
新
潟
県
新
潟
市
の
﹁
朱

鷺
メ
ッ
セ　

新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
﹂（
写
真
）
に
お
い
て
︑

第
30
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
大
会
﹂
を
開
催
す
る
︒

　

全
国
か
ら
集
結
し
た
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
が
︑
全
体
会
議
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
志
を
ひ
と

つ
に
し
︑大
会
決
議
を
採
択
す
る
︒

予
定
参
加
者
は
１
４
０
０
人
︒

　

大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
別
掲
の

通
り
で
︑
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー

マ
未
定
）
を
開
催
す
る
ほ
か
︑
㈱

新
潟
日
報
社
相
談
役
の
小
田
敏
三

氏
が
﹁
２
０
２
５
年　

こ
れ
か
ら

の
地
方
創
生
﹂（
仮
題
）
を
テ
ー
マ

に
講
演
す
る
︒

　

現
在
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
ト
ラ

ッ
ク
協
会
（
小
林
和
男
会
長
）
を

中
心
に
︑
大
会
開
催
に
向
け
た
準

備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

大
会
会
場
で
あ
る
朱
鷺
メ
ッ
セ

の
周
辺
地
図
は
図
の
通
り
で
︑
Ｊ

Ｒ
﹁
新
潟
駅
﹂
か
ら
タ
ク
シ
ー
で

約
５
分
︑
路
線
バ
ス
で
約
15
分
︑

徒
歩
で
約
20
分
︒

　

会
費
は
一
人
に
つ
き
︑
大
会
の

み
=
１
万
８
千
円
︑
大
会
・
懇
親

会
=
３
万
５
千
円
︒

　

大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
︑
所
属
す
る
各
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
ま
で
︒

　きこえない・きこえにくいアスリートのための国際
スポーツ大会「東京 2025 デフリンピック」が 11 月
15日～ 26日に東京、福島、静岡で開催される。
　同大会開催の気運醸成のため、３月から 11 月にか
けて実施されている「全国キャラバン活動」と題した
各地での様々な関連イベントに、全日本トラック協会
は後援団体として参画している。
　全ト協では、同活動に協力すべく、同活動の主催団
体である（一財）全日本ろうあ連盟を通じてポスター（写
真）を都道府県トラック協会宛てに送付するとともに、
同ポスターを本紙に折り込んでいる。

「東京2025デフリンピック」「東京2025デフリンピック」
全国キャラバン活動を後援全国キャラバン活動を後援

全ト協

全国トラック運送事業者大会全国トラック運送事業者大会第第
3030
回回

北陸信越ブロックトラック協会について

公式ホームページ（二次元コード）
会　長　小林　和男
会員数　826 社（令和 6年 10 月 1日現在）
〒 950-0965　新潟市中央区新光町 6-4
電　話　025-285-1717

＜新潟県トラック協会＞

公式ホームページ（二次元コード）
会　長　上嶋　金司
会員数　593 社（令和６年 10 月 1日現在）
〒 381-8556　長野市南長池 710-3
電　話　026-254-5151

＜長野県トラック協会＞

公式ホームページ（二次元コード）
会　長　髙田　和夫
会員数　600 社（令和 6年 10 月 1日現在）
〒 939-2708　富山市婦中町島本郷 1-5
電　話　076-495-8800

＜富山県トラック協会＞

公式ホームページ（二次元コード）
会　長　山田　秀一
会員数　636 社（令和 6年 10 月 1日現在）
〒 920-0226　金沢市粟崎町 4-84-10
電　話　076-239-2511

＜石川県トラック協会＞
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